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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　イントロ　ソーズ＆ソーサリー！




　特とく設せつ会かい場じようを揺ゆるがす大だい歓かん声せいの中……。

　目まぐるしく切り替かわるライトを浴あびながら、リードギターの少年がステージ中ちゆう央おうに躍おどり出た。

　七色の光に浮うき上がるシルエット。

　激はげしいビートに乗って、ソロパートを刻きざむピック。

　ネックを下げて、ヘヴィーなリフで押してゆくその演えん奏そうスタイルに、観かん客きやくは一段とヒートアップする。

　イッシン、イッシン！

　という大コール。

　一万五千人の観客のほとんどが、中学生か高校生の女の子だ。

　ストロークとシンクロして、バックで上がる花火。

　少年は最後のフレーズを決めて、ドラムス、ベース、キーボードのメンバーと素す早ばやく視し線せんを交かわすと、ピックを握にぎった右手を天に突つき上げた。

「ラストソング！　奇き跡せきのレジェンド！」

　キャーッと悲ひ鳴めいを上げる少女たち。

　その熱ねつ狂きようのなか、一いつ瞬しゆん、会場のすべての照しよう明めいが消えた。

　闇やみに包つつまれる横よこ浜はまアリーナ。

　そして……。

　再ふたたびライトがついた時には、ステージの最前部に四人が並ならんで立っていた。

　激しいギターソロから一転しての、静しずかなバラードが始まる。





君のために生まれてきたなんて

クサい台詞セリフ

口にする勇ゆう気きはないけれど

覚おぼえているかい、二人の出会いを

ぎこちない微笑ほほえみ

寂さびしげな瞳ひとみ

ちょっと触ふれただけの指先

それでも僕ぼくらは感じた
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　　運うん命めいかもしれないって


時を越こえて

巡めぐり会った

奇跡のレジェンド




それでも僕らは感じた

運命かもしれないって

時を越えて

巡り会った

奇跡のレジェンド






　会場全体がひとつになっての大だい合がつ唱しよう。

　アンコール曲の『奇跡のレジェンド』が終わると、拍はく手しゆと歓かん声せいに包まれた四人は肩かたを組み、ドラムスを担たん当とうしていた可か愛わいらしい少年が肩で息をしながら言った。

「みんなっ！　今夜はありがとっ！　僕らは今夜の出会いを絶ぜつ対たいに忘わすれないよ！」

　これに対して、

「コータく～んっ！」

「シローッ！」

「トオルーッ！」

「イッシーンッ！」

　という声が、観客席から返ってくる。

「シー・ユー・ネクスト・ツアー！」

「シー・ユーッ！」

　四人は手を振ふると、二人ずつ左右に分かれてステージの袖そでに走って消えていった。

　ヒット曲の『希き望ぼうカウントダウン』のメロディーが流ながれるなか、ステージのライトが消え、観客席が明るくなる。

　終しゆう演えんを告つげるアナウンス。

　魔ま法ほうの時間は終わり、アイドルグループ、ソーズ＆ソーサリーのファンたちは現げん実じつに引き戻もどされる。

　夏コン、初日の終わりである。

　それでも、少女たちはまだ夢ゆめ心ごこ地ちの表情のまま、家いえ路じへとついていった。

　そして……。




「おつかれ～！」

「はい、おつかれさん！」

　ソーズ＆ソーサリーの四人の少年は、楽がく屋やに戻ってくると、スーツ姿すがたのオールバックの中年男と手を打うち合わせた。

「最さいっ高こうよ、みんな！」

　髭ひげ剃そり痕あとの青い中年男は、甲かん高だかい声で褒ほめちぎった。

「もう、超ちよう～満まん員いん！　この調ちよう子しで、札さつ幌ぽろ、名な古ご屋や、横浜、福ふく岡おか、そして武ぶ道どう館かんと、頑がん張ばりましょうね～！」

「ああ、任まかせとけって！」

　黒くろ髪かみを伸のばした一番背の高い少年が、テーブルの上のペットボトルをつかみ、スポーツドリンクで喉のどを潤うるおす。

　あれだけ激しくステージで動いた後だというのに、女子高生からＯＬまでを虜とりこにする火ひ之の杜もり亨とおるの甘あまいマスクには、まったく疲つかれの色は見えない。

　ソーズ＆ソーサリーの中でも、人にん気きナンバーワン。

　ソロでもシングルをリリースし、週三本のドラマで活かつ躍やくを続けているだけのことはある。

「う～ん、さすがトオル君！　可愛いわ～！」

　中年男は少年に擦すり寄より、頰ほおに熱い口づけをしようとする。

「わっ！　やめろよ、社長！」

　と、慌あわててかわす亨。

「まあ、照てれちゃって！」

「リーダー、何とかしろ！」

　亨は所しよ属ぞくプロダクションの社長から逃にげ回りながら、携けい帯たいにつないだノート型がたパソコンを開いた少年に向かってペットボトルを投げつける。

「都つ合ごうのいい時だけ、リーダーって言われてもねえ？」

　液えき晶しよう画が面めんを見つめたまま、風かざ峰みね士し郎ろうは飛んでくるペットボトルを片かた手てでつかんだ。

　自みずからツアーの演えん出しゆつも担たん当とうし、ステージではそつのないＭＣを見せる士郎は、普ふ段だんはいたって物もの静しずかな少年である。

　その落おち着ついた態たい度どは、やはりリーダーと呼よばれるに相応ふさわしい。

「社長、気ぃ引ひき締しめてこうよ。まだ、先は長いんだし。……と、これはもうウリだね」

　士郎はスポーツドリンクを一口だけ飲むと、ウォール街がいの株かぶ価か変へん動どうを見て、鼻はな歌うたを唄うたいながら素す早ばやくキーボードを打つ。

　アイドルの傍かたわら、士郎は投とう資し家かとして、年数すう億おくの利り益えきを上げているのだ。

　無む論ろん、法ほう人じん名めい義ぎで士郎の名前は表おもてに出ないようになっているのだが……。

「これでとりあえず利益を確かく保ほ。……コータ!?」

　士郎は証しよう券けん会がい社しやに指し示じを送り、ペットボトルを一番年少のメンバーに向けて放ほうった。

「もう、シローちゃんのイ・ケ・ズ！」

　社長は腰こしを振ふりながら、イヤイヤのポーズを取る。

「……よしましょうよ、社長。それ、マジで恐こわいです」

　と、言ったのは、士郎からペットボトルを受け取った、可か愛わいらしい少年。

　柔やわらかい髪かみとクリクリとした瞳ひとみが、まるで女の子のようだ。

　主しゆ婦ふ殺ごろしの異い名みようを持つ、水みず谷たに宏こう太たである。

「もう、冗じよう談だんよ、冗談！　コータちゃん、本気にした？」

　社長は、青ざめる美少年にウインクすると、アンコールのメドレーでギターソロを披ひ露ろうした少年の方を振り返った。

「ところで……」

「んっ？」

　普ふ段だん着ぎに着き替がえ、ギブソンのギターをソフトケースに収おさめていた少年は顔を上げた。

　はっきりとした眉まゆと、すっと通った鼻はな筋すじ。

　優やさしさと精せい悍かんさ、そして淋さびしさの同どう居きよする瞳。

　亨とはまた違ちがったタイプの美しさがある面おも立だちである。

　短い茶色の髪をツンツンと立ててはいるが、不ふ良りようじみた感じはまったくない。

　ジーンズに黒のＴシャツ、それにジャケットと、私し服ふくもいたって渋しぶくて地じ味みである。

　この少年こそ、音楽的な才さい能のうに関しては超ちよう一いち流りゆう、と評ひよう論ろん家かも太たい鼓こ判ばんを押おし、一部ファンに熱ねつ狂きよう的てきな人気のある大だい地ち一いつ心しんだった。

「イッシンちゃん、良かったわよ、今日のギターソロ！　もっ、最っ高っ！」

　社長は絶ぜつ賛さんした。

「……まあね」

　一心は平へい然ぜんと言い放はなった。

「そこいらの化け粧しよう臭くさい、格かつ好こうだけのロックバンドよりはマシってところだな。例たとえばあんな……」

「あわわわっ！」

　具ぐ体たい的てきなバンド名を挙あげようとした一心の口を社長は慌あわててふさぎ、キョロキョロとあたりを見み渡わたした。

「もう、どこで誰だれが聞いてるか分わかんないんだから～！　うちは弱じやく小しようプロなの！　お願い、たまには自じ重ちようしてよ～！」

「へえ、じゃあ社長はド下へ手ただって思わないんだ。あのキツネザルより不ぶ器き用ような……」

「ひええええっ！」

　社長は一心の声をかき消すように、手足をバタバタと振り回す。

「それとも、あんな連れん中ちゆうをプロデュースするヤツが悪いのかな？　結けつ局きよくは儲もうけたいだけで才能なんか信じちゃいないくせに、あの元ナントカだっていうスケベ……」

「……あたし、死ぬから」

　とうとう社長は白しろ目めを剝むいた。

「……相あい変かわらず容よう赦しやないな、お前」

　亨が髪かみを搔かき上げながら頭を振る。

「そうか？」

　一心は、ジーンズのベルトにブラックモア型のピックを挟はさみ込んだ。

　本人に悪あし様ざまに貶けなしている気はない。

　心に思っていることをそのまま口に出しただけなのだから、余よ計けいに質たちが悪いとも言える。

　一心の毒どく舌ぜつを隠かくすために、社長は何度、冷ひや汗あせを流したか数えきれない。

　ついこの間も、芸げい能のう界かいの御ご意い見けん番ばんと呼ばれる元大スターを指ゆびさして、

「社長！　あいつだろ、素人しろうとのくだんない相そう談だんごとに、威い張ばりクサってつまんない説せつ教きようするオカマって!?」

　と、大声を上げ、周しゆう囲いの人間を凍こおらせたことがあったばかりだ。

（口の悪ささえなければ、この子、大ブレイクは必ひつ至しなのに～）

　社長は胸むねのうちでため息をつくと、気を取り直して宏太たちを振り返る。

「それはそうと、今日はこの後、パアーッとやりましょうね！　場所はもう用意してあるから！」

「アルコールと女の子は抜ぬきよ」

　そう付け加えたのは、戸と口ぐちに寄より掛かかって立っていたサングラスの女性。

「あんたたちのマネージャーとしては、芸げい能のう記き者しやに嗅かぎつけられるようなことをさせる気はないの。……ったく、社長がマスコミに鈍どん感かんなもんで、こっちの苦く労ろうが絶たえないわ」

　冷たい声で女に釘くぎを刺さされ、社長はショボンとなる。

　その時……。

「……わりい、社長、マネージャー。俺おれ、今夜はパス」

　一心が右手を上げた。

「何よ、つれないわね～。……どうかしたの？」

　社長は唇くちびるを尖とがらす。

「明日あした……、学校行かなきゃなんないんだよ」

「あら、出しゆつ席せき日数、もうヤバいの？」

「じゃないんだけど……な」

　大地一心は言葉を濁にごした。

「じゃ、じゃあ、イッシン先せん輩ぱい～、一いつ緒しよに登とう校こうしましょうよ！」

　そう目を輝かがやかせたのは宏太である。

「そういや、お前ら、同じ学校だったよな？」

　亨が二人の顔を見み比くらべた。

「あのな、俺は高こう等とう部ぶで、こいつは中ちゆう等とう部ぶ。校こう舎しやも別だ。……コータ、学校の外では先輩って呼よぶなっていったろ？」

　宏太からペットボトルを渡された一心は、肩をすくめる。

「ねえ～、一緒に行こうよ～」

　玩具おもちやをねだる子供のように、一心の腕うでにぶら下がる宏太。

「そんな気分じゃないんだ、ごめんな」

　一心は、宏太の頭をポンと叩たたく。

「う～」

　宏太は瞳ひとみをウルウルさせた。

　その様よう子すを見て、士郎とマネージャーが視し線せんを交かわす。

　舌ぜつ鋒ぼう鋭するどい一心も、宏太には結けつ構こう甘あまい。

　普ふ段だんなら、やれやれと言いながらも、付き合ってやるところだ。

　それが、今日はそうしなかった。

　どうもこの数日、一心は心ここにあらずという感じなのだ。

　マネージャーと士郎の目は、何かおかしいと語かたり合っていた。

　二人とも、一心とはデビュー以来三年の長い付き合いである。

　一心が何かを隠かくしていることぐらい、二人にはすぐに分わかるのだ。

「……朝、出る時に電話入れて。学校まで送るから」

　マネージャーは言った。

「いいって。ひとりで行く」

「そうはいかないわよ。午後のダンス・レッスンは免めん除じよしてあげるとしても、七時からは番組の収しゆう録ろくがあるんですからね」

「イッシンちゃん、時間にルーズなんだから」

　社長がメッとおどけたように少年をにらむ。

「時間は守るって……たぶん」

　一心はそう言ってから、少し考え込んだ。

　レギュラー出しゆつ演えんしているバラエティー番組『Ｓ＆Ｓ　世せ界かい征せい服ふく！』に、遅ち刻こくしたら罰ばつゲームをする、というコーナーがある。

　現げん在ざい、一心はそのコーナーで、十八連れん敗ぱい中ちゆうだった。

　そのおかげで、前々回のスペシャルではゲテもの料りよう理りのフルコースを食わされ、前回は陸りく上じよう自じ衛えい隊たいに体たい験けん入にゆう隊たいするハメになったのだ。

　次は、女じよ装そうしてゲイバーに侵しん入にゆうとか、女子プロレス一日入にゆう門もん、という噂うわさもある。

「……わりい、マネージャー、やっぱ頼たのむわ」

「よろしい」

　マネージャーは初めて笑えみを見せた。

「じゃ、お先」

　一心は空からになったペットボトルを床ゆかに置いて、ポーンとごみ箱ばこに蹴けり込むと、廊ろう下かに飛とび出してゆく。

「……と、待ちなさいよ、ここからどうやって帰るつもり！　まだ外はファンの子でいっぱいじゃない！」

　マネージャーは慌あわてて一心を追おいかけていった。




「……あの一心が学校だって、マジかよ？」

　亨とおるは、一心が飛び出していった扉とびらを見つめたまま、つぶやく。

「実じつはヤバいことに関かかわってたりしてな？」

「トオルちゃん、それ、笑えないわよ」

　社長は身をブルルと震ふるわせた。

「でなきゃ、好きな女でもできたか？」

「ううっ、それも困こまるわね」

「なあに、本当にマズい状じよう況きようになったなら、俺おれたちに言いますよ」

　パソコンの電でん源げんを切った士郎が、笑みを浮うかべる。

「あいつはそういう奴やつです。信用しましょう、イッシンを」

「でも……、一いつ緒しよに登校したかったな～」

　宏太は残ざん念ねんそうにつぶやいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




（誰だれか、助けて！）

　少女が目を覚さましてからすでに一時間は経けい過かしていた。

　声が出ない。

　何も見えず、身み動うごきも取れない。

　高校の制せい服ふくは、いつの間まにか剝はぎ取とられていた。

　椅い子すの背せもたれと素す肌はだの背せ中なかが、汗あせでべったりと張はりついている。

　手足は何かで拘こう束そくされ、口には革かわ製せいの猿さるぐつわのようなものがはめられていた。

　目を覆おおっているのは、どうやら制服のスカーフのようだ。

（お願い、助けて……）

　涙なみだが、頰ほおと猿ぐつわのわずかな隙すき間まを伝つたって、首から胸むねの谷たに間まへと落ちる。

　このまま、永えい劫ごうの時が流れてゆくようだった。

　絶ぜつ望ぼうが、少女の心を支し配はいする。

　だが、やがて……。

　ガチャリ。

　扉とびらの開く音がした。

　続いて、床ゆかを打つ踵かかとの音。

　一いつ瞬しゆん、安あん堵どする少女。

　しかし、すぐにそれは大きな不ふ安あんに取って代かわられた。

（……誰……なの？）

　足音は、ゆっくりと近づいてくる。

　無む言ごんのまま、背はい後ごに立つ気け配はい。

　ビクンッ！

　少女は身体からだを震ふるわせた。

　冷たい手が、後こう頭とう部ぶに触ふれたのだ。

　その指先が結むすび目を解ほどき、スカーフがはらりと膝ひざの上に落ちる。

（……ここは？）

　目め隠かくしを取られても、状況に大きな変へん化かはなかった。

　部へ屋やは暗く、頭もほとんど動かせない。

　当とう然ぜん、自分の後ろに立つ人物の姿すがたを、振ふり返って見ることもできない。

（誰なの!?　いやっ！）

　少女は叫さけんだが、猿さるぐつわ越ごしでは小さな呻うめき声が漏もれるだけだ。

　そして……。

（うっ！）

　突とつ然ぜん、目の前に白い光が現あらわれた。

　暗くら闇やみに慣なれてしまっていたため、目がチカチカする。

（テレビの……モニター？）

　その長ちよう方ほう形けいの白い光の正しよう体たいを理り解かいするのに、多少の時間がかかった。

　何も映うつっていない、ワイドサイズの画が面めん。

　少女は恐おそろしくなりギュッと目を閉とじる。

　その時。

「しっかり見てほしいな。君きみだけのための試し写しやなんだから」

　からかうような声。

　口く調ちようからすると、若い男かも知れない。

　だが、確かく信しんはなかった。

　声は何かの機き械かいを通して、加か工こうされていたのだ。

「さあ、見るんだ」

　穏おだやかだが反はん抗こうを許ゆるさない声に、少女は恐る恐る目を開く。

（……！）

　モニターを見て、少女は戦せん慄りつした。

　そこにはもうひとり、自分とは別の少女の映えい像ぞうが映し出されていたのだ。

　モニターの少女の年ねん齢れいは、自分よりもちょっと若い。

　中学生ぐらいだろうか？

　今の自分と同じように、下した着ぎ姿すがたで椅い子すに拘こう束そくされている。

　手足の自由を奪うばっているのは、鎖くさりと革かわの拘束具。

　少女が今までに見たことのないような、禍まが々まがしい品だ。

　猿ぐつわも同どう様よう。

　全体的にサディスティックな様よう相そうを醸かもし出している。

（わたしも……同じ格かつ好こうで？）

　自分の姿が見えない少女は漠ばく然ぜんと思いつつ、画面を凝ぎよう視しする。

　今、モニターの中の少女の前に、ひとりの男が立った。

　全身を黒い衣い裳しように包つつみ、その上、後ろ姿なのでまったく特とく徴ちようは分わからない。
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　もしかすると、女性かも知れない。

　だが、その手に握にぎられているのは、アウトドア用の大型ナイフ。

　モニターの中で、幼おさなさの抜ぬけない少女の顔が、恐きよう怖ふに歪ゆがむ。

　黒くろ装しよう束ぞくの人物は少女に近づくと、無む造ぞう作さにナイフを蒼あおざめた頰ほおに当てた。

　震ふるえる少女。

「うぐっ！」

　かすかに漏もれる、モニターの中の少女の声。

　黒装束は何の前まえ置おきもなく、大きく見開かれた少女の左の眼がん球きゆうに冷たい刃先を突つき立てた。

　透とう明めいな液えき体たいと混まじりながら、鮮せん血けつが流れだす。

　モニターを見つめていた少女の方は、自分の見たものが信じられなかった。

（本物の訳わけないっ！　特とく撮さつよ！）

　だが、映像が始まってから、一度もカメラは切り替かわっていない。

　拘束されて、もがいている少女が、人にん形ぎようとすり替わる余よ地ちはなかった。

（夢なら……覚さめて……）

　黒装束の儀ぎ式しきめいた作さ業ぎようは続いた。

　次は両手の指。

　その次は、胸と太もも。

　少女は鮮血に染そまってゆく。

　モニターの外の少女は、胃い袋ぶくろから熱いものが込こみ上げてくる感かん覚かくを必ひつ死しで堪こらえる。

　正せい視しに堪たえない光こう景けい。

　これだけ切り刻きざまれても、まだモニターの少女は生きていた。

　黒装束は、慎しん重ちように動どう脈みやくを傷きずつけることを避さけているのだ。

　華きや奢しやで美しかった少女の身体からだは、もはや細こまかく痙けい攣れんするだけの肉にく塊かいと化していた。

　ここまできて、黒装束は少女の猿さるぐつわに手をかけた。

　革製の猿ぐつわが、血ち溜だまりの上に落ちる。

　しかし、グッタリとうなだれた少女の口からは、悲ひ鳴めいが漏れることはなかった。

　黒装束は、少女の頭を引き上げると、半なかば開いたその口にナイフをこじ入れた。

（……！）

　もう耐たえきれなかった。

　モニターを見つめていた少女は目を閉じた。

　この映像が、自分の数分後の姿であることは間ま違ちがいない。

　そして、救すくいの手が現われる期き待たいは万にひとつもなかった。

「最後まで見なかったね。悪い子だ」

　今まで自分の後ろに立っていた人物が、前に出た。

　モニターの中とまったく同じ黒装束。

　手には同じく、大型のナイフ。

　黒装束は少女の猿ぐつわを外はずした。

「声を出してもいいよ。どうせ外には漏れない仕し組くみだ」

「どうしてっ！　どうしてこんなことするのっ！」

「……いい声だ」

　プツッ！

　少女は、自分の胸の膨ふくらみにナイフの先せん端たんが食い込む音を聞いた。










　第一章　告こく白はく




「……本当だって、生せい活かつ指し導どうの牧まき岡おかが電話してたの、直ちよく接せつ聞いたんだから」

「それ、プチじゃなくてマジの家いえ出でなの？」

「失しつ踪そう届とどけ、出てるんだって」

「二年？」

「六組。でね……」

　心ここ地ちよい微睡まどろみの中にいた女郎花おみなえし茜あかねの耳に入ってきたのは、クラスの女の子のそんなつまらない噂うわさ話だった。

　どうやら二年の誰だれかが駈かけ落ちしたとか、家出したとか、そんな話らしい。

　別の方ほう向こうからは……。

「菊きく地ちさん、もう帰ったの？」

「え～と……、そうみたい。普ふ段だんからいるんだかいないんだか分わかんない子だけど」

「言えてる。印いん象しよう薄うすいよね、あの子」

「頭いいんだろうけど、あたし、あんまし好きじゃないなあ」

　と、こちらは別の噂話。

（ったく、授じゆ業ぎよう中ちゆうだってのに、うるさいったら……）

　茜は渋しぶ々しぶながら薄うす目めを開ける。

　すると、右みぎ隣どなりの席にいつも突つっ伏ぷしているはずの近こん藤どうの姿すがたがない。

　いつも茜より早く眠ねむりこけ、授業が終わるまで絶ぜつ対たいに目を覚さまさない野球部員の近藤が、定てい位い置ちから消えているのだ。

（あれ、近藤のやつ？……えっ!?）

「んにゃにゃっ!?」

　茜は踏ふんづけられた猫ねこのような奇き声せいとともにガバッと頭を起こすと、あたりを見み渡わたした。

（あっちゃあ～っ！　やっぱもう授業、終わってるよ～っ！）

　授業どころか、学がつ活かつさえも終わっていた。

　ほとんどの生せい徒とは教室から消きえている。

　すでに教室を飛び出して、部活やバイトに向かっているのだ。

「お早はよう」

　後ろの席の矢や代しろ夏なつ紀きが、呆あきれた様よう子すで声をかけた。

　百七十の長身に、締しまった腰こしと長い脚あし。

　肩かたまでよりやや長い真まっ直すぐな髪かみと、柔やわらかい印いん象しようの顔の輪りん郭かく。

　魅み惑わく的てきな瞳ひとみに、ちょっぴり校こう則そく違い反はんの淡あわい色の口くち紅べにを塗ぬった唇くちびる。

　茜と同じ制せい服ふくを着てるのに、夏紀はまるでファッション誌しのモデルのように見える。

　実じつ際さい、夏紀は小学校以い来らい、繁はん華か街がいでスカウトに声をかけられること数百回という輝かがやかしい記き録ろくの持ち主。

　対する茜は、駅前のティッシュ配くばりにさえ無む視しされることもしょっちゅうだった。

　生まれついての容よう姿しの違ちがい、と言ってしまえばそれまでだが……。

「寝ねるのはいいけどさ、授業中の高イビキはやめてよね、高イビキは」

「げっ……、聞こえてた？」

　茜はヨダレのあとを擦こすりながら、椅い子すを後ろに向けた。

　六限というだけでも眠いのに、世界史は茜にとって大の苦にが手て科か目もくだった。

　特に東洋史に入ってからは、最後まで起きていられた例ためしがない。

　司し馬ば遷せんやら、越えつ南なんやら、北ほく宋そうやら、人じん名めいや地名が漢かん字じになるとまるでお手上げなのだ。

　たとえ読めても、書けやしない。

「聞こえた聞こえた。たなっちゃん、ずっとあんたの横に立って授業してたんだよ。顔、ピクピク引きつらせてさ」

　と、夏紀。

「噓うそっ！」

「補ほ習しゆう確かく定ていだね」

　夏紀は、心しん底そこ楽しそうな笑え顔がおを見せる。

「これで幾いくつ目だっけ？」

「止やめて～！　これ以上補習が入ったら、夏休み、なくなっちゃうよ～っ！」

　茜は耳を覆おおって、夏紀の机つくえに突つっ伏ぷした。

　だが、その時……。

「アカネ」

　茜の背はい後ごで声がした。

「ふえっ？」

　間ま抜ぬけな声を出して、振ふり返る茜。

「お前、アカネって言うんだよな？」

「わっ！」

　茜は椅子から飛とび上がった。

　振り返ると、そこに立っていたのは、短い髪かみをライトブラウンに染そめた少年。

　手足は長く、顔も茜よりも小さいくらいでスタイルがいい。

　ジャケットの袖そでは肘ひじの高さまで折おり上げ、シャツのボタンは上から三つまで外はずしているが、ごく自し然ぜんな感じで、半はん端ぱなワルが意い気きがってるような感じはなかった。

「だ、だ、だ、だ、だ、大だい地ちくん!?」

　茜はクラスメートの姿を見て、舌したをもつれさせた。

　ＣＤランキング・トップテンの常じよう連れんで、夜の八時台にレギュラー番組を持つ超ちよう人にん気きアイドル・グループ《ソーズ＆ソーサリー》。

　そのリードギターとボーカル担たん当とうであり、多た忙ぼうで滅めつ多たにクラスに顔を出すことのない、あの大地一いつ心しん。

　それが今、やや前かがみの姿し勢せいで、澄すんだ瞳ひとみを茜に向けているのだ。

「い、いつ学校に？」

　茜はやっとのことで、言こと葉ばを頭の中で組み立てて尋たずねた。

　確たしか今日も、一心はバラエティー番組の収しゆう録ろくで休みのはずだった。




「あいつ、今日は彩あや乃の二ふ美み花かちゃんと共きよう演えんかあ～。くぅ～、うらやましい！」

　今け朝さの学がつ活かつで、そう担たん任にんがぼやいていたのを聞いた、かすかな記き憶おくがある。

　実じつ際さい、世界史の授業が始まった時も、教室に一心の姿すがたはなかった。

　……ような気がしたが、眠ねむかったので定さだかではない。




「……お前が爆ばく睡すいしてる間」

　一心はあっさりと答えた。

　本当は朝から来るつもりだったのに、寝ね坊ぼうして起きたのは午ご後ごだった、なんてことは間ま違ちがってもバラさない。

「ぐっ……」

　茜は言葉につまった。

「たなっちゃん、すっごい顔してたよね。イッシン、六限も半分終わってから遅ち刻こくしてくるんだもの」

　夏紀がクスクスと笑う。

　一年二組の中でも、アイドルの大地一心とくだけた調ちよう子しで話せるのは、生せい徒と会かい副ふく委い員いん長ちようであるこの矢代夏紀くらいのものだ。

「授業の邪じや魔まはしてないし、あいつの試し験けん、落としたことないぜ。文もん句くを言われる筋すじ合あいじゃないだろ」

　一心はとぼけて見せる。

「十じゆう分ぶん筋合いよ」

　夏紀は白い目でにらむが、もちろん、本気で怒おこっている訳わけではない。

「例たとえば……ほら」

　夏紀は視し線せんで周しゆう囲いを示しめした。

「……？」

　一心は自分たちを囲かこむ異い様ような雰ふん囲い気きに、この時初めて気がついた。

　いつの間にか、三人の周囲を大おお勢ぜいの女の子たちが遠とお巻まきにしていたのだ。

　このクラスの子だけではない。

　他ほかのクラスや学年からも、一心の久ひさしぶりの登とう校こうの噂うわさを聞いて、集まってきている。

　ついでに、暇ひまな男どもや教きよう師し連れん中ちゆうまでが、興きよう味み津しん々しんの顔で三人を見つめていた。

　さすがは人気アイドルといったところだろうか。

「で、何の用なの、この平へい均きん女おんなに？」

　夏紀は咳せき払ばらいをすると、茜の頭を手のひらで挟はさみ、ぐいっと一心の方に向けた。

　ゴキッという妙みような音がして、一いつ瞬しゆん、茜は白しろ目めを剝むき、川の向こうでおいでおいでをしているひいお婆ばあちゃんの姿すがたを見た。

「平均女？」

　そんな茜の様よう子すには構かまわず、一心は夏紀に目を向ける。

「知らないの？　茜って中学時代から全国模も試しで全科目平均点を取り続けてる、超ちよう平均女なのよ。おまけにスリーサイズまで、全国統とう計けいの平均とピッタ……」

「わ、わ、わーっ！　黙だまれ、夏紀！」

　茜は大おお慌あわてで親しん友ゆうの口をふさごうとした。

　夏紀は、気にすることはない、というが、数すう値ち化かされた凡ぼん庸ようさは、茜にとって大きなコンプレックスだったのだ。

　成せい績せき表ひようをもらう度たび、風ふ呂ろ上あがりに鏡かがみの前に立つ度、漏もれるのは重いため息。

　それでも、それほど深しん刻こくにならないで生きていられるのは、夏紀でさえ時々羨うらやましくなるほどの、天てん性せいの明るさ、いや、能のう天てん気きさのお陰かげである。

　ただ、茜にとっての不ふ幸こうは、この能天気さが決して数値では表わせないことだった。

　しかし……。

「へえ」

　一心はあまり関かん心しんがなさそうだった。

「……まあいいや、アカネ」

　一心は屈かがみ込んで茜に顔を近づけた。

「俺おれと付き合ってくれ」

「………………………………………………………………………はあっ？」

　丸々三十秒、茜は反はん応のうできなかった。

　周囲の連中も、液えき体たい窒ちつ素その中に浸つけられたように凍こおり付いている。

　それから……。

　茜の顔がカアーッと真まっ赤かになった。

　同どう時じに、オオッという男どもの声と、キャアーッという女子の悲ひ鳴めいが教室を揺ゆるがす。

「何な故ぜだ！」

「噓うそよ！」

「一心クン、大だい胆たんっ！」

「どうしてあんな子にぃぃぃぃぃぃっ！」

「分わっかんないもんだなあ！」

「信じらんねえっ！」

「一心、早まるな！」

「せ、先生は君をそういう風ふうに教育した覚おぼえはないぞ！」

「許ゆるせないっ！　許せないわ、アカネエエエエエッ！」

「の、呪のろってやるう～！」

　声の半分は、一心の正しよう気きを疑うたがうもの。

　残りの半分は、茜に向けられた非ひ難なん。

　当とう然ぜん、後こう者しやはほとんどが女の子だ。

　数人、男子が混まじっているのが、ちょっと恐こわい。

　だが、当の茜は……。

「あた、あた、あた、あた、あた、あた、あた……」

　一心を見上げたまま、アゴをカクカクと動かしていた。

「おやおや、典てん型けい的てきな少女コミック的反はん応のう」

　夏紀が面おも白しろそうにのぞき込む。

「で、本気なの、一心？」

　夏紀は振ふり返った。

「本気も何も……」

　ちょっと不ふ貞て腐くされた表情で頭を搔かく一心。

「アカネがいいならの話だろ」

「……いいのね、アカネ？」

　夏紀が念ねん押おししても、茜はカクカクと首を動かし続けるのみ。

「よし！　承しよう諾だくと受け取った！　じゃあ……」

　夏紀は立ち上がった。

「ギャラリーは解かい散さん！　ほら、帰った帰った！　十数えるうちにここを出ないと、強きよう制せい的てきに生徒会の書しよ記きに任にん命めいするわよ！」

　生徒会における影かげの支し配はい者しやと言われる副委員長の強きよう権けん発はつ動どうに、生徒たちは蜘く蛛もの子を散ちらすように消えた。

　ほんの五秒ほどの間に、全員がきれいに三人の周囲からいなくなった。

「……ちょっと、ムカつくわね」

　夏紀は眉み間けんに縦たてじわを寄よせた。

「……みんな、そんなに嫌いやなのか、生徒会？」

　一心はガランとした教室を見渡した。

「試ためしにイッシン、やってみる？」

「死んでも嫌だ」

「そゆこと」

　夏紀はペチペチと茜の頰ほおを叩たたいた。

「ほら、正しよう気きに戻もどって！　ここは、この面めん倒どう見みのいい夏紀さんが防ぼう波は堤ていになってあげるから、二人は早く帰んなさい」
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　夏紀がブロックしている間に学がく園えんを脱だつ出しゆつした茜と一心は、裏うら手てに停とめてあったバンに乗り込んだ。

　ようやくそこで、茜は一心とまともに話をすることができたのだが……。




「でええええええええええええええっ!?」

　一心の口から出た言葉に、茜はすっとんきょうな声を上げた。

「……だから、俺、阿あ佐さケが谷やって道、分わかんないんだって。それに、うちの貧びん乏ぼうプロの車って、ヵーナビ積つんでないしな」

　バンの後こう部ぶ座ざ席せきに座すわり、一心は普ふ段だん着ぎに着き替がえはじめた。

　ギターやドラマの台だい本ほんが投げ出されたシートの上に制服を投げ出して、平へい然ぜんと上半身裸はだかになる一心。

　贅ぜい肉にくのない、きれいな身体からだだ。

　ちょっとばかり、茜は目のやり場ばに困こまる。

「で、夏紀からお前がその近所って聞いたから、今日案あん内ないしてもらおうと……」

　一心はベルトを外はずしながら続けた。

「そういう意い味みの……付き合って？」

　緊きん張ちようしまくってシートに座っていた茜は脱だつ力りよくした。

　バンに連つれ込まれた瞬しゆん間かんから、

（あんなことされたら、こんなことされたらどうしよう？）

　なんていう妄もう想そうが頭の中で膨ふくらんでいたのが、シュポンと音を立てて萎しぼんでいった。

「他ほかにどういう意味があるんだよ？」

　まったく悪わる気ぎのない顔で、茜を見る一心。

「……ないわね……ないわよ……ある訳わけない……ど、どうせないんだから！」

　茜は、学生カバンを握にぎる手をプルプルと震ふるわせた。

　大だい体たい、女性の前で下した着ぎ一枚になって着替えるという、その神しん経けいが許ゆるせない。

　この瞬しゆん間かんから、一心は茜の頭ず脳のうの中で、〝顔はいいけど、性せい格かく最さい悪あく〟のカテゴリーに分ぶん類るいされた。

「イッシン、また紛まぎらわしい言い方したんじゃないの、それもわざと？」

　運うん転てん席せきから眼鏡めがねの女性が、一心に咎とがめるような声を投げかける。

「それより、時間厳げん守しゆよ。あと三時間でスタジオ入りなんだから」

「わあってるって！」

　一心は着替え終わると、クーラーボックスから缶かんコーヒーを取り出し、ポイと茜に放ほうった。

「飲のめよ、暑あつかったろ？」

「う、うん」

　茜の中で、一心は〝顔はいいけど、性格はちょっと問題〟に一いつ挙きよに３ランクアップした。

「……あの？」

　缶コーヒーに口を付けながら、茜は運転する女性に尋たずねた。

「あなたは大地くんの？」

「マネージャー」

　女は簡かん潔けつに答える。

「イッシンだけじゃなく、Ｓ＆Ｓ全体のね。まあ、保ほ母ぼさんみたいなものよ」

「よく言うよな」

　一心は頭の後ろに腕うでを組くんで、そのままバタンと背せもたれに寄より掛かかる。

「ダブル・ブッキング多た数すう、免めん停てい寸すん前ぜん、方ほう向こう音おん痴ち、英えい会かい話わ不ふ可か、金きん銭せん感かん覚かくゼロ、性格傲ごう慢まんのサディスト。マネージャーにならないために生まれてきたような女のくせに」

「文もん句くならオカマ社長にお言い、この遅ち刻こく魔まのマセガキが！　こっちだってね、素す直なおな巨きよ乳にゆうグラビアアイドルでも担たん当とうしたかったわよ！」

　マネージャーはバンのスピードを上げた。




　バンは四時少し前に、阿佐ケ谷駅えき近くの住じゆう宅たく街がいに入った。

　一いつ見けん、整せい然ぜんと住宅が並ならんでいるように見えるこの辺あたりだが、実じつ際さいは区く役やく所しよあたりを中心に放ほう射しや線せん状じように道が延のびているため、非ひ常じように分かりにくい。

　一心でなくても、初めてここを訪おとずれる者は道に迷まよいがちだ。

「どっち？」

　時と計けいをチラチラ見ながら、乱らん暴ぼうな口く調ちようでマネージャーは尋ねる。

「住じゆう所しよは……ここいらなんだけどな。ったく、どこのどいつだよ、ここの都と市し計けい画かく作ったアホ役人は？」

　窓まどの外の特とく徴ちようのない家いえ並なみに眉まゆをひそめた一心は、茜に一枚の紙を見せた。

「ど、どれ……？」

　一心が身を寄せてきたので、緊きん張ちようのあまり、全身はぎこちなく突つっ張ぱり、頰ほおの筋きん肉にくがピクピクと震ふるえる。

　バレンタインデーの告こく白はく作さく戦せん、現げん在ざい十一年連れん続ぞく玉ぎよく砕さい中ちゆうの茜である。

　こういう状じよう況きようにあまり、というか全ぜんっ然ぜん、免めん疫えきがない。

　だが、メモ用よう紙しに走り書きされた住所を目にすると、その口から驚おどろきの声が漏もれた。

「ええっ！　ここなの!?」

「知ってるの？」

　と、マネージャー。

「……あたしんちの隣となり」

「あらあら、世せ間けんは狭せまいこと」

「でも、ここって……」

　茜は語ご尾びを濁にごす。

「何か悪い噂うわさでも？」

「……ここ、不ぶ気き味みな洋よう館かんで、昔むかしっから呼ばれてるんです。屍し桜ざくら屋や敷しきって」

　小学校の時に聞いた噂によると、ここに住んでいた社長一家がバブル崩ほう壊かいで財ざい産さんを無なくし、家族四人全員が庭の桜で首をくくって死んだことからそう呼よばれ始めたらしい。

　確たしかに、四人がぶらさがっても大だい丈じよう夫ぶそうな桜の木が、屋敷の庭にわにはある。

　その奇き妙みように捻ねじくれた恐おそろしげな桜がまた、隣となりの茜の家の彼女の部へ屋やからよく見えるのだ。

　心しん中じゆう事じ件けん以い降こう、しばらくは空あき家やだった屍桜屋敷に新しい住人が入ったのが三年前。

　だが、茜は新しい住人の姿すがたを見たことがない。

　夜になっても窓まどから明かりが漏もれることは滅めつ多たになく、表ひよう札さつから辛かろうじて住人の名みよう字じが巽たつみであることが分かるだけだ。

「……大地くん、巽さんのこと、知ってるの？」

　茜はちょっとした好こう奇き心しんから尋たずねてみる。

　だが、巽の名を聞いた途と端たん、一心の表情がすこしばかり変わった。

　Ｓ＆Ｓのビデオクリップで見るクールな印いん象しようや、時とき々どき学校に来た時に見せるリラックスした様よう子すとも違ちがう、何か苦にがい思い出を嚙かみ締しめているような色が顔によぎる。

「お前には関係ないだろ」

　少し間を置おいて一心は答えた。

　これには、茜もカチンとくる。

「か、関係ない、はないでしょ？　ひとに案あん内ない頼たのんどいて！」

「うんうん、一いち理りある」

　運うん転てん席せきでうなずくマネージャー。

「ですよね～。あっ、そこ、左です」

　茜は行きつけのコンビニを見つけ、道を指し示じする。

　その道に入ると、屋敷はすぐに見えてきた。

「そこです」

「みたいね」

　マネージャーは車を停とめた。

「……ここか」

　一心はバンを降おり、屋敷の門の前に立つ。

　それは高い煉れん瓦がの壁かべに囲かこまれた、鋭えい角かく的てきなシルエットの屋や根ねの屋敷だった。

「珍めずらしい、今日は開いてる……」

　一心に続いて車から降りた茜は、錆さびのふき出た鋼こう鉄てつ製せいの門を見てつぶやく。

　普ふ段だんはしっかりと閉とじられている門が、今日に限かぎってほんのわずかだが開いていた。

　そこからチラリとのぞいてみると、確かにかなり広い前庭があり、捻ねじ曲がった桜の木も見える。

　この庭だけでも、隣にある女郎花おみなえし家けの二倍の面めん積せきはありそうだ。

　ただ、芝しば生ふも庭にわ木きもほとんど手入れされていないようで、鬱うつ蒼そうとした雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。桜の木の陰かげにある池は藻もに覆おおわれ、枯かれかけた蔦つたが家の壁のところどころに張はりついている。

　こうしてじっくりと観かん察さつするのは初めてだが、かなり不ぶ気き味みである。

（な、なんか見ちゃいけないものを見たって感じ……）

　茜はゴクリと唾つばを吞のみ込んだ。

　一階部分の窓まどに頑がん丈じようそうな鉄てつ格ごう子しがはめてあるのが、茜の不安をさらに搔かき立てる。

（このまま帰った方がいいよね？　うん、そうしよ）

　と、一心を振ふり返る茜。

「ねえ、大地くん。……て、あら？」

　一心はそんな茜の横を擦すり抜け、門もん扉ぴの隙すき間まから庭に入ってゆく。

「……ちょっと！　他人の家に！」

　と、一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよの後、あとを追う茜。

「一時間半」

　時計を見ながら、バンに寄より掛かかったマネージャーが告つげる。

「それで出てくるのよ」

「わあってるって」

　一心は振り返りもせずに、そのまま庭を突つっ切きって玄げん関かんに向かった。

「ま、待ってよ！」

　茜は一心に追いつくと、その腕うでを引ひっ張ぱった。

「駄だ目めだよ、勝かつ手てに入っちゃ！」

「訴うつたえられりゃしないさ」

　一心は気にせず小道を進み、玄関に達たつすると、インターフォンのボタンを押す。

（ちゃんと、こういうのあるんだ）

　ほっとする茜。

　こんな家には、真しん鍮ちゆうでできた悪あく魔まの顔のノッカーでもついてるものだと何となく思っていたが、これだけ広いとやはりインターフォンの方が実じつ用よう的てきだ。

「……ハイ？」

　声が答えた。

　女の声。

　それも随ずい分ぶんと若く、少し妙みようなアクセントがある。

　その声に、一心はちょっと戸と惑まどったような表情を見せる。

「巽たつみ……旭あきらさんのお宅たくですね？」

　随ずい分ぶんと言こと葉ばを選んだ様よう子すで、一心は尋たずねた。

「……はい」

　慎しん重ちように声が答える。

「いらっしゃいますか？　俺おれ、一心って言います」

「アキラは旅りよ行こう中ちゆうです」

　声はそっけなく告げた。

　回かい線せんの切れる音。

　それっきりインターフォンは答えない。

　一心は、もう一度ボタンを押した。

「アキラはいません」

　ちょっとイライラしたような声。

「……じゃあ、玲れいは？　兄あに貴きはいないか？」

　一心は切られる前に急いで尋ねた。

「兄貴？」

「アニ……キ？」

　茜とインターフォンが、ほぼ同時に声を上げる。

「お兄にいさんって？」

　茜は一心の顔を見た。

「……巽玲は俺の兄貴、旭は俺のくそったれ親おや父じだ」

　一心は茜から目を逸そらし、ボソリと告げる。

「ぜっったい、誰だれにも言うなよ」

「う、うん」

（よく分わからないけど……事じ情じようがありそう）

　茜はうなずいた。

　そして……。

　ガチャリ。

　扉とびらが開いた。

「……と、あのさ？」

　扉を開けた人じん物ぶつを見た途と端たん、一心の瞳ひとみに困こん惑わくの色が宿やどった。

「入って」

　そう言ったのは、金きん髪ぱつ碧へき眼がん、思わず同どう性せいの茜まで溜ため息いきを漏もらしそうなくらいの美少女だった。

　十一、二歳だろうか。

　年に似に合あわぬ黒のタイトスカートに、ノースリーブのサマーセーター。

　人にん形ぎようのような可か憐れんさである。

　年ねん令れい相そう応おうの服ふく装そうに着き替がえさえすれば、まるで不ふ思し議ぎの国のアリスだ。

「レイが待ってる」

　金髪の少女はそっけなく告げると、そのまま玄げん関かんの広ひろ間まから右手の廊ろう下かに向かって歩いてゆく。

「……どうしたの？　レイに会わないの？」

　玄関で躊ちゆう躇ちよする二人を、少女は振り返ってにらむ。

「……あ、ああ」

　何だか調ちよう子しが狂くるったような表情を浮うかべたまま、一心は少女に続いた。

　このまま帰るのも何だからと、仕し方かたなしに茜もついてゆく。

　屋や敷しきの内ない部ぶは昼間だというのにかなり薄うす暗ぐらい。

（この廊下の左右に六つ、突つき当たりにひとつ。左の廊下も同じと考えて、一階に計十四部へ屋や。二階も同じだと、全部で……二十八部屋！）

　小しよう市し民みん的に、自分の家と比くらべてみる茜。

（ううっ、なんでこんな家が隣となりにあるのよ！）

「貧びん乏ぼうのバカーッ！」

　と、思わず口をついて出る。

「ホワット？」

　金髪の少女が振り返った。

「何でもない」

　一心は少女に答え、煩わずらわしそうな目を茜に向ける。

「……大だい体たい、どうしてお前がついて来てんの？」

　そう言われれば、その通りである。

「んなこと……いまさら言われたって」

　茜は身を縮ちぢませた。

　やがて、金髪の少女は突き当たりの部屋の前で足を止めた。

　コンコンコン。

　小さく三回ノック。

「カミン」

　扉の向こうから声。

　少女はこれに応こたえて、扉とびらのノブを回す。

「入って」

　冷ややかな視し線せんで、少女は一心たちに告げた。

「………」

　一心は手のひらを握にぎり締しめ、足を踏ふみだした。

　茜は、遊ゆう園えん地ちのお化ばけ屋敷の中を進むようなヘッピリ腰ごしでついてゆく。

　すると……。

「久しぶりだね」

　正しよう面めんの暗くら闇やみから、静かな声がした。

（ここ、書しよ斎さいかな？）

　一心の後ろに立って、部屋を見渡した茜は考える。

　広さは、茜の自室の三倍くらい。

　厚あついカーテンが窓を覆おおい、ほとんど日光は射さし込んでこない。

　明かりはアンティークなフロアスタンドのみ。

　自分の手さえろくに見えないほど、内部は暗かった。

　それでも目はだんだん慣なれてくる。

　左右の壁かべはぎっしりと本の詰つまった棚たなが占しめ、正しよう面めんには大きなデスクと付ふ属ぞくの椅い子すが鎮ちん座ざしているのが分わかる。

　そして、そのデスクについているのが、瘦やせた長身の少年だった。

「……あんた、玲か？」

「ああ」

　少年は立ち上がった。

（カ……カッコイイ！）
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　まるまる数秒間、茜の視線は玲に釘くぎづけになった。

　一心に似にているといえば似ている。

　だが、一心が陽ようとすると、こちらは陰いん。

　一心が茶ちや髪ぱつのツンツン頭なのに対し、こちらは流れるような銀ぎん髪ぱつ。

　ちょっと不ふ良りようじみた態たい度どの一心に対し、どこか貴き族ぞく然ぜんとした優ゆう雅がな物もの腰ごし。

　一心の挑ちよう戦せん的てきな視し線せんに対し、憂うれいの色を宿やどした哀かなしげな瞳ひとみ。

　もし、芸げい能のう界かい入りすれば、一心のライバルになること確かく実じつだ。

（絶ぜつっっっ対たい、ロックバンドよね！　アイドルじゃないわ、グレイとか、ラルクとか、あっち系けいじゃないとダメ！）

　と、茜は勝かつ手てに決めつける。

「十年ぶりになるかな」

　玲は机つくえを挟はさんだまま、口元に笑えみを浮うかべる。

「んっ？　ああ、そんなもんじゃないか」

　と、一心。

　何となく居い心ごこ地ちが悪そうだ。

「ところで……親父は？」

「旅行中だ。……そっちの子は？」

　玲は茜に目をやった。

「うちのクラスのやつ。このへんの近所だったから、案内を頼たのんだんだ」

「ク、クラスのやつ、はないでしょ！　失しつ礼れいな！」

　アカネ的な一心のランキング、ギューンと３ポイントダウンである。

「……何とかアカネだったっけ？」

　一心は首を傾かしげる。

　どうやら本気で分からないようだ。

「名みよう字じを覚おぼえてないんか、お前は！」

　アカネは思わずカバンを振ふり上げる。

「入学式以い来らい、この三か月、ずっと同じクラスだったでしょーがっ！」

　さらに２ポイントダウン。

「名めい簿ぼ見たけど、読めなかったぞ」

「威い張ばるな！」

「……で、何だっけ、お前の名前？」

　一心はけろっとした顔で尋ねる。

（こ、こいつは敵てきだ！　それもとびっきり質たちの悪い！）

　茜は生せい徒と手て帳ちようを取り出し、最初のページを開いて一心の鼻はな先さきに突つきつけた。

「ほら、覚えときなさいよ！」

「じょろう……はな？　いや、おんなろうか？　じょろ……っぱな？」

　女郎花という姓せいを目にして、自信なさそうにつぶやく一心。

「……一心、それはオミナエシと読む」

　玲がため息をつく。

　一心の間ま違ちがえた読み方から、正しい名字を推すい測そくしたらしい。

「ということは、お隣となりの……」

「ええ、まあ」

　茜はあいまいにうなずく。

「……へえ、やっぱあんた、頭いいんだな」

　と、一心は皮ひ肉にくげな視し線せんを兄に向けた。

「そういう問題じゃないでしょ、クラスメートのくせに！」

「お前は少し黙だまってろよ。ややこしくなるだろ」

「……むう」

　言われてみれば、その通りである。

　今はどうやら、長年離はなれていたらしい一心と兄の、感かん動どうの再さい会かいの場ば面めんなのだから。

（でも、あたしにとっては大問題だぞ！　そんなにあたしって印いん象しよう薄うすいのか!?）

　茜はドロドロとした不ふ満まんを胸むねのうちに蓄ためながら、一歩下がった。

　この様よう子すを見て、

「レイ、このコメディアンたち、何をしにきたの？」

　と、先ほどの金髪の少女が、腕うでを組んで二人をにらみつけた。

「ホントにこれ、あなたのオトウト？」

　少女はアゴ先で一心を示しめす。

「誰だれだよ、この生なま意い気きなガキ？　幼よう稚ち園えんでも始めたのか？」

　一心は一心で、小こ馬ば鹿かにしたような口く調ちようで玲に尋ねる。

「そうだな……紹しよう介かいすべきだな」

　玲はうなずいた。

「ニコル、彼は僕ぼくの弟おとうと、大地一心。離り婚こんした母とともに暮くらしている。今は時とき々どき、アイドルとしてテレビに出ているみたいだ」

「ダイチ、イッシン……」

　ニコルは、長年捜さがし求めていた親の仇かたきを見るような目で一心を見る。

「レィに全ぜん然ぜん似にてない……、頭ワルそう」

「んだと、この舶はく来らいチビ！」

　突つっ掛かかる一心。

「よしなさいよ、子供相手に」

　茜が割わって入る。

「この女もスタイルと顔、ワルい」

　ニコルは肩をすくめる。

「……大地くん、このフランス人にん形ぎようもどき、簀す巻まきにして多た摩ま川がわに放ほうりこもうか？」

　茜の目が危き険けんに光った。

「……一心、この子はニコル・エマーソン・タツミ。父の再さい婚こん相あい手ての娘むすめさん。僕の義ぎ理りの妹いもうとということになる」

　玲は軽く咳せき払ばらいし、取とり成なすように続けた。

「ちょっと待て！　再婚だって！」

　一心は詰つめ寄よった。

「あいつ、再婚したのか！」

「もう三年になる」

「畜ちく生しよう！」

　一心はこぶしを机つくえに叩たたきつけた。

「やっと捜さがし当てたと思ったら、再婚だって！　ざっけんなよっ！」

「……お前、父さんを殴なぐりにきたな」

　玲は微笑ほほえんだ。

「……どうして分かった？」

　一心は、はっとして玲の顔を見つめる。

「親父という言葉を口にするたび、右上じよう腕わんの筋きん肉にくがかすかに痙けい攣れんしていた。同時に、手のひらに汗あせをかき、アゴに力がこもる。その心しん理りを読み取ることは易やさしいよ」

「……昔むかしから、そういうところあったよな、玲」

　一心はふうと息をつくと、開き直ったように笑った。

　数日前、一心は離り婚こんした父の住所をひょんなことから知った。

　散さん々ざん考えた挙あげ句く、父のところに行こうと決めたのが昨日きのうのステージの後だったのだ。

「やれやれ、この十年間、どんなに母さんが苦労したか知ろうともせず、あのクソ親父、自分だけ幸福しあわせに再婚かよ……」

「大地くん……」

　部外者の茜は、かける言葉を知らない。

「今、父とうさんはシャロン母かあさんと一いつ緒しよにニューヨークだ。仕事の関かん係けいで半年は戻もどってこられないよ」

「あいつを殴ってやれるのは、半年先ってことになるのか？」

「そんなことさせないから！」

　ニコルが声を荒あらげた。

「二人はシアワセなの！　ジャマはさせないわ！」

「……ニコル」

　玲は妹に歩み寄より、その肩に優やさしく手をかける。

「大だい丈じよう夫ぶ、一心も気持ちの整せい理りがつけば、分かってくれる」

「分からないね！　分かってたまるかよ！」

「大地くん、落ちついてよ」

　茜は澱よどんだ書しよ斎さいの空気を入れ換かえようと、窓まどのそばにいってカーテンを引いた。

　その時……。

「ダメッ！」

　ニコルが悲ひ鳴めいに近い声を上げ、茜に飛びついた。

「太たい陽ようはダメ！」

　だが、一いつ瞬しゆん遅おそく、夏の日射しが玲を直ちよく撃げきした。

「……！」

　玲は胸を押さえて喘あえぎ、そのまま床ゆかに崩くずれ落ちた。

　呼こ吸きゆうは荒く、もともと白い肌はだがさらに蒼そう白はくになっている。

「まさか？」

　啞あ然ぜんとする一心。

「カーテンを！」

　ニコルは茜に命じ、自分は震ふるえる玲をかばうように覆おおいかぶさる。

「は、はいっ！」

　茜は急いでカーテンを元に戻もどし、再ふたたび部へ屋やに日光が射し込まないようにした。

「ユックリ、ユックリ息して！……そう……落ちついて」

　ニコルは玲の頰ほおに手を当てて、ささやき続けた。

　全員がそのままの姿し勢せいで硬こう直ちよくし、数分が経けい過かする。

　やがて……。

「……もういい」

　玲がニコルに擦かすれる声で告つげた。

　震えは治おさまっている。

「もう、痛くない？」

　ニコルは涙なみだに濡ぬれた顔で玲を見る。

「ああ」

　二人は起き上がった。

「玲、お前まだ……」

「ああ。あの時の……僕たちの両親の離り婚こんの原因となった、あの事件の後こう遺い症しようだよ」

　玲は弟にうなずく。

「ご、ごめんなさい」

　茜は大きく何度も頭を下げた。

「知らなかったのだから仕し方かたがないさ。僕は、日光、つまり強い紫し外がい線せんに当たると急きゆう激げきな呼こ吸きゆう困こん難なんを起こす体たい質しつなんだ。だから、日中は外に出ることができない」

　玲は虚うつろな笑えみを見せる。

「まるで吸きゆう血けつ鬼きだろう？　ある事じ故こでね、こういう身体からだになった」

（ていうか、昔むかしのギャオス？　身体があんなふうになっちゃうなんて、一体どんな事件だったんだろう？）

　詳くわしいことを聞きたいけれど、何かとんでもないことに踏ふみ込んでしまうような気がして、茜は質しつ問もんを変えた。

「……じゃあ、学校は？」

「行っていない」

「でも、レイは頭いいよ！　ワタシなんかよりずっと」

　ニコルが庇かばう。

「おいおい、西洋ガキんちょ、お前と比くらべるか？」

　と、呆あきれる一心。

「少なくとも、ワタシ、イッシンより絶ぜつ対たい、頭いいもの！」

　ニコルは小こ憎にくらしげに、ベエッと舌したを出した。

「この子も、日本に来てからはオンラインで向こうの学校の受じゆ講こうを続けているだけだが、成せい績せきは優ゆう秀しゆうだよ」

　玲はニコルの頭を撫なでる。

「レイのおかげ」

　ニコルは一心たちに見せるのとはまったく違ちがう、優しそうな顔をした。

「ニコルには迷めい惑わくをかけている。僕の世せ話わをするために、日本の学校にも行けず、ニューヨークの二人についていくこともできなかった」

「ノー、ワタシ、自分の意い志しで残ったの。レイと一いつ緒しよにいたいの」

　ニコルは真しん剣けんな眼まな差ざしで玲を見上げた。

「……この子、ちょっとヤバいんじゃない？」

　茜は一心にささやく。

「ブラザー・コンプレックス。ブラコンよ、ブラコン」

「俺もそう思う」

　うなずく一心。

「恐きよう怖ふの変へん態たい背はい徳とくロリータ小学生だな」

　まるでアダルトビデオのタイトルのようなコメント。

「……あ、あたしはそこまで言ってないもんね」

　ニコルのギッと刺さすような怒いかりの視し線せんを感じた茜は、話題を変えようと玲に尋たずねた。

「ええと……じゃあ、ずっと二人っきりでこの屋や敷しきに？」

「ああ。でも、退たい屈くつはしていないよ。やることはあるからね」

「そう」

　ニコルもうなずく。

「レイのライフワーク、犯はん罪ざい博はく物ぶつ館かん。……アッ！」

　少女は喋しやべり過すぎたというように、慌あわてて自分の口をふさいだ。

「犯罪……博物館？」

　茜と一心は同どう時じに繰くり返した。

「……レイ、ゴメンナサイ」

　すまなそうな顔で兄を見る少女。

　だが、玲は仕し方かたがないな、というように口元に笑えみを浮うかべた。

「ライフワークとは大げさだけどね。少なくとも、忙いそがしさの中に身を置くことで、日常の些さ事じに心を煩わずらわされずに済すむ」

　玲は机つくえの端はしに腰こしをかけ、卓たく上じようの大だい理り石せきの悪あく魔ま像ぞうを玩もてあそぶ。

「一いつ般ぱん人じんの興きよう味みを引くものじゃないが……見たいかい？」

　一心と茜は、顔を見合わせ、それからうなずく。

「……地下にある。ついてくるといい」

　玲は扉とびらの方に足を向けた。




　四人は玲を先頭に、地下へ続く広ひろ間まの階かい段だんを下おりていった。

「ととっ！　おとっと！」

　ひとりうるさいのは、何度も転ころげ落ちかける茜である。

　普ふ段だんから、平たいらな歩ほ道どうの上でも転ぶ平へい衡こう感かん覚かくの悪さなのだ。

　ヒールの高いものは、一生履はけないタイプだ。

　それでも、薄うす暗ぐらい足元に注意しながらなんとか下りきると、目の前に現あらわれたのは大きな鋼こう鉄てつ製せいの防ぼう火か扉とびら。

　その扉をニコルが鍵かぎで開けると、その向こうは空くう調ちようの利きいた、ひんやりとした空くう間かんだった。

　かなりの広さである。

（これなら確たしかに、小さな博物館って言ってもいいかも）

　と、茜はあたりを見渡した。

　いくつものガラス製の展てん示じケースと、書しよ類るいを保ほ存ぞんするロッカーが並ならぶだけの殺さつ風ぷう景けいな場ば所しよ。

　センサーがついているのか、茜が前に立つと展示ケースの中の蛍けい光こう灯とうが灯ともり、収しゆう集しゆう品ひんを照てらしだす。

　収集品には、いちいち解かい説せつはついていない。

　はっきりと凶きよう器きと分わかる、血のついた刃は物ものや、銃じゆう器きもある。

　だが、ほとんどは犯罪にどう関係するのか、見けん当とうのつかないものばかりだ。

　一いつ方ぽう……。

「なあ、この家は電でん気き代だいをケチってんのか？」

　またも薄暗い室内に、一心はうんざりとした顔をする。

「……あまり明るいの、レイの身体に良くない」

　ニコルはキッと一心を振り返った。

「我が慢まんしてくれ」

　半なかば陰かげの中に溶とけ込んだ玲が言った。

「収集品の保ほ存ぞんのためにも、この方がいいんだ」

「ふう～ん、そんなもんかね」

　一心は気がない様よう子すで、頭の後ろで腕うでを組んだ。

「ねえねえ、玲さん」
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　展示ケースの間を歩き回っていた茜は、ひとつの収集品の前に屈かがみ込んだ。

「これは？」

　茜が指差したのは、よく見る市し販はんの風か邪ぜ薬ぐすりの壜びんだった。

「……面おも白しろいケースだった。それは、ある主しゆ婦ふが単たん身しん赴ふ任にんの夫に持たせたものだ」

　玲は語った。

「夫は数か月後、急きゆう死しした。カプセル錠じようの中身を、主婦がジギタリス製せい剤ざいに詰め替かえていたんだ」

「ジギタリスって？」

「一種の強きよう心しん剤ざいだよ。服ふく用よう量りようを間ま違ちがえると、心しん臓ぞう麻ま痺ひと非ひ常じようによく似にた症しよう状じようを起こして死ぬことがある。主婦はこれを、不ふ倫りん相あい手ての医い師しのところから持ちだしたんだ。壜の中の一錠だけにしか、ジギタリスは仕し込こんでなかったので、証しよう拠こは残らなかった」

「げっ！」

　茜は慌あわてて壜から離はなれた。

「……そ、それで、その犯人の主婦はどうなったんです？」

「父親の死し因いんを怪あやしんだ長女が、僕ぼくのところに壜を持ち込んできた。僕は不倫相手の医師の病院の薬やく品ひん納のう入にゆう記き録ろくから、微び量りようのジギタリス製剤が消えていることを発見した。僕はその病院の関係者に、匿とく名めいで薬が盗ぬすみだされた可か能のう性せいを伝つたえた。医い局きよく長ちようからの指し摘てきに怯おびえた医師は、主婦と別れると言い出し、絶ぜつ望ぼうした主婦は医師を刺さしてから、自殺した」

「なぜ、警けい察さつに報ほう告こくしなかったんだよ？」

　一心は玲をにらんだ。

「それじゃ、あんたが二人を殺したみたいなもんじゃないか！」

「……起き訴そするには証拠が足たりなかった」

　玲は頭を振ふった。

「あの二人は自分の罪つみに裁さばかれたんだ」

「よくそんなことが言えるな！」

　二人の間に険けん悪あくな空気が流れる。

「あの、えっと～？」

（さっきからなんであたしが気をつかわなきゃならないんだか……）

　茜はそう思いつつも、兄弟きようだいの間に割わって入り、

「それじゃ、ここにあるのはみんな……？」

　と、玲に尋ねる。

「……そう、実じつ際さいに犯はん罪ざいに関係したものばかりだ」

　玲はため息をつくと、ひとつひとつ展てん示じ品ひんを説せつ明めいしていった。

　チェーン付きの懐かい中ちゆう時ど計けいは、連れん続ぞく絞こう殺さつ魔まが犠ぎ牲せい者しやの首を締しめる時に使ったもの。

　目め薬ぐすりは、ある女じよ優ゆうがライバルを蹴け落おとすために、失しつ明めいを狙ねらってアンモニアの原げん液えきを混こん入にゆうしたもの。

　ポリタンクは、ある母親が娘むすめを生きたまま焼やいた時に使った石せき油ゆが入っていたもの。

　カビの生はえたピスタチオは、ある疫えき学がく者しやが妻つまの愛人の毒どく殺さつのため、猛もう毒どくのアフラトキシンの採さい取しゆに用もちいたもの。

　赤茶色に変色した布は、バラバラにした幼よう児じの死体を運ぶ際に用いられたものだ。

「ど、ど、どうやって手に入れたんです？」

　努つとめて平へい静せいを装よそおおうとするが、茜の声は震ふるえた。

　これだけ犯罪に関かかわった品が並ならぶと、そこいらじゅうに幽ゆう霊れいがいそうな気がする。

　こういう状じよう況きように、茜は結けつ構こう弱い。

　オゾゾゾゾッと背せ筋すじに寒さむ気けが走るのだ。

「自然に集まってくる」

　と、さらに恐こわいことを言う玲。

（ひええええっ！）

　茜は卒そつ倒とうしかけた。

「犯罪で大たい切せつな誰だれかを失うしなった人たちが、玲のことを知って接せつ触しよくしてくるの。大たい抵ていは、ネットでね」

　ニコルが補ほ足そくした。

「レイはその人たちが持ってきた品と引き替かえに、事件の謎なぞを解とく。真しん犯はん人にんを探さがし出して、罪つみを償つぐなわせるのよ」

「ご立りつ派ぱだね、探たん偵ていにでもなったつもりかよ？」

　と、一心。

「レイを悪く言わないでよ！」

　ニコルが一心をにらみつける。

「チビは黙だまってろ！」

「恥ち部ぶとは何よ！」

「恥ち部ぶじゃない、チビだ！　お前、日本に来て何秒だ？　ヒアリングに問もん題だいあるぞ」

「ナ、ナニよ～っ、このツンツン茶ちや髪ぱつ！」

「お前だって髪かみ、脱だつ色しよくしてるじゃないかよ！」

「この金髪は本物だもん！　ベーッ！」

「けっ！　馬ば鹿かっぽい色！　お前、脳のう味み噌そ軽いだろ、実じつは？」

「ナ、ナニよ～っ！　チャラチャラした軽けい薄はくオトコのくせに！」

　ニコルと一心は、やり合い始めた。

　初しよ対たい面めんだというのに、すでに本物の兄妹きようだい喧げん嘩かのノリである。

　どうやら、この二人、相あい性しようは最さい悪あくのようだ。

「もう、よしなさい！」

　とうとう、茜は怒ど鳴なった。

「三人とも仲なか良よくしてよ！　みんな、兄弟なんでしょ！」

「………」

　三人は黙だまり込んだ。

　やがて、口を開いたのは、とばっちりを受けた感じの玲だった。

「兄弟、か……。君の言うとおりだ、女郎花おみなえし君」

　玲は一心を振ふり返った。

「どうやら、こんな場所を見せるべきじゃなかったな」

「いいさ」

　一心は、ジーンズのポケットに手を突つっ込んで顔を背そむける。

「お前が何をしようと、俺には関係ないしな」

「大地くん！」

　茜が一心の耳たぶを、ギューッと引ひっ張ぱった。

「……あたしの言うこと、聞いてなかったの？」

「よ、よせよ！　ピアスが！」

　一心はちょっと焦あせる。

（オオッ！　ここが、弱じやく点てんかい!?）

　と、自分の発見に小さな感かん動どうを覚おぼえる茜。

「……上でコーヒーでも飲もうか」

　玲は取り成なした。

「……毒どく、入ってないだろうな？」

　一心は赤くなった耳を擦さすりながら、疑うたがいの視し線せんを向けた。




（どうしてこんなことに巻き込まれる羽は目めになったのやら……）

　茜は玲とともに一階に戻もどってきた。

　ニコルと一心は、顔をふんっと背け合ったままである。

　居い間まに入ると、玲はアルコールランプとサイフォンを取り出し、ニコルがミルを持ってきて豆を挽ひき始めた。

（あ、あたし、もう帰りたいんだけどな～）

　一心と並ならんで、居い心ごこ地ち悪そうにソファーに座すわった茜も、コーヒーが入るまで待たされる。

「大地くん……」

　居間に入って三十分が経けい過かした頃ころ、茜はささやいた。

　目の前ではようやく、今時コーヒー専せん門もん店てんにでも行かない限かぎり拝おがめなくなったサイフォンが、ポコポコと音を立て始めている。

「いいの、時間？　マネージャーさん、一時間半って……」

「しゃあないだろ？」

　一心もささやき返した。

「前っから、こいつはマイペースなんだから」

　その諦あきらめ切ったような口く調ちように、茜は笑いをかみ殺す。

「さあ……」

　ようやく、コーヒーが入った。

　ソーサーに乗ったウエッジウッドのカップが四つ、クッキーとともにテーブルに並ならべられる。

「うわあ～！」

　琥こ珀はく色いろの液えき体たいから立ち上のぼる芳ほう醇じゆんな香かおりに、茜は待たされたことも忘れてうっとりとなった。

「こんな高い豆、この連れん中ちゆうに飲ますコトないのに……」

　ニコルは不ふ満まんそうである。

「……下げ品ひんで頭の悪そうなヤツら」

　まるでモデルのように足を斜ななめに揃そろえて座すわり、優ゆう雅がな物もの腰ごしでコーヒーを楽しむニコルの姿すがたは、映画の中のワンシーンのようだ。

「ガキは粉こなミルクでも舐なめてろよ」

　クッキーを鷲わしづかみにして口に頰ほお張ばる一心も、負けてはいない。

「どうせ格かつ好こうだけで、コーヒーと泥どろ水みずの区く別べつもつかないくせに」

「インスタントしか飲んだことないクセに、よく言うわね！」

「バァカ、テレビ局の食堂のコーヒーだって飲んでるぜ」

「それがイバるようなもの！」

「じゃあ、お前飲んだことあるかよ！　ないだろ？　勝ったあ！」

　と、二人の口くち喧げん嘩かは続く。

　結けつ構こういい勝しよう負ぶだ。

「やれやれ、普ふ段だんは静かな午後なんだが……」

　玲は茜に目め配くばせし、大げさに嘆なげいた。

　だが、心なしか、その瞳ひとみは楽しそうだ。

（……さっきはかなり険けん悪あくな雰ふん囲い気きだったけど、この三人、結構うまくやっていきそうよね）

　茜はカップを口に運びながら、ボンヤリとそんなことを考えた。

「……あっ、そう言えば」

　突とつ然ぜん、一心とやり合っていたニコルが玲を振ふり返った。

「これ、さっき来てたよ」

　少女は封ふう筒とうを玲に渡した。

「馬ば鹿かイッシンのせいで、渡すの遅おくれちゃった」

「……お前が勝かつ手てに忘れただけだろうが、変へん態たい輸ゆ入にゆう品ひん小学生」

　一心はにらんだ。

　だが……。

「……興きよう味み深い」

　封筒を見た途と端たん、和なごんでいた玲の目が、怜れい悧りな輝かがやきを取り戻もどした。

　厳げん重じゆうに貼はられたガムテープを剝はがし、中なか身みを取り出す。

「……それ、ビデオですよね？」

　黒いプラスチックのビデオカセットを見て、茜は言った。

「見りゃ分わかるだろ。これがコーラのペットボトルに見えるんなら、コンタクト変えた方がいいぞ」

　一心がニコルとやり合ってた調ちよう子しで茜にも突つっ込む。

　玲は同どう封ふうされていた手紙に目を通し、それからもう一度つぶやいた。

「興味深いな」

「……なあ、なんだよ、それ？」

　一心は兄に尋たずねる。

「新しい……事件だ」

　玲は答えた。

「おそらく、四日前に接せつ触しよくのあった人物からの依い頼らいだろう」

「じゃあ、そのビデオ、何か犯罪に関係のあるものが映うつっているんですか？」

「いや、犯罪そのものだ」

　玲の口く調ちようには真実を語かたる重みがあり、茜は思わず、冗じよう談だんですよね、という言こと葉ばを吞のみ込んだ。

「レイ、もうそれ以上は……」

　ニコルが口を閉じるように手て振ぶりで示しめす。

「……そうだな。部外者がこれ以上知ると、危き険けんに巻き込まれるかもしれない」

　玲はテープを片かた付づけようと立ち上がった。

　その時。

「待てよ」

　一心が兄の腕うでをつかんだ。

「このお化ばけ屋や敷しきにも、ビデオデッキぐらいあるんだろ？　見せろよ」

「だが……」

「……部外者なんて、言うなよ」

　一心は唇くちびるを嚙かんだ。

　玲の腕を握にぎる手に、力がこもる。

「たとえ十年ぶりでも……兄弟きようだいだろ？　だから……、そんなふうに言うな」

「大地くん……」

　茜はこの時初めて、一心の憎にくまれ口の裏うらにあるものを垣かい間ま見みた気がした。

「………」

　玲は椅い子すに座すわり直した。

「これを見てしまうと、君きみたちはもう本当に後あと戻もどりできないかも知れない。それでもいいんだな？」

「ああ。あんたがどんなことに首を突っ込んでるのか、見てみたい」

　一心はうなずいた。

「……アカネは？　帰るでしょ、部外者だから？」

　ニコルが言った。

（どうしよ……？）

　考え込む茜。

（確たしかに部外者なんだけど……、あの子に言われるとすっっごく腹はら立たつっ！）

「見ます！　見せてください！」

　茜は勢いきおいで答えていた。

「……デッキのある書しよ斎さいに戻ろう」

　玲はニコルにテープを渡し、すっと立ち上がった。

　一いつ瞬しゆん、茜の目にはその姿すがたが死しに神がみのように映る。

（ううっ。なんか、判はん断だんを誤あやまった気が……）

　後こう悔かいしてもすでに手て遅おくれである。

　これが茜の、犯罪と冒ぼう険けんに満ちた危き険けんな日々の幕まく開あけだった。










　第二章　殺人ビデオ




「……ごめんなさい」

　茜あかねとニコルは、お互たがいの身体からだを支ささえながら、トイレから戻もどってきた。

「胃いがカラッポ……」

　ニコルは呻うめいた。

「いいダイエットじゃないかよ」

　そう言う一いつ心しんも、顔色が良くない。

　ビデオのせいである。




　最さい初しよ、一心も茜も、その映えい像ぞうを悪あく趣しゆ味みな特とく撮さつホラーの一部だと思った。

　だが、内ない容ようが進むにつれ、全員の表情が真しん剣けんになっていった。

　画が面めんの中では、中学生ぐらいの少女が、黒くろ装しよう束ぞくの人物に無む慈じ悲ひにも生きたまま解かい体たいされていく。

　飛び散ちる鮮せん血けつも肉にく片へんも、特撮と考えるにはあまりにもリアルだった。

　ビデオに収おさめられていた映像は、いわゆるスナッフムービー。

　実じつ際さいの殺人シーンを撮とったものだったのだ。

　映像は全体で三十分弱だったが、茜とニコルは半分を過すぎたあたりで吐はき気をもよおし、部へ屋やを飛びだしていた。

　一心さえ、何度も画面から目を背そむけずにはいられなかった。

　骨ほねの見える傷きず口ぐちや、恐きよう怖ふと苦く痛つうに歪ゆがんだ被ひ害がい者しやの表情のアップ。

　それよりも忌いまわしかったのは、殺人者のやり方そのものだった。

　絶ぜつ対たいに死なないように、それでいて、苦痛と見た目の酷ひどさは最さい大だいになるように、ゆっくりと瑞みず々みずしい肢し体たいを刻きざんでゆくのだ。

　結けつ局きよく、冷れい静せいな目で最後まで見とどけたのは、玲れいだけだった。




「何のためにこんな映画を？」

　一心はテーブルに肘ひじをつき、組んだ両手を額ひたいに当てた。

　その手が震ふるえているのは、恐怖のためではなく、込こみ上げてくる怒いかりのためだ。

「おそらくは……」

　玲は椅い子すから立ち上がって、デッキのテープを巻き戻す。

「商しよう業ぎよう目もく的てき。この手の映像は一部マニアの間では大変な高こう額がくで売ばい買ばいされているそうだ。もっとも、僕ぼくも本物を目にするのは初めてだが」

「スナッフムービーか……聞いたことはあるな。そんなもの、都と市し伝でん説せつのひとつだと思ってたけど」

　一心はつぶやく。

　玲や一心の生まれる前に、『スナッフ』というそのものズバリのタイトルの映画が十八禁きんで公こう開かいされたことがある。

　アナ・トレント主演の『テシス』というスペイン映画は、スナッフ映画を研けん究きゆうする学生が主人公のサスペンスだった。

　だが、こうした映画に出てくる殺人シーンは当とう然ぜん、作り物だ。

「ああ、日本国内でこんなものが撮とられていたとは、僕も驚おどろいている」

　玲はうなずいた。

「……ねえ、これを送ってきた人って？」

　しくしく痛いたむ胃のあたりを押さえたまま、茜は尋たずねた。

「同どう封ふうされた手紙にナニか書いてあったわね……」

　ニコルが思い出し、玲の手元に置いてあった便びん箋せんに目を通す。

「ええと、送り主は……被ひ害がい者しやの子の両親！」

　金きん髪ぱつの少女は信じられないといった面おも持もちで玲を見る。

「少女が行ゆく方え不ふ明めいになって一週間後に、このビデオが家に送られてきたそうだ」

　玲はビデオをケースに収おさめ、テーブルの上に置いた。

「最初、単たんなる家いえ出でと考えていた警けい察さつが動いたのは、それからまた三日後。遺い棄きされた少女の腐ふ乱らん死し体たいが発見されてからのことだった」

「ひどい……」

　茜は頭を振る。

　そう言えば、ビデオの少女の顔には見み覚おぼえがある。

　ニュースかワイドショーで目にしたのだろう。

「両親は警察の捜そう査さに不ふ信しん感かんを抱いだき、僕に真しん相そうの究きゆう明めいを求めて、このテープを送ってきた。このテープはオリジナル。警察に提てい出しゆつした方がコピーだそうだ。貴き重ちような収しゆう集しゆう品ひんだな」

「犯はん人にんが……送りつけてきたって考えるべきなんだろうけど、なぜだ？」

　一心が、もっともな疑ぎ問もんを口にした。

「これも推すい測そくだが……」

　玲は眉まゆをひそめる。

「一種の犯はん行こう声せい明めいの可か能のう性せいが高いな」

「犯行声明？　革かく命めい軍ぐんを名な乗のる時代錯さく誤ごのテロリストどもが出すやつみたいな？　ショボい爆ばく弾だんでとりあえず関係のない人間をふっ飛ばしておいて、ムショにブチ込まれたドジな仲なか間まを返せってほざくアレか？」

　一心にしてはまあ、穏おん当とうな表ひよう現げんである。

「というよりも、切り裂さきジャックやゾディアック、ファン・ゾンのパターンだね。自分の存そん在ざいを世の中に認みとめさせたいという自じ尊そん心しん肥ひ大だいの犯罪者。……まあ、僕の読みが間ま違ちがっているかも知れないが」

「あんたのプロファイリングも完かん璧ぺきじゃない、ってことか？」

「これは単なる推すい理り。プロファイリングじゃない。それにプロファイリングという技ぎ術じゆつ自じ体たいは、単なる傾けい向こうを示しめす統とう計けいだよ。外はずれる可能性を常つねに考こう慮りよに入れておかないとね」

　玲は微び笑しようをたたえて一心の皮ひ肉にくを受け流したが、すぐに真しん剣けんな表情に戻もどる。

「だが、もし僕の推測が正しいとすれば、ひとつ、問題がある」

「な、何です？」

　おそるおそる茜は聞いてみる。

「切り裂きジャックも、ゾディアックも連続殺人犯。この事件も、これが最後とは言い切れないってことだ。そうだろ、玲？」

　一心が代かわりに答えた。

「その通り」

　うなずく玲。

「……まんざら、バカじゃないのね」

　ニコルがちょっと一心を見直したような顔を見せる。

　うんうんとうなずく茜。

「でも、顔はレイの方が上」

　これにも茜は、うんうんとうなずく。

「……で？」

　一心は少女二人を無む視しして、玲を見上げた。

「あんたはどうするんだ、この事じ件けん？　首、突つっ込こむつもりか？」

「そうだね」

　玲はちょっと考え込んだ。

「非ひ常じように興きよう味み深いとは思うが、危き険けん度どは今まで手て懸がけた事件よりもかなり高そうだ。ニコルに恐こわい思いをさせたくないな」

「な、なんだか奥深そうですもんね、この事件」

　茜が急いで口を挟はさむ。

　非ひ常じように嫌いやな予よ感かんがしたのだ。

　茜の場合、今日いいことありそう、とか、今度の試し験けん、絶ぜつ対たいここが出る、とか、前向きな予感は当たった例ためしがない。

　しかし、何だかあのへんで転ころびそう、とか、放ほう課か後ご担たん任にんに呼よび出されそう、とか、悪い予感は必かならずと言っていいほど的てき中ちゆうするのだ。

「あたしも、絶ぜつっっっっ対たいに、警察に任まかせた方がいいと思いますよ」

　だが……。

「心配しないで、レイ」

　ニコルは、テーブルの上のビデオに視し線せんを落として頭を振ふった。

「ワタシは平へい気きだから。ご両親は、レイがきっと娘むすめさんの仇かたきを討うってくれるって信じて、このテープを送ってきたのよ。そのキモチに応こたえてあげなきゃダメ」

「……そうだな」

　玲は、少女の蒼あおざめた頰ほおを暖あたためてやるように手を当てた。

　ニコルは首をすくめ、蕩とろけるような幸福しあわせそうな顔になった。

（ううっ、もともと手を引く気、なかったわね）

　ゲンナリとした表情の茜。

　その時……。

「……まあ、好きにしてくれ。俺おれには関係ない」

　一心がガタリと椅い子すを鳴ならして立ち上がった。

「じゃあな」

「と、あれ？」

　茜は玲と一心を見み比くらべ、呆あつ気けに取られる。

　正しよう直じき言って、一心の態たい度どは意い外がいだった。

　ビデオを見終わった時にあれほどの怒いかりの表情を見せたのだから、当とう然ぜん、玲がやると言えば協きよう力りよくすると思っていたのだ。

　大だい体たい、もともと見たいと言い出したのは、一心ではなかったか？

「帰っちゃうの？」

「これから収しゆう録ろくなんだ。玲の趣しゆ味みに付き合っている暇ひまはない」

「そうだな」

　玲はうなずく。

「忘れるのが一番だ」

「……いいわ、帰りなさいよ！　卑ひ怯きよう者もの、ホントは恐こわくなったんでしょ！」

　ニコルは腕うで組みをして一心をにらみつけた。

「もともと、ワタシとレイでずっと事件を解かい決けつしてきたんだもの。イッシンなんて要いらない、勝かつ手てに逃にげればいい！」

「言ってろよ、西洋チビ」

　一心はその脇わきを擦すり抜けて、扉とびらのところで振り返る。

「アカネは残るか？　お隣となりさんの誼よしみで？」

「えっと、あたしも……おいとましよっかな～」

　これ以上関かかわると、本当に抜ぬき差さしならない事じ態たいになりそうだ。

　茜は迷まようことなく一心に便びん乗じようすることにした。

「それじゃまたね、玲さん、ニコルちゃん」

「また、はないわ。二度と来ないで」

　ニコルは壁かべに寄より掛かかって、プイとアカネから顔を背そむけた。




「なんだか、後あと味あじ悪い」

　一心とともに屍し桜ざくら屋や敷しきを出た茜はつぶやいた。

（本当に……これで良かったのかな？）

　その時。

「遅おそい、遅ち刻こくよ！」

　車の前でイライラしながら待っていたマネージャーが二人に非ひ難なんの視し線せんを向けた。

「一いつ体たい何してたの!?」

「別に」

　一心は肩かたをすくめ、茜を指さした。

「こいつとキスしてただけさ」

「な、何ですって！」

　マネージャーの声が一オクターブ高くなる。

「噓うそです！」

　茜は顔を真まっ赤かにした。

「そ、そ、そ、そ、そ、そんなこと！」

「間ま違ちがってもないな」

　さらりと付つけ足たす一心。

「……イッシン、本っ当にあんたって」

　マネージャーはこめかみに指をやった。

「最さいっ低ていの奴やつね」

「まあな。それより、急ぐんだろ？」

　一心はバンに乗り込んだ。

「そうだった！　飛ばすわよ！」

　マネージャーは慌あわてて運転席につく。

「それじゃね、茜ちゃん」

　バタンと閉まるドア。

「えっ、はい」

　バンは、茜を残して走り去っていった。

　ため息をついて振ふり返ると、自分の家の玄げん関かんの灯あかりが見える。

（今日のこと……玲さんの言う通り、忘れた方がいいんだよね？）

　茜はカバンをギュッと抱だき締しめて、家に向かって駆かけ出した。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「ダイチ・イッシン、ワタシ、アイツ大だいっ嫌きらい！」

　一心と茜が帰るのを見とどけ、きちんと戸と締じまりして書しよ斎さいに戻もどってきたニコルは、憤ふん懣まんやる方かたない表情で玲に訴うつたえた。

「金こん輪りん際ざい、アイツの顔なんか見たくない！」

「そうかい？」

　玲は楽しそうに目を細める。

「初めて会って、ずいぶん打うち解とけてたみたいだったよ」

「ノー・キディング！」

　冗じよう談だんじゃないとニコルは両手を上げた。

「もうアイツのこと忘れようよ、レイ。スナッフビデオのこと、調べなくちゃ」

　少女はサイドテーブルのデスクトップを起き動どうさせ、検けん索さくの準じゆん備びをする。

「ドコから始める？」

「慌あわててはいけないな」

　と、玲。

「まず、夕食にしないか？　今夜は僕ぼくが作るから」

「……あんなもの見た後で食しよく欲よくないよ。レイ、平へい気きなの？」

「もちろん、平気じゃない。ただ、僕は一心と違ちがって、感情を表おもてに出すのが苦にが手てだ」

　ニコルはこの時、玲の瞳ひとみにチラリと怒いかりの炎ほのおが宿やどるのを見た。

　滅めつ多たにないがこういう時、ニコルには玲が普ふ段だんの優やさしい兄とはまったく別人のように思える。

「僕は……」

　玲は椅い子すを回かい転てんさせ、窓まどの外に顔を向けた。

　すでに日が暮くれ、星が瞬またたき始めている。

「父に伝つたえられなかった。あの事件のせいで母と別れる羽は目めになったことを、どんなに済すまないと思っているか。今だって、君きみや一心にうまく伝えられない。どんなに二人のことが好きで、大たい切せつに思っているかをね」

「そんなことない！　ワタシ、知ってるもの！」

　ニコルは兄のそばに行き、その背せ中なかに頰ほおを当てた。

「イッシンも……たぶん分わかってるよ！　ワタシ、アイツ嫌いだけど、レイのオトウトなら我が慢まんして好きになるようにするから！」

「……一心はね」

　玲は言った。

「不ぶ器き用ようなところは僕と似にてるんだ。君は彼が、僕を見み捨すててこの事件から逃にげたと思っただろう？　あれは違うんだよ。一心には母がいる。もし一心に何かあったら、今度は本当に母はひとりっきりになってしまう。だから、自分の気持ちをギリギリのところで抑おさえて、ここから出ていったんだ」

「レイがワタシのことを心しん配ぱいしてくれたみたいに？」

　兄がうなずくのを見て、ニコルの心に後こう悔かいの念ねんが生まれる。

「……ワタシ、卑ひ怯きよう者ものって言っちゃった」

「あいつも口が悪いからね、どっちもどっちだよ」

　レイは振ふり返り、少女を膝ひざの上に座すわらせた。

　こうすると本当にフランス人にん形ぎようのようだ。

「でも、謝あやまる機き会かいはある」

「イッシン、きっともう来ないよ」

「いや……そんなことはない」

　そう微笑ほほえむ玲は、手の中でメモ帳ちようとペンを玩もてあそんでいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「おや～？」

　深しん夜や、仕し事ごと場ばの大おお塚つかから東ひがし上うえ野ののマンションに帰って来た大だい地ちかおるは、玄げん関かんに見み慣なれた靴くつが脱ぬぎ捨すてられてるのを見てニヤリとした。

「イッシ～ン、いるのか～？」

　真まっ暗くらなリビングに入ると、かおるはアタッシェケースをソファーの上にポンと投げ出して怒ど鳴なった。

　ガツンッ！

「あら？」

　パチンと明かりをつけるかおる。

「……ってえな、かおる～！　殺す気か!?」

　ソファーに寝ねていた一心は、頭を擦さすりながら起き上がった。

「ったく、がさつな女！」

「ちょいと、母親に向かって言ってくれるじゃない？」

　かおるは一心の額ひたいを小こ突づく。

「で、なんなのよ？　ツアー中なのにプロダクションの用よう意いした合がつ宿しゆく所じよじゃなくて、こっちに帰って来たってことは、なんにもない訳わけじゃないでしょ？」

「息子むすこが家に帰ってきちゃいけないのかよ？」

「あらら、すねてる」

　かおるは一心の頭を撫なでようとした。

「だあっ！　よせ、ガキじゃあるまいし！」

　慌あわてる一心。

「ふふふ、まだガキよ。……で、どうなの？」

　かおるは身を乗り出す。

「そろそろ芸げい能のう界かいを引いん退たいして、サッカーに専せん念ねんする気になった？」

「ならねえよ！」

　三年前にデビューするまで、一心は地じ元もとのジュニア・ユースのストライカーだった。

　サッカーの才さい能のうで推すい薦せん入学も可か能のうだと、コーチにも言われていたのだ。

　それが、芸能界に入ることになって、ユースの関係者に惜おしまれつつもサッカーを捨すてる格かつ好こうになったのだ。

「なんだ、がっかり。やっぱり、名前が良くなかったのね。あの時、いくら旭あきらに反対されても、ベッケンバウワーかペレにしとくんだったわ」

　かおるは頭を振ふり、ふっと遠い目になる。

「そんな名前、区く役やく所しよが認みとめるかよ！　第一、名みよう字じだろ、ベッケンバウワーってのはっ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、バレりゃしないって」

「そういう問もん題だいかい！」

　一心はバンバンとテーブルを叩たたいた。

　親子喧げん嘩かに見えるが、二人の場合、これが普ふ通つうの会話なのだ。

　一心の毒どく舌ぜつに対して、かおるは五ご分ぶに張はり合うどころか、優ゆう位いに立っている。

「……で、本当は何があったの？」

　いきなり、かおるは話を戻もどした。

「ちょっと疲つかれたんだよ。今夜の収しゆう録ろくもノリ、悪かったしな」

　一心はまたごろりと横になり、某ぼう電でん気きネズミ型のクッションに顔を埋うずめる。




　実じつ際さい、収録は最さい悪あくだった。

　歌か詞しを度ど忘わすれするわ、ギターのヘッドを引ひっ掛かけてアイドルの彩あや乃の二ふ美み花かちゃんの衣い裳しようを破やぶるわ、撮さつ影えいの終しゆう了りよう予定を二時間もひとりで長なが引びかせたのだ。

　無む論ろん、Ｓ＆Ｓの仲なか間まや二美花ちゃんは笑って許ゆるしてくれたが、自分で自分が許せなかった。




「ふうん、それだけ？」

　かおるは心の底そこを見み透すかすような目で一心を見た。

「それだけ……」

　クッション越ごしに一心は答える。

　離り婚こんした父の居い所どころを探さがして殴なぐりにいき、玲れいとその義ぎ理りの妹いもうとに会ったなどということを、母に話せるはずがない。

　ましてや、その玲が犯はん罪ざい博はく物ぶつ館かんを作り、実際に犯罪に深く関かかわろうとしているなんてことは、東京都監かん察さつ医い務む院いんの監察医であるかおるには、口が裂さけても言えないのだ。

「……イッシン」

　かおるは息子の肩かたに手を置いた。

「迷まよってるなら、本当に自分がやりたいと思うこと、やらなくちゃいけないと思うことをやりなよ。あたしのことなんか、考えなくていいから」

「……！」

　一心はクッションから顔を上げた。

「親子でもあたしはあたし、イッシンはイッシンなんだから」

「ああ、わかった……よっ！」

　一心はうなずくと、かおるの髪かみに手を突つっ込んでクシャクシャにした。

「こ、このくそガキ！」

「ははっ、隙すきがあんだよ、オバさん！」

　一心は飛び起きてかおるのフックをかわした。

「けど、ずいぶん遅おそかったじゃないかよ。検けん死しってのは遅くても三時からなんだろ？」

　かおるの仕事は非ひ常じよう勤きんの監察医。

　異い状じよう死し体たいの検死、解かい剖ぼうが主おもな仕事だ。

「今日は解剖班はんの仕事。裁さい判ばん所しよの手続きが手て間ま取どって、八時からになったの」

　かおるはため息をつく。

「やりきれないわ。ああいうのを見ると」

「……めずらしいな、かおるがそう言うの」

　一心は真ま顔がおになる。

「切り刻きざまれた女の子の死体を視みたのよ。朝には警察が公こう式しき発はつ表ぴようするから話しちゃうけど、全身のあちこちをえぐられていてね、眼がん球きゆうや肉にく片へんの一部はまだ見つかってないの。……やめましょうか、こんな話？」

　かおるは、一心に尋たずねた。

　一心が前から、仕事の話を好このまなかったことを思い出したのだ。

　だが、今夜の一心は、めずらしいことに先を促うながした。

「傷きずのほとんどは生せい活かつ反はん応のうがあった。と、いうことは、その子、生きながら刻まれたのよ」

「……人間のやることじゃないな」

　切り刻まれた死体ということで、ふと玲に見せられたスナッフ映えい像ぞうを思い出す。

「まだ、若い子。生せい前ぜんはきれいだったと思うわ」

　かおるはアタッシェケースを開けると、死体検けん案あん書しよを取り出した。

「うん、十六歳。かわいそうに、まだこれから……」

　ふいにかおるは、言葉を途と切ぎれさせる。

　何かの書き込みが彼女の目に入ったのだ。

「なに？」

　と、一心。

　かおるは少し迷まよったが、検案書に添てん付ぷされていた被ひ害がい者しやの身み元もとを記しるしたメモを一心に見せた。

「これ、うちの高校の!?」

　メモの備び考こうにある通つう学がく先さきの学校名は、よく見み慣なれた名前だった。

「うん、そうみたい」

　かおるは小さくうなずいた。

「高二。一心の……先せん輩ぱいね」

「……そういや、家出した先輩がいるって話をクラスで聞いたな」

　では、あれがこの被害者だったのだ。

　一心は学校での噂うわさを思い出す。

「まさか、こんなことが繰くり返されるなんて……」

　つぶやくかおる。

　一心はそれを聞きとがめた。

「どういうことだよ、繰り返されるってのは？」

　かおるはどっと疲つかれが襲おそってきたようで、こめかみに指をやる。

「二か月前にも一度、同じような殺され方をした死体を検視したことがあるの。切り刻まれた女の子の死体。この子よりもう少し若くて、中学生だったけど。……もし、あたしがあの子の親だったら、あんな酷ひどい仕し打うちをした奴やつ、絶ぜつ対たいに許ゆるせない！」

　グチャグチャになった轢れき死し体たいや、黒くろ焦こげになった焼しよう死体にもまったく臆おくすることなくメスを入れる男おとこ勝まさりの女監かん察さつ医いが、目に涙なみだを浮うかべていた。

　どんなにくたびれ、仕事に嫌いや気けがさした時にも、今までは決して一心の前で見せることのなかった涙である。

（間ま違ちがいない、あのビデオの！　あの殺人ビデオの女の子だ！）

　一心は立ち上がった。

「……かおる？」

「なに？」

　かおるは涙を拭ぬぐった。

「まだ、続くと思うか、この殺し？」

「分わからないわ。でも、終わってほしい」

「もし……もし、俺がそれを止められるとしたら？」

「……危き険けんなことなの？」

「例たとえば、の話だよ」

　かおるはしばらく口を閉とじて考えていたが、やがて言った。

「それはあなた自身が決めることよ、イッシン。あなたは正しいと思うことをやりなさい。あたしに気き兼がねする必ひつ要ようはないから」

「そうか。……わりい、俺、やっぱシローたちんとこに戻もどるわ」

　一心は母の肩かたに手を置いた。

「かおるの顔見て、安心したしな」

「生なま意い気き言うんじゃない」

　かおるはこぶしを一心の頰ほおに当ててグリグリする。

「こりゃどうも」

　一心は笑い、そのままバッグを担かついで玄げん関かんに向かった。

「見送りはいいぜ」

「誰だれがするか！　あたしはもう眠ねむいのよ」

　かおるはウインクすると、シッシと犬を追おい払はらうように手を振ふった。




「………」

　マンションを出ると、ジャケットのポケットに手を入れて探さぐった。

「やっぱりな、玲のやつ」

　そこにはいつの間まに押し込まれたのか、小さくたたんだメモ用紙が入っていた。

　書いてあったのは、都と内ないの電話番号だ。

　一心は携けい帯たいを出して、その番号にかける。

「……あっ、玲」

　呼び出し音が終わると、一心は言った。

「俺は何をすればいい？」
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「……だあ～っ、うるせっ！」

　一心は、キーボードを叩たたく嵐あらしのような音に、目を覚さまされた。

「朝ちよう食しよくは食堂にシリアルとトーストがあるわ。勝かつ手てに食べて」

　パソコンの前のニコルは、モニターから視し線せんを外はずさずに言った。

「……サービスの悪い激げきチビメイドだな」

　一心はソファーから起き上がった。

　背せ骨ぼねが痛い。

（にしても、まんまと嵌はめられた気がするな）

　一心は、玲の後ろ姿すがたを振ふり返った。

（人使いの荒あらいヤツ……）

　昨さく夜や──といっても零れい時じを回ってはいたが──、一心はかおるのマンションを出た後、屍し桜ざくら屋や敷しきに戻もどっていた。

　まず、玲に依い頼らいされたのは、スナッフビデオのチェックだった。

　依頼といえば聞こえがいいが、丁てい寧ねいな言こと葉ばでコーティングされた命めい令れいである。

　あの吐はき気をもよおすようなビデオをダビングしたものを何度も見み直なおし、不ふ審しんに思う点をメモしていくのだ。

　それが延えん々えんと夜明けまで。

　一心は六回見た時じ点てんでダウンし、ソファーに転ころがっていた。

「……こいつらバケモンか？」

　一心は眠い目を擦こすり、つぶやく。

　玲は一心に命じたのと同じ作さ業ぎようを繰くり返していた。

　再さい生せいと巻き戻しを繰り返し、どんな小さな点も見み逃のがさぬようにモニターを凝ぎよう視しし、どんなかすかな音も聞き逃さぬようにヘッドフォンに神しん経けいを集しゆう中ちゆうする。

　どうやら、一心が寝ねた後もまったく休んでいないようだ。

　ニコルの方は、情じよう報ほう屋やと連れん絡らくを密みつにする傍かたわら、スナッフビデオの売ばい買ばいについての情じよう報ほうを集めていたらしい。

　こちらも不ふ眠みん不ふ休きゆう。

「なんかあったか？」

　気は進まなかったが、このままモソモソと朝食を漁あさりにいくのもどうかと思い、一心はニコルに声をかける。

「ノー・ヒット」

　素そっ気けない声。

「レイが言ってたけど、ネットでの販はん売ばいはやっぱりリスクが大きいのね。販売は直ちよく接せつ対たい面めんでの取とり引ひきの可能性が高いわ」

「……ガキはもっとガキらしく喋しやべれよな」

「余よ計けいなお世せ話わよ、間ま抜ぬけアイドル」

　ニコルはプリントアウトした資し料りようのようなものを、ポンと一心に手渡す。

「これ、目を通しておいて」

　資料を受け取る時に、かすかに二人の指が触ふれ合う。

　ニコルは慌あわてて手を放はなし、汚きたないものに触さわってしまったかのようにゴシゴシとスカートで手を擦こすった。

「……この、プチ毛け唐とう」

　握あく手しゆできたら一生手を洗わない、と言ってはばからないファンもいる一心である。

　これにはさすがにムッとする。

（抑おさえろ、抑えろ……相あい手ては十歳さいかそこらのガキだ）

　一心は自分に言い聞かせながら、書しよ類るいを見る。

「……おい、これ!?」

　それは二通の死体検けん案あん書しよのコピーだった。

　ビデオで見た中学生と、先せん輩ぱいの高校生のものだ。

　警察か、監かん察さつ医い務む院いんから盗ぬすみださない限り、手に入るものではないはずだ。

「どうしてこれが!?」

　一心はニコルに詰つめ寄よった。

「ラショーモンよ」

　ニコルはしれっとした顔で言う。

「ラショーモンというのは……」

　玲が疲つかれた目を押さえながら椅い子すを回かい転てんさせ、一心の方を振ふり返る。

「アメリカ在ざい住じゆうの友人のハッカーでね。時々、警察関係のハッキングを頼たのんでいる。僕が直接、警察庁のホストコンピューターにアクセスするより安全だからね」

「ラショーモンは天てん才さいよ。プロフィールは不ふ明めいだけど、日本通つうで、アキラ・クロサワのフリークなの」

「彼は、日本警察上じよう層そう部ぶのほとんどの人間のＰナンバーやパスワードを持っている。このくらいの情報を手に入れるのは簡かん単たんだよ」

　Ｐナンバーというのは、職しよく員いん番号。

　パスワード同どう様よう、各かく署しよの端たん末まつから直接、警察庁のホストコンピュータにアクセスし、情報を得えるためには不ふ可か欠けつのものである。

　スナッフビデオの国こく際さい的てきな需じゆ要ようの可能性を考えた玲は、ＦＢＩの犯はん罪ざい記き録ろくから、英えい国こく内ない務む省しようのプロファイリング用データベース殺人事件情報集中管理分析システムＣＡＴＣＨＥＭ、それに警視庁ホストコンピューターの暴力団関係情報Ｚフアイルまで漁あさってみるようにラショーモンに依い頼らいしていた。

　たが、今のところ、目ぼしい手がかりが得られた、との連れん絡らくはない。

「……この二人の解かい剖ぼうをしたの、誰だれだか知ってるか？」

　一心は検案書を玲の前に突つきだした。

「母かあさんか？」

　玲はすぐに察さしした。

　一心の手から検案書を取り、さっと目を走らせる。

「……さすがはあの人だ。こちらの知りたいことはすべてチェックしてある」

「かおるに迷めい惑わく、かからないんだろうな」

「もちろん。警察庁はハッキングされたこと自じ体たい気がつかないさ」

「セキュリティーが甘あま過すぎるのよ。日本の役所はドコもそうだけど」

　と、ニコル。

「……この犯罪者ども」

　一心は壁かべの時と計けいに目をやった。

「やばっ！　俺、シャワー浴あびてメシ食ったら仕事行くわ。続きは夜な」

　と、急いで携けい帯たいでマネージャーを呼よび出す。

「……で、何かビデオ見てて気がついたか、玲？」

　呼び出し音を聞きながら、一心は尋たずねた。

「ああ」

　うなずく玲。

「確かく実じつと言えるものは少なかったが、ただひとつ、確実なことがある」

「……それ、俺が気づいたことと同じかな」

「かも知れない」

「じゃあ、同時に言おうぜ」

「いいとも」

「犯人は……」

「ひとりじゃない」

　二人の声は見み事ごとに揃そろった。
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「ってきまふぁ～す」

　茜あかねは覇は気きのない、欠伸あくび混まじりの声とともに玄げん関かんを出た。

「……ふにゃ？」

　その寝ね呆ぼけた目に最初に飛び込んできたのが、隣となりの屍し桜ざくら屋や敷しきの前に停とまった昨日きのうと同じバンだった。

「げっ、なんで？」

　ちょうどその時、一心が駆かけ出してきてバンに乗り込む。

「ったく、どこに雲くも隠がくれしたかと思えば！」

　マネージャーの罵ば声せい。

「だから、悪かったって言ったろ～が！　二度も！」

「ははん、あんたに謝あやまるって能のう力りよくがあったんだ？」

「ともかくスッ飛ばせっ！　また罰ばつゲームはイヤだ！」

「それじゃあ、ゆるゆると……」

「て、てめえっ！」

　バタンッ！

　ドアが閉しめられ、一心が茜に気づくことはなかった。

　バンはそのまま、無む謀ぼうとも言えるスピードで走り去った。

「また戻もどってきてるなんて。あいつ……抜ぬけ駆がけ？」

　と、つぶやきかけてから、茜はブルブルと頭を振る。

「……そうよ、あたしはもう関係ないんだから」

　昨日の夜はあのビデオのせいで悪あく夢むに苛さいなまれて、一いつ睡すいもできなかったのだ。

　寝ね不ぶ足そくになって授じゆ業ぎよう中ちゆうに居い眠ねむりし、追つい試しがこれ以上増ふえるのはゴメンである。

「あ～っ！　でも、気になる、気になるっ！　黙だまれ、あたしの好こう奇き心しんっ！……ていうか、あたし遅ち刻こくだ～！」

　茜は器き用ようにも自分の足に蹴けっつまずきながら、バス停ていに向かって走る。

　その時……。

「ちょっと、いいかな？」

　茜の目の前に、不ぶ精しよう髭ひげの男が立ちふさがった。

　よれよれのダークグリーンのジャケットをきた、背の高い男だ。

「あなた、女郎花おみなえし茜さんでしょ？」

　男は二日ふつか酔よいの頭ず痛つうに悩なやまされているような表情で、寝ね癖ぐせのついた頭を搔かく。

「はい～？」

　茜は惚ほうけた顔で男を見上げた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「はい、ＯＫです！」

　曲が終わり、元気のいいＡＤの声が飛ぶと、一心はふうっと緊きん張ちようを解といて士し郎ろうや亨とおると顔を見合わせた。

「こんなもん？」

「なかなか今日はステップの切れがよろしいようで」

　亨がおどけた調ちよう子しで一いち礼れいする。

「歌か詞し、忘わすれてなかったしね」

　士郎も笑った。

「……悪かったよ、昨日きのうは」

　一心は頭を振ふった。

　士郎も亨も、昨日何があったのか聞きだそうとはしなかった。

　そういうところが、今の一心にはありがたい。

「でも、先せん輩ぱい、今日はホントに生き生きしてますよ、何かいいことあったんですか？」

　宏こう太たがニコニコ顔でしがみつく。

「……先輩って言うなっていったろ、このお気楽小こ僧ぞうが」

　一心はその頭にヘッドロックをかける。

「制せい裁さいだ！」

「痛いたい、痛いですよ～！」

　宏太は手足をバタバタさせて暴あばれた。

「うえ～ん！」

　そこに……。

「勘かん弁べんしてあげたら、いじめっ子くん」

　そう言って微笑ほほえみながらやってきたのは、大きな瞳ひとみとはっきりとした眉まゆが特とく徴ちようの、ショートカットの少女。

　昨日、他た局きよくの音楽番組で一いつ緒しよだった彩あや乃の二ふ美み花かである。

　一心と同い年で、デビューは一年半前。

　写真集、ビデオ、ドラマ、ＣＤ、舞ぶ台たいなどで活かつ躍やくする実じつ力りよく派はのアイドルだ。

「そうしたら、昨日、スカート破やぶいたことも許ゆるしてあげるから」

　二美花はウインクした。

「……その言い方やめろよな」

　一心はぶすっとした顔になる。

「まるで俺おれが二美花を襲おそって、わざと引き裂さいたみたいだろ」

「じゃあ、あれは事じ故こ？　下した着ぎまでみんなに見られたのに、野の良ら犬いぬに嚙かまれたようなものだと思って忘れろというのね！」

　二美花はハンカチを取り出して目め尻じりを拭ぬぐう。

「わ、わあった、放はなすよ！」

　脳のうへの血けつ液えき供きよう給きゆうがストップされていた宏太が、ステージにコテンと転ころげ落ちた。

「うん、さすがのイッシンも二美花ちゃんにはかなわないね」

　士郎が意い地じ悪わるく微笑む。

　二美花とＳ＆Ｓのメンバーは番組で一いつ緒しよになることが多く、ほとんど親しん友ゆうのような関係にあった。

「わたしの新しいビデオに悩のう殺さつされたのかな？」

　二美花は前まえ屈かがみになって膝ひざに手を置く、セクシーポーズを取ってみせる。

「誰だれがお前のビデオなんか見るかよ、このいんちきオカルト女」

　一心はにらんだ。

　無む論ろん、本気で怒おこってる訳わけではない。

　しかし、二美花がタロットカードや星ほし占うらないに凝こっていることは事じ実じつだった。

　これが結けつ構こう当たると、芸能人の間で人気なのである。

「失しつ礼れいね。でもホント、コータくんの言う通りよ。今日のイッシンくん、何だか生き生きしてる」

「でしょ、でしょ？」

　性しよう懲こりもなく起き上がってくる宏太。

「別に普ふ段だんと変わらねえよ」

　一心は、じっと自分の目をのぞき込もうとする二美花から顔をそらす。

「大体、お前ここで何やってんだ？　それに、その格かつ好こう？」

「ああ、これ？」

　二美花はクルリと回かい転てんしてみせた。

　そう言えば、今日はハイレグ水着のレースクイーン姿すがたである。

「わたし、隣となりのＢスタでドラマの収しゆう録ろくなの。で、合あい間まにこっちの見けん学がくにね」

「……戻もどって仕事やれよ」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。だってまだ……」

　そう二美花が可か愛わいらしい笑顔を見せた時。

「やっぱりここか？」

　と、長身の青年がスタジオに姿を現あらわした。

「彩乃さん、君きみのマネージャーが探さがし回ってたよ」

　青年は、引き締しまった美しい輪りん郭かくの顔に困こまった表情を作る。

「田た宮みや……ショウ」

　士郎が眉まゆをひそめた。

　田宮翔しようは十九歳さい。

　伝でん説せつのインディーズバンド〝フロム・ビヨンド〟を経へて、新バンド〝アウトサイダー〟でメジャー・デビュー。

　立て続けに七枚のヒットを飛ばした後に、突とつ然ぜんの解かい散さん。

　以い後ご、その美び貌ぼうと演えん技ぎ力りよくを生かし、若わか手て演技派はとしてドラマを中心に活かつ躍やくしているのだ。

「二美花ちゃんの相手役って、お前だったのか？」

「ああ」

　と、翔。

　温おん厚こうそうな表情は、バンド時代の荒あら々あらしさとはまったくの別人である。

「秋からの新番組『インポッシブル・マーダー』で、探たん偵てい役やくをやることになっている」

「で、ヒロインが二美花ちゃん？」

　宏太が尋たずねると、翔はうなずいた。

「そう。……もっとも、途と中ちゆうで殺される悲ひ劇げきのヒロインって場合もある」

「もう嫌いやだったら、田宮さん！」

　二美花は笑いながら翔の腕うでを引ひっ張ぱる。

「行こ、撮さつ影えい始まるんでしょ？」

「忘れるところだった」

　翔は苦く笑しようし、二美花とともに隣のスタジオに向かう。

「……そうだ」

　扉とびらのところで翔は振ふり返った。

「こんど、俺も久ひさしぶりにＣＤ出すんだ。ドラマのエンディングの曲、よかったら聞いてくれ。じゃあ」




「……よくねえから、聞かねえ」

　二美花たちが見えなくなると、亨が言った。

「あいつ、どっか胡う散さんくせえんだよ」

「お前、それって前のドラマで視し聴ちよう率りつ負けたからじゃねえの？」

　一心が古ふる傷きずをえぐる。

「イッシンく～ん、そんなことをほざけるほど、元気になったのかね、この口は！」

　亨は一心の頰ほおをつねり、左右に引っ張った。

「ふぇめえっ！　やふあひゃりあろ、ほえはっ！」

　一心も負けじと亨の耳を引っ張る。

「これを見せたら、二人とも確かく実じつにファンを減へらすよね」

　と、呆あきれる宏太。

　だが、こうしたドタバタが、忙いそがしいＳ＆Ｓの息いき抜ぬきになっていることも確たしかだ。

「いつものことさ、放ほうっておこう」

　士郎は肩をすくめ、現げん在ざいの株かぶ価かを確かく認にんしようとパソコンを開いた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　その頃ころ。

　警けい視し庁ちようの一一〇番受じゆ理り台だいからの第一報を受けた交番の警官が、港区の廃はいビル裏うらに到とう着ちやくしていた。

　だが……。

「……こりゃなんだ？　不ふ法ほう投とう棄きか？」

　警察学校を出て間まもない若い警官は、むせ返るような血の臭においに口と鼻はなを手で押おさえた。

　一いつ瞬しゆん、大型犬の死体かと思う。

　それとも、腐くさって売れなくなった肉か？

　ビルとフェンスの間に投げ込まれていたのは、都と推すい奨しようのゴミ袋ぶくろに入った血ち染ぞめの肉にく塊かいだったのだ。

（清せい掃そう局きよくを呼よんだ方がいいんじゃないか？）

　警官は発見者である小学生たちを下がらせ、現げん着ちやく報ほう告こくを司し令れい室しつに伝つたえようと無む線せんを手に取った。

　これが凶きよう悪あく事じ件けんなら機き動どう捜そう査さ隊たい、いわゆる機捜がここで出てくる訳わけだが、それほどのこともないだろう、と考えながら。

　事件は現げん場ばで起きてるんだ、などと言いながら、はしゃいでまわりを走る小学生。

　警官は静かにするようにと、シッと指を口に当てて子供たちに注ちゆう意いする。

　だが、その時。

（……！）

　もう一度確かく認にんしようと振ふり返った警官の目に、ポリ袋からこぼれ落ちた物ぶつ体たいが飛び込んできた。

　赤く染そまった下着と、それに付ふ着ちやくした白い皮ひ膚ふの残る肉片。

　そして、第二関かん節せつあたりで断たたれた、爪つめのついた指。

「……まさか、例の少女殺し」

　指の間からポロリと無線機が落ちる。

　警官は慌あわててそれを拾ひろい上げ、吐はき気を堪こらえながら何とか報告を終えると、震ふるえる手で立たち入いり禁きん止しの黄色いテープを張はった。

　警官のただならぬ様よう子すに、小学生たちもおとなしくなる。

「大だい丈じよう夫ぶ。恐こわいことはないからね」

　初めて死体を眼がん前ぜんで見た若い警官は、それでも子供たちを安心させるように笑顔を作った。

（一秒でもいいから早くきてくれ！）

　警官はそう祈いのりながら、機捜の到とう着ちやくを待った。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　その夜。

　十一時半の『ニュース・ファイル』は、第三の少女猟りよう奇き殺人事件を大だい々だい的てきに取り上げた。

「……実はこの絵え美み里りちゃん殺し以前にも二度、同じ手口の犯はん行こうがあったことが我われ々われの調べで分わかりました」

　辛から口くちのコメントで人にん気きの才さい媛えんキャスター上かみ川かわ理さと子こは、前の二件について解かい説せつした。

「犠ぎ牲せい者しやとなったのは都内の中学生と高校生。二人の遺い体たいはかなりの損そん傷しようを受けた状じよう態たいで都と心しん部ぶに遺い棄きされており、未いまだ野の放ばなしになっている犯人の残ざん虐ぎやくな一面を見せています」

　リポーターが立つ、遺い体たい発見現げん場ばの映像。

　そして、現場の近所の人々、肉にく親しん、犯罪学者のコメントが続く。

「……というように、今回の絵美里ちゃん殺しと、これら二つの事件との関かん連れんが明めい白はくであるにも拘かかわらず、それを認みとめる警察からの公式発表は依い然ぜんありません。こうした捜そう査さ方ほう針しんに対しては警察内部からも、疑ぎ問もんの声が上がっているようです」

　ここでＣＭ。

「次、まとめいきます！」

　忙いそがしく動き回るスタッフたち。

　そんな中……。

「何やってんだ、アホが！」

　アシスタントをどやしつけるカメラマンの罵ば声せいが響いた。

「遅おせえんだよ、お前、辞やめて田舎いなか帰れ！」

　化け粧しようを直していた理子は眉まゆをひそめる。

「土ど井いク～ン」

　彼女はカメラマンに声をかけた。

「どしたの？」

「すいません、上川さん！」

　まだ若いカメラマンは、アシスタントに対する時とはまったく別の表情で頭を下げる。

「こいつのケーブル捌さばきをちょっと注意してただけなんです」

「あまり怒おこらないでね、みんな仲なか間まなんだから」

「はい」

　カメラマンは笑顔を見せながらも、中ちゆう腰ごしになったアシスタントに蹴けりを入れた。

「……ったく」

　理子はため息をつくと、ＣＭ明あけの原げん稿こうに目を通す。

　リストになった殺された少女たちの名前と年ねん齢れいが、冷れい静せいな彼女を憂ゆう鬱うつにする。

「滅め入いる事件だわ。これが最後ならいいんだけど」

　理子は祈いのるようにつぶやいた。










　第三章　あたしが付き人？




「ああ。こっちはそれとなく、かおるに当たってみる」

　玲れいにかけた携けい帯たいを切ると、一いつ心しんは校門をくぐった。

「依い然ぜん、進しん展てんなしか……。こっちも望のぞみ薄うすだとは思うけどな」

　夏なつ紀きからの報しらせで知ったのだが、昨日きのう、全校集会が開かれたらしい。

　二番目の被ひ害がい者しやとなった女生徒に関し、校長からの報ほう告こくがあったのだ。

　今日、登とう校こうしたのは、その件に関する詳くわしい話を夏紀から聞くためだ。

　とはいっても、すでに昼休みの時間だったりするのだが……。




　あれから二日。

　犠ぎ牲せい者しやは三人に増ふえている。

　ゴミ袋ぶくろから発はつ見けんされた遺い体たいは、小学六年生の少女のもの。

　ちょくちょくＣＭで見かける子役タレントだった。

　マスコミもそろそろ事じ件けんの関かん連れん性せいに気がつき、ワイドショーがアメリカから有ゆう名めいなプロファイリングの専せん門もん家かを呼よぶなど、報ほう道どうは過か熱ねつしてきていた。




（しっかし、いいように使われてるよな……）

　一心はこの四十八時間、玲やニコルと頻ひん繁ぱんに連れん絡らくを取り合っていた。

　玲が夜しか外がい出しゆつできず、ニコルはニコルで玲からなかなか離はなれようとしないので、外がい部ぶで証しよう拠こを集めるのは、ほとんどが一心の仕事となった。

　昨日も収しゆう録ろくの合あい間まに第三の死体の発見現げん場ばに向かい、デジカメで撮とった現場写しや真しんを送った。

　夜は屍し桜ざくら屋や敷しきに戻もどって、ビデオとにらめっこである。

　玲はいくつか気になる点をビデオから発見したようだが、詳しく一心には説せつ明めいしない。

　ビデオを見ていた時に、一心が気がついたことはひとつだけ。

　このビデオが、複ふく数すうの人間によって撮さつ影えいされたものだということだ。




　まず、ひとり目は、実じつ際さいに少女を切り刻きざむ黒くろ装しよう束ぞくの人物。

　そしてもうひとりは、黒装束と少女にカメラを向けている人間だ。

　撮影はリモコンということも想そう像ぞうされるが、黒装束の人物がカメラを確かく認にんする素そ振ぶりは見られず、コントローラーで操そう作さしているところも映うつっていない。

　その上、全ぜん編ぺんワンカット。

　時おり左右前後にカメラは移い動どうし、ベストアングルを狙ねらっているのだ。

　ひとりでは不ふ可か能のうな作さ業ぎようだ。




（後はせめて、撮影場ば所しよさえ分わかればな……）

　一心は考え込みながら、教きよう室しつに向かった。

　その教室では……。




「ううっ、なんでこんな目に～」

　机つくえに頰ほおをピッタリとくっつけた姿し勢せいで、茜あかねは赤くなった目を擦こすった。

「大変ね、あなたも」

　後ろの席の夏紀もため息をつく。

「こんなにやつれてるのに、体重が減へらないのは悲し～」

　げっそりした表情の茜。

「うんうん、脂あぶら身みは全部、脇わき腹ばらと太ももに回っただけか」

　夏紀はうなずき、追おい打ちをかける。

「それはなおさら悲しいわね」

「……あんたみたいに、スタイルや顔や成せい績せきや運動神しん経けいが学年トップクラスの人間に言われると、すっごい傷きずつくわ」

「……これは重じゆう症しよう」

　普ふ段だんなら絶ぜつ対たいに言い返してくるのに、自みずからドツボにはまっていく茜。

　夏紀も心しん配ぱいになってくる。

　と、そこに……。

「よっ、夏紀」

　ガラガラと扉とびらを開けて、一心が入ってきた。

「それと……」

　一心は茜を見て、少し考え込む。

「お、思い出せないの!?」

　茜は椅い子すを蹴けって、立ち上がった。

「おお、元気回かい復ふく」

　夏紀は小さく拍はく手しゆをする。

「待てよ、ここまで出かかってるんだ……」

　事件のことしか頭になかった一心は、茜の剣けん幕まくに慌あわてて記き憶おくをたどる。

「……そうだ、アカネだ！　何とかアカネ！　当たりだろ!?」

「あたしゃクイズか!?　それにまた、名みよう字じを忘れてるし！」

「まあまあ、とにかくちょっとは覚おぼえていたんだから……」

　夏紀が二人の間に割わって入る。

「で、どうしたの、イッシン？　何だか、妙みように元気がいいじゃない」

「なんで、どいつもこいつもそう言うかな？」

　一心は自分の席せきに腰こしを下ろした。

　自分でも、実じつ際さいは理り由ゆうが分かっている。

　事件のせいだ。

　あのスナッフビデオに関かかわってからというもの、今までサッカーをやっていた時やテレビに出ている時には感じられなかった充じゆう実じつ感かんに、一心は満みたされていたのだ。

（被ひ害がい者しやに悪いな）

　という、後ろめたさがないこともないのだが……。

「……とにかく、お前も元気そうで良かったな」

　一心は取り繕つくろうように茜に言った。

　途と端たんに……。

「……ううっ、うわ～ん！」

　茜は目に涙なみだをためて、泣きだした。

「あんたねえ、この子のどこを見れば、その台詞せりふが出てくるのよ」

　夏紀は一心をにらんだ。




　あの二日前の朝……。

「私、こういうもんです」

　茜に声をかけた胡う散さん臭くさげな中年男は、名めい刺しを取り出してこう言った。

　名刺には、芸げい能のうフリールポライター法のり月づき源げん一いち郎ろう、とある。

「あなた、茜さんだよね？　Ｓ＆Ｓのイッシンと付き合ってるって聞いたんだけど？」

　法月はポケットに入れた左手でレコーダーのスイッチを入れながら、単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞いてきた。

「……ほへっ？」

「同どう級きゆう生せいだよね？　やっぱ、そのへんのつながり？　付き合い始めて、どのくらいになるのかな？」

「……っとお？」

　立て続けの質しつ問もんに戸と惑まどうばかりの茜。

「それから……彼のとこに泊とまったことある？」

「ば、ば、ば、ば、ば、ば、馬ば鹿か言わないでください！」

　ようやく、茜は怒ど鳴なることができた。

「あっ、ちょっと！」

「放はなしてよ！」

　法月の腕うでを振ふり切り、茜はダッシュでバス停ていに向かった。

「キャーッ、痴ち漢かんよ！」

　この声に、バス停に並ならんでいた人々が二人の方を振り返る。

「わっ、ちょ、ちょっと待って！」

　慌あわてて後あと退ずさりする法月。

　これがチャンスと、茜はちょうど来たバスに飛び乗った。

「茜ちゃん、話を聞……！」

　法月の鼻はな先さきで閉まるバスのドア。

「あ、開けてくれーっ！」

「……黙だまれ、痴漢め」

　運転手はドアをドンドンと叩たたく法月に知らんぷりを決め込み、バスを発はつ進しんさせた。

（ありがと、運転手さん！）

　息を切らせた茜は、心の中で礼れいを言う。

　なおも走ってバスを追いかけてくる法月。

　その姿すがたがバスの後こう方ほうに消えてから、ようやく茜は、ほっと安あん堵どしたのだった。

　しかし、ことはそれだけでは終わらなかった。




　茜が学校に着つくと、下げ駄た箱ばこのあたりにクラスのみんなが集まっているのが見えた。

「あ、女郎花おみなえしさん」

　中ちゆう等とう部ぶからの友人が、涙に潤うるんだ目で茜を見た。

「ひどいよ、これ」

「へっ？」

　少女が指さした方に視し線せんをやる茜。

「……なんなの？」

　茜は茫ぼう然ぜんとたたずんだ。

　茜のネームプレートがある下駄箱には泥どろがつめられ、上うわ履ばきが外に投なげ出されてグチャグチャに踏ふみつけられていたのだ。

「誰だれよ、こんなことしたの？」

「俺おれが来たときにはこうなってたぜ」

　と、みんなは顔を見合わせる。

　だが……。

「………」

　茜は深しん呼こ吸きゆうをひとつすると、潰つぶされた上履きを拾ひろい上げた。

「あ、茜？」

　気き遣づかうクラスメートたちの前で茜はニッと笑うと、パンパンと叩いて汚よごれた上履きに足を突つっ込んだ。

「ほら、みんな遅ち刻こくするよ」

　クラスのみんなは茜の態たい度どにほっとした様よう子すで教室へと急ぐ。

　茜も一番後ろから、教室に向かった。

　無む論ろん、心の中は平へい静せいではない。

（負けてたまるもんか！）

　と、何度も自分に言い聞かせているのだ。

　それでも、ギュッと握にぎり締しめたこぶしが怒いかりに震ふるえる。

　しかし、教室の扉とびらまでやってきた時……。

「……使って」

　そんな茜にハンカチを差しだす手があった。

「あ、ありがと」

　茜はハンカチの持ち主の顔を見た。

　クラスの女の子だったが、あまり印いん象しようのない子だ。

　菊きく地ちという名みよう字じは知ってるが、話した記き憶おくはない。
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「これ、洗って返すから」

　すっと全身の緊きん張ちようが抜けた茜は、手を拭ふいて泥だらけになったハンカチをポケットにしまった。




　下駄箱の一件だけでも落ち込むのに、嫌いやがらせはこれだけではなかった。

　教室では机つくえの上にマジックで、汚きたない中ちゆう傷しようの言こと葉ばが殴なぐり書きされていた。

　中に入れたままだった教きよう科か書しよや辞じ書しよは、すべてごみ箱ばこへ。

　代かわりに、剃刀かみそり入りの脅きよう迫はく文ぶんが放ほうり込まれていたのだ。




「剃刀入り？　開けてみたのかよ？」

　一心は呆あきれた顔で尋たずねた。

「ほれ」

　茜はバンドエイドの巻まかれた指を上げて見せる。

「だーっ！　馬ば鹿かか、お前は！　そんなもん、普ふ通つう開けないで放ほっとくだろ！」

　一心たちも、異い常じようなファンレターを受け取ることは多い。

　だが、それを処しよ理りするのはマネージャーの仕し事ごと。

　Ｓ＆Ｓのマネージャーは剃刀どころか、簡かん単たんな爆ばく発はつ物ぶつさえ顔色ひとつ変えずに処理する女だった。

「怒おこらないでよ！　大だい地ちくんのせいでしょ！」

　茜は椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「はあっ？　俺おれのせい？」

「こんな嫌がらせ、あたしのことを大地くんの恋こい人びとと思ったファンの子の仕し業わざに決まってるじゃない！」

「おい、待てよ！　なんで俺のファンが？」

「……イッシン、芸能人のくせにワイドショーも見てないの？」

　夏紀が眉まゆをひそめる。

「あなたの恋人のニュース、学内だけじゃなくて、テレビや雑ざつ誌しにまで広がってるのよ」

「……ああっ！」

　ここまで聞いて、ようやく何の話か分わかったようだった。

「こんところ、やけにリポーターがやってきて、恋人がどうのこうのって根ね掘ほり葉は掘ほり聞くの、お前のことだったのか？」

「そうよ！　みんなこれ、大地くんの紛まぎらわしい発はつ言げんのせいなんだからね！　付き合ってくれだなんて言って！」

「……ちょっと待って」

　夏紀が二人の間に割わり込んだ。

「あなたたち、この前から付き合ってるんじゃないの？」

「だから……！」

　茜は事じ情じようをかいつまんで説明した。




「……あっははははははははっ！」

　ことの顚てん末まつを聞くと、夏紀は大笑いした。

「そりゃイッシンが悪いわ。考えてみれば、いくらイッシンでも本当に付き合ってたら、名前忘れたりしないよね」

「笑い事じゃないよ～。お陰かげでこの三日、嫌がらせが続いてるんだから」

　茜は再ふたたび机つくえに突つっ伏ぷした。

「大地くん、責せき任にん取ってよ～」

　聞きようによっては、かなり危あぶない台詞せりふである。

「まいったな、この忙いそがしい時に……」

　一心は苦にがい表情になる。

　今は、仕事と事件でまったく身み動うごきの取れない状じよう態たいだ。

　この上、茜の問題までとなると、かなりキツい。

「校内的には生徒会の権けん限げんで私が何とかしてもいいけど、学外まで流れた噂うわさはこっちじゃどうしようもないわね」

　と、夏紀が考え込む。

　そもそも、あの「付き合ってくれ」の一ひと言ことが、こんなに早くマスコミにまで伝つたわったのが不ふ思し議ぎである。

　在ざい校こう生せいの誰だれかが、ネットにでも流したのだろうが……。

「……仕し方かたないな」

　一心はため息をついた。

「とりあえず、今日は家まで送ってやるよ、アカネ。このまま自じ殺さつされでもしたら、ちょっと寝ね覚ざめがよくないからな」

「ちょっと、ですって～！　この薄はく情じよう者もの～！」

　茜は呻うめいた。
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　そして放ほう課か後ご……。

　茜と一心が帰った後、夏紀は生せい徒と会かい室しつに行こうと教きよう室しつを出ていた。

　その廊ろう下かで……。

「あの、矢や代しろさん……」

　と、声をかけられた夏紀は振り返った。

「……菊地さん？」

　それは、同じクラスの菊地美み紗さ──先日、茜にハンカチを貸かした少女──だった。

「どうしたの？」

　美紗は目め立だたない子で、夏紀もあまり話をしたことがない。

　たぶん普ふ通つうに化け粧しようをすればきれいになるのだろうが、どことなく野や暮ぼったい印いん象しようがあり、遊びに行こうと声をかける男の子もクラスにはいなかった。

　いつも学がつ活かつの十分前には席に着ついていて、授じゆ業ぎようが終わるとすぐに帰き宅たくする。

　何か部活をしている様よう子すもないし、他に友達もいないようだった。

「ちょっと、相そう談だんがあるの。いいかな？」

　美紗は消え入るような小さい声で言った。

　思い詰つめた表情である。

（ちょ～っと、苦にが手てなタイプ）

　だが、副生徒会長としては、断ことわる訳わけにもいかない。

「うん、いいよ。ここじゃ何だから、生徒会室来る？」

「……ええ」

　美紗と夏紀は、生徒会室のある特とく別べつ教室棟とうへと足を向けた。
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「……で、なんであたし、局きよくに向かうバンに乗っているのかな～？」

　射さし込んでくる夕日に真まっ赤かに染そまった顔で、茜は一心をにらみつけた。

　バンは今、新しん宿じゆくから明めい治じ通どおりを南に進んでいる。

「そりゃあ……」

　一心は肩かたをすくめた。

「俺はこれから収しゆう録ろくがあるんで、お前を送るのがその後になるからさ」

「もう、そんなのってアリなの!?」

「いいだろ？　家には携けい帯たい入れたんだし？」

「ははははは、家、ねえ……」

　茜の虚うつろな笑い。




　今回の騒そう動どうで、茜が一番うんざりさせられたのが、家族の反はん応のうだった。

　広こう告こく代だい理り店てん勤きん務むの父は、

「いやあ、よくやった！　玉たまの輿こし！」

　と、肩を叩たたくし、母はいつになく丁てい寧ねいな化粧でワイドショーのインタビューに応おうじ、フリーターの姉あねはバイト先のファミレスで妹いもうとの生なま写じや真しんを売っていたのだ。

（こいつら、血のつながった家族じゃない！）

　そう茜が思ったのも無む理りもないところだ。




「だけど、この子と噂うわさになるなんて」

　運転席でため息をついたのは、サングラスのマネージャーだった。

「茜ちゃん、だったわよね？　本っっっ当に、この馬ば鹿かのせいでごめんなさい」

　マネージャーの方が、一心よりもしっかりと名前を覚おぼえていたりする。

「誰だれが馬鹿だ？」

「あら、ここには三人しかいないわよ？」

「俺とアカネと、もうひとりは最近コンシーラでもくすみを隠かくせなくなったグラサン女だよな？」

「ほほほっ！　ハンドルを握にぎってるの、誰だか忘れないようにね、このくそガキ！」

　マネージャーは、渋しぶ谷やのど真ん中でグッとアクセルを踏ふみ込んだ。

「……あたし、死ぬかも」

　茜は強こわばった表情を張はりつかせたまま、シートに沈しずみ込んだ。




「で、この子をどうする気、イッシン？」

　渋しぶ谷や署しよの前でハンドルを左に切ったところで、マネージャーは尋たずねた。

「ボディガードのつもりであんたがついて回ったら、結けつ局きよく、噂は消えないわよ」

「……だよなあ」

　おまけに、このところ帰るのは屍し桜ざくら屋や敷しき。

　アカネの家の隣となりだ。

「考えたんだけどさ……」

　一心は身を乗り出して、マネージャーの耳にささやいた。
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　その頃ころ……。

　ニコルはラショーモンからのメールを受け取っていた。

「……レイ？」

　ニコルはモニターの前から兄あにを呼よび寄よせる。

「あのラショーモンが？」

　ビデオを止めてやってきた玲れいは、顔を曇くもらせた。

　メールの内ない容ようは、日本語に訳やくすと次のようなものだったのだ。




　ヘマをしちまった

　相手に逆ぎやくにハッキングされた

　あんたらのデータ、持っていかれたよ

　すまない




　国こく防ぼう省しようの極ごく秘ひデータさえ、時間をかければ手に入れられると普ふ段だんから豪ごう語ごするラショーモンである。

　それが、こうもあっさりと敗はい北ぼくを認みとめるのは、かつてないことだった。

「……あいつのセキュリティーを破やぶるとはな」

「これで、ワタシたちの存そん在ざい、知られてしまったのね」

「ああ。やはり、一ひと筋すじ縄なわでゆく相手ではなかったな」

　玲はアゴに手を当てて、安あん楽らく椅い子すに腰こしを下ろす。

「問題は次に向こうがどう出るかだが……」

　と、その時。

　ルルルルルル！

　電話が鳴なった。

「ハイ？」

　受じゆ話わ器きを取るニコル。

「……ハイ」

　少女は小さくうなずくと、受話器を玲に渡した。

「ミスター詮せん索さく屋や、巽たつみ玲だね？」

　無む機き質しつな声。

　機き械かいを通して、高さを変えているのだ。

「詮索屋というのは当たらないが、確たしかに僕ぼくは巽玲だ」

　玲は名な乗のった。

　ここで否ひ定ていしても意い味みはない。

　すでに相手は、こちらのことを調べ上げているのだ。

「ここにかけてきたということは、君きみが事じ件けんの黒くろ幕まくだな？」

「黒幕？」

　声の主ぬしは笑った。

「随ずい分ぶんと古こ風ふうな表ひよう現げんだね。まあ、君に蜂はちの巣すをつつかれて迷めい惑わくしている者、と言えばいいかな、素人しろうと探たん偵ていさん？」

「なるほど。では、つついた甲か斐いはあった訳わけだ」

　ここまでは、玲の思おも惑わく通りである。

　ネット上でラショーモンが大げさに騒さわげば、必ず犯はん人にんの方から接せつ触しよくしてくる。

　リスクは伴ともなうが、テープを被ひ害がい者しやの遺い族ぞくに送り付けるような犯人には有ゆう効こうな手しゆ段だんだと玲は考えたのだ。

「……君のことは何と呼よべばいい？」

「そうだな。仮かりにインクウィジターとでもしておくか」

「異い端たん審しん問もん官かんか……。なるほど、歪ゆがんだ自じ我がを肥ひ大だいさせた、社会のはみだし者にはピッタリの名だな」

「おいおい、怒おこらせて何か吐はかせようとしても無む駄だだ。こちらも、知ち的てきレベルと犯はん罪ざい学がくの知ち識しきでは君に劣おとることはない」

「君は一体なんのために、あんな酷ひどいビデオを作ったんだ？」

　玲は単たん刀とう直ちよく入にゆうに尋たずねる。

　無む論ろん、相手が正しよう直じきに答えることは期き待たいしていない。

　その間に、ニコルがラショーモンとコンタクトを取り、通つう話わをトレースさせて相手の位い置ちを確たしかめるのだ。

「……がっかりさせてくれる」

　インクウィジターは言った。

「まるで安やす物ものの刑けい事じドラマの台詞せりふだ。そんな質しつ問もんに答える訳がないじゃないか。そもそも、現げん代だいにおける犯罪は、復ふく讐しゆうや怨えん恨こん、育った環かん境きようといった単たん純じゆんな因いん果が関かん係けいでは割わり切れない。愚おろかなマスコミや人じん権けん派はのエセ知識人の真ま似ねはやめろ」

「……そうだな」

　と、玲は同どう意いする。

「ゲームに水を差したようだ」

「ははっ！　分かってるじゃないか！」

　インクウィジターは、会話を楽しんでいるようだった。

「これはゲーム。君の参さん加かで、俄が然ぜんおもしろくなってきた」

「ルールは？」

「簡かん単たんだ。次のビデオ制せい作さくを阻そ止しできれば君に１ポイント。できなければ私のポイント。賭かけるものは……そうだな、君の妹の命にしようか？」

「……！」

　ヘッドフォンで会話を聞いていたニコルの表情が凍こおる。

「その条じよう件けんは吞のめないな。こちらが不ふ利りになり過すぎる」

　受話器を握にぎる玲の手に力がこもり、白くなった。

「もとより公こう平へいなゲームじゃないさ」

　インクウィジターはあっさりと認みとめる。

「君は私を追い詰つめようとしているようだが、実はこちらの方が追い詰めているんだよ。証しよう拠こを見せよう」

　そう、インクウィジターが告つげた時。

　ニコルの前のパソコンのモニター画が面めんが、突とつ然ぜん、切り替かわった。

　そこに流れ始めたのは、ニコルのプロフィール。

　生年月日、本ほん籍せき、家族関係、学がく歴れき、身しん体たい的てき特とく徴ちようから顔写真、故こ郷きようの友人の住所氏名まで、あらゆる情じよう報ほうがスクロールしていった。

　それを見つめる気き丈じようなニコルの顔が、だんだんと蒼あおざめてゆく。

「……ゲームを降おりるという選せん択たくの余よ地ちは、こちらにはない訳か」

　玲は受話器を耳に当てたまま、ニコルの傍かたわらに行ってそっと肩かたに手を置いてやる。

　小こ刻きざみに震ふるえる華きや奢しやな肩。

「巽玲。犯罪に関係した品と引き替かえに、いくつもの事件を解かい決けつしてきた素人探偵。頭ず脳のうは天てん才さい級きゆうだが、原げん因いん不ふ明めいの極きよく度どの紫し外がい線せんアレルギーで、日中の外がい出しゆつは不ふ可か能のうという弱点を持つ」

　インクウィジターの声には、獲え物ものをいたぶるような調ちよう子しがあった。

「健けん闘とうを祈いのる。あまり退たい屈くつさせないでくれ。……それと、この電話は先日殺した女の子の携けい帯たいからかけている。逆ぎやく探たんは無む駄だだよ」

　回かい線せんは唐とう突とつに切れた。

　玲はゆっくりと受話器を戻もどす。

「……レイ？」

　不ふ安あんそうに見つめるニコル。

　だが、玲は落おち着ついた様よう子すで安あん楽らく椅い子すに戻もどり、手足をゆっくりと伸のばした。

「ああ、紅こう茶ちやを入れてくれないか？　こんな午後には、クセのないケニヤ茶がいい」

「う、うん」

　ニコルは言われた通りにキッチンに行って湯を沸わかし、銀ぎんの盆ぼんの上にロイヤル・コペンハーゲンのポットとカップを揃そろえて書しよ斎さいに戻ってくる。

「後は僕ぼくがやろう、レディー」

　玲はニコルを座すわらせ、ティースプーン三さん杯ばいの茶ちや葉ばと、よく沸ふつ騰とうさせた湯をポットに注そそいだ。

　それから砂すな時ど計けいを逆さかさにし、時間を計はかる。

　不ふ思し議ぎなことに、普ふ段だんと変わらない玲の姿すがたを見ていると、ニコルも怯おびえる気持ちが消えてきた。

　やがて、ポットから琥こ珀はく色いろの液えき体たいがカップに注がれる。

　その柔やわらかい香かおりが、ニコルの緊きん張ちようを和やわらげた。

「……インクウィジター君くんは今、探たん検けん家かを鋭するどい爪つめの下に押さえ込んだライオンの気分でいるようだ。自分の腹はらに、ショットガンの銃じゆう口こうが当てられているとも知らずにね」

　自分の紅茶にミルクを注ぎ、玲は一口、味を確かめてみる。

「……うん。こうしてみると、オプションを準じゆん備びしていたのは正せい解かいだったな」

「オプション？」

　ニコルはカップを両手で包つつむように持ち、首を傾かしげた。

「分わからないかい？」

　玲は茶ちや目めっ気けたっぷりの表情でウインクした。

「我わが弟おとうと、一心さ」
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「……という訳わけで諸しよ君くん！」

　大地一心は、楽がく屋やに集まったＳ＆Ｓのメンバーに告つげた。

「今日からみんなの付き人になってくれる……何とかアカネくんだ」

「だから女郎花おみなえしだって！……じゃなくてどういうことよ、これ!?」

「どういうことって……」

　一心はニヤリとする。

「アカネが俺たちの付き人なら、俺と一いつ緒しよにいてもおかしくない訳わけだ。恋人じゃなくて新しい付き人でしたって言えば、誤ご解かいも解とける」

「むう……」

「ねえ、そんな勝かつ手てなこと、超ちようどケチのオカマ社長が許ゆるすと思う？」

　マネージャーが口を挟はさむ。

「こいつのバイト代は、毎月俺のギャラから百円ずつ引いてくれりゃいいから」

「……なら、許すわね」

　金さえかからなければ放ほう任にん主しゆ義ぎ、というのがこのプロダクションの方ほう針しんだった。

（つまりあたしの働きの価か値ちって、缶かんジュース代以下……）

　茜は落ち込む。

　高校はバイト禁きん止しではないので、夏休みになったら近所のケーキ屋で働いてみようと思っていた茜だったが、初めてのバイトがアイドルの付き人になるとは、想そう像ぞうしたことさえなかった。

　それも月げつ給きゆう百円で……。

「……ほれ、挨あい拶さつしろよ、新しん人じん付き人」

　一心は茜の背せ中なかをドンと押した。

「ううっ、女郎花茜です。よろしくお願いします」

　三人の前に出た茜は、ペコリと礼れいをした。

（もう涙なみだも出ないわ……）

　こうしてウヤムヤのうちに、茜はＳ＆Ｓの付き人になったのである。

「よろしく先せん輩ぱい！」

　と、元気よく返へん事じをしたのはもちろん同じ学がく園えんに通かよう宏こう太た。

「大変だね、君も」

　士し郎ろうは苦く笑しようする。

「まあ、噂うわさが消えるまでの辛しん抱ぼうだよ」

　ところが……。

「やれやれ、そう願いたいね」

　と、亨とおるだけは茜から視し線せんをそらし、見ようとはしなかった。

（うわあ～。トオルさん、やっぱり不ふ機き嫌げんそう～。無む理りもないけど……）

　茜のへこんだ表情に、一心はニヤニヤして耳打ちする。

「気にすんな。あいつ、実じつは女の子が全ぜん然ぜんダメなんだ」

「へっ？　でもドラマだとラブシーンとか平気で……」

　茜もささやき返す。

「だから、仕事だと大だい丈じよう夫ぶなんだよ。その上、くくくくくっ……」

　一心は必ひつ死しになって笑いを堪こらえている。

「あいつ、かなりのゲームおたくでさ。知ってるか、『わくわくドキドキ学園ラブ』ってギャルゲー。あれ、あいつの企き画かくなんだぜ」

「え!?」

　現げん在ざい、２とファンディスクも発売中。

　発売日には、店の前に夜明け前から列ができていたと言われるヒット作だ。

　茜もやったことはないが、タイトルぐらいは知っている。

（あ、あんなエッチっぽいゲームを……トオルさんが？）

　ベストジーニストで、抱だかれたい男ランキング第三位のイメージが、茜の中でガラガラと崩くずれ落ちていった。

　と、そこに……。

「……何を話しているのかな、イッシンくん？」

　亨が頰ほおをピクピクさせて二人の間に割わり込んできた。

「べ、別に！」

　とうとう一心は吹ふき出した。

「この世に絶ぜつ対たい存そん在ざいしないような、男に都つ合ごうのいいだけの女子高生が山ほど出てくるギャルゲーの作者の話をしてただけさ」

「て、てめーっ！　沙さ也や加かたちのことを馬ば鹿かにしたな！」

「沙也加ってどれだっけ？　どう考えても校こう則そく違い反はんにしか見えない緑みどりの髪かみをした、オカルト好きの生徒会長か？」

「そりゃ菜な美み子こだ！　沙也加はな、バイリンガルでピアノが趣しゆ味み、テニス部キャプテンのちょっとレズっぽい転てん校こう生せいだ！」

「……そんな不ふ自し然ぜんな設せつ定ていの変へん態たいゲーム、一体誰だれが買うんだ？」

「ふっ」

　亨は革かわジャンを脱ぬいだ。

「表おもてに出ろ」

「おおっ」

「今日こそ引いん導どう渡してやるぜ、イッシン！」

「返り討うちだな」

　二人は啞あ然ぜんとする茜を尻しり目めに、楽がく屋やを出ていった。

「こ、子供……」

　茜は呆あきれて言こと葉ばが続かない。

「ですね」

　うなずく宏太。

「……どうも見苦しいところを」
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　士郎はこめかみを押さえ、取り成なすように言った。

「とりあえず、俺がＨＰで茜さんに対する誤ご解かいを解とくよ。後は……口コミで」

「口コミですか？」

「ついてきて」

　Ｓ＆Ｓのリーダーは新人付き人の手を取って、立ち上がった。




「……だから、この子、新しい付き人なんだ。みんな、誤解させてゴメン」

　茜を連つれて放ほう送そう局きよくの門まで出てきた士郎は、たむろしていた追おっ掛かけの女の子たちに声をかけて話をした。

「な～んだ、そういうこと！」

「よかった～！」

　ほっと胸むねを撫なで下ろすのは、イッシンのファンだろう。

「他ほかの子にも教えてあげてよ」

　士郎は笑え顔がおを見せる。

「は～い！」

　答える少女たち。

「それじゃ、また見にきてね」

　士郎は丁てい寧ねいに全員にサインをしてあげてから、手を振ふって局の中へ戻もどる。

（さすがリーダー！　本当にいい人ね）

　茜は素す直なおに感心した。

（大地くんとは大おお違ちがい。だけど……）

「やっぱりね～」

「おかしいと思ったんだ」

「あんなブスな子のはずないもんね」

「イッシンって、もっと女の子を見る目あるはずだもん」

「あの子なら、絶対安心よ」

　背せ中なかで聞こえる女の子たちの声。

（あれはあれで、すっごくムカつく！）

　茜は、空あき缶かんでも投なげつけてやりたい衝しよう動どうを何とか抑おさえた。




「……ねえ、シローさん、あの人」

　受け付けのある正しよう面めんホールに入ったところで、茜は士郎にささやいた。

　ちょうど降おりてきたエレベーターから、ＡＤや付き人を従したがえたタレントが出てきたのだ。

　サングラスをかけてはいるが、見み間ま違ちがえることはない。

　田た宮みや翔しようである。

「……このところ、ちょくちょく会うな」

　士郎の姿すがたに気がつくと、翔の方から笑顔で声をかけてきた。

「で、そっちの子は？」

「新しい付き人だよ」

　士郎は肩かたをすくめる。

「ど、どうも～」

（わあっ、本ほん物ものの田宮翔だよ～！）

　茜は頭を下げながら、ぼ～っとした顔になる。

「相あい変かわらず、君も忙いそがしそうだね？」

　と、士郎。

「おかげさまで。明後日あさつて、よろしく頼たのむよ。生なまで唄うたうの、久ひさしぶりなんだ」

「……そう言えば、一いつ緒しよだったね」

「って、『ミュージック・サテライト』ですか？」

　茜がこそこそと士郎に尋たずねる。

　日曜八時の『ミュージック・サテライト』は公こう開かい音楽番組。

　先週の予よ告こく編へんでは確たしかに、Ｓ＆Ｓと田宮翔がゲストになっていた。

「まっ、たまには連れん絡らくくれよな、シロー」

　翔はサングラスを押し上げると、大おお物もの然ぜんとした雰ふん囲い気きで局を出ていった。

　それを見とどけてから、士郎は茜とともにエレベーターに乗のり込む。

「かっこいいですね、ショウさんって」

　エレベーターの中で、茜は士郎に話し掛かけた。

「……う～ん」

　と、返へん答とうに困こまる士郎。

「……あの？」

　茜はその顔をのぞき込んだ。

「もしかして、嫌きらいですか、ショウさんのこと？」

「嫌いという訳わけじゃないんだけど、曲と普ふ段だんの彼のイメージが一いつ致ちしなくてね」

　士郎は首の後ろに手をやった。

「目の前に立つと、いつも違い和わ感かんがあるんだ。嫌いというより、苦にが手てって感じかな？」

　そうこうしているうちに、エレベーターが停とまった。

　楽がく屋やの前に戻ると、一心と亨がのびている。

「あの、これ？」

「ダブル・ノックアウトだね。気にしない、気にしない」

　士郎は二人をまたいで楽屋に入った。

「いつものことだ。君も慣なれるよ」

「な、慣れたくないんですけど～」

　そう言いながらも、茜はしっかりと一心をまたぐ。

　だが……。

「パンツ、ピンクか？」

　足元で声。

「……げっ！」

　慌あわてて視し線せんを落とすと、そこでは一心が薄うす目めを開けて、ニヤニヤとこちらを見上げていた。

「最っ高に似に合あわね～」

「……い、い、い、一度死ねーっ！」

　ガッ！

　茜は付き人第一日目にして、担たん当とうするタレントに蹴けりをかましていた。
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　翌よく日じつ。

　土曜の午後……。

「今夜もイッシンのヤツ、来るのかな」

　フランスパンやワインの詰まった紙かみ袋ぶくろを抱かかえたニコルは、小さなため息をついた。

　買かい物もの帰りである。

「ホントに邪じや魔ま」

　ここ数日、一心はＳ＆Ｓの合がつ宿しゆく所じよにも、かおるのいる実じつ家かにも帰らず、屍し桜ざくら屋や敷しきで寝ね泊とまりしていた。

　玲の捜そう査さを手て伝つだうためではあるが、ニコルにとっては鬱うつ陶とうしいことこの上ない。

　今までの二人の静かな楽しい生活が、無む神しん経けいで口の悪い一心の乱らん入にゆうによってかき乱みだされてしまったのだ。

　ニコルにとって、玲のために食事を用よう意いするのは毎日の楽しみのひとつである。

　だが、大おお食ぐらいで、味に文もん句くをつける一心の分を用意するのは、ニコルの精せい神しん衛えい生せい上じよう、非ひ常じように宜よろしくない行こう為いだった。

「……キャットフードでも食べてればいいのに」

　本当にそうしてやりたいところだが、玲の手前、そうもできない。

「ああ、悔くやし！」

　と、ブツブツ言いながら屋や敷しきの前まで来た時……。

「待ちな！」

　路ろ地じ裏うらから、五人の男が飛び出してきてニコルを囲かこんだ。

　全員が二十歳はたち前後。

　どう見ても品ひん行こう方ほう正せいな連れん中ちゆうではない。

「へえ、本物の金きん髪ぱつじゃんか」

　赤いバンダナを頭に巻いた目つきの悪い男が、ニヤニヤと舐なめるようにニコルの身体からだを見る。

「黙だまってついてくりゃあ、悪いようにはしねえよ」

　貧ひん相そうな髭ひげを伸のばした鼻はなピアスの男が、チンピラっぽくバタフライナイフを振ふり回した。

「レ……！」

　少女は兄に助けを求めようとして言こと葉ばを吞のみ込んだ。

　今は日につ中ちゆう。

　太たい陽ようの光が燦さん々さんと照てりつけている。

　玲にとっては、致ち命めい的てきな光が……。

　それでも、ニコルがここで悲ひ鳴めいを上げれば、玲は命を捨すてて助たすけに来てしまうだろう。

　それだけは絶ぜつ対たいに避さけなくてはならない。

　ニコルは唇くちびるを嚙かんで、逃にげ道を探さがした。

　だが、それを許ゆるすような連中ではなかった。

　左右からニコルの腕うでをつかみ、ナイフの先せん端たんをニコルの脇わき腹ばらに押しつける。

「いい子にしてろよ。でないと殺すぜ」

　鼻ピアスの男が、煙草たばこのヤニに染そまった黄色い歯はを見せた。

　理り性せいもモラルもない、後あと先さき考えずに欲よく望ぼうのままに行こう動どうする獣けもののような奴やつら。

　気き丈じようなニコルも両足が震ふるえ、キッとにらみつけるのがやっとである。

　それでも絶対に、助けてとは言わない。

　玲のために。

「さあ、来な」

　鼻ピアスがぐいと身体を引ひっ張ぱった。

　その時。

　ビュッ！

　何か小さなものが飛んできて、鼻ピアスの男の右目に当たった。

「ってえ！」

　男は目を押さえて屈かがみ込んだ。

「誰だれだ！」

　残りの四人が振り返る。

「その小こ生なま意い気きなチビの……兄あに貴きだよ」

　一心はベルトから別のギターピックを取ると、チラリと後ろを見た。

「……と、その付き人な」

「あ、あたしは関係ないわよ」

　茜は一心の後ろに隠かくれる。

「ざっけんな！」

　バンダナの男が金きん属ぞくバットを振りかぶり、一心に向かって走った。

　ビュッ！

　リッチー・ブラックモア型の五ご角かつ形けいのピックが飛とんで、バンダナ男の眉み間けんを直ちよく撃げきする。

　さっき鼻ピアスの男が右目に食らったのと同じ、一心がステージで使っているピックである。

「ほらよ！」

　一心はバンダナ男が怯ひるんだ隙すきに詰つめ寄り、アゴを蹴けり上げた。

「ボレーシュートだ！」

　バンダナ男の身体からだは浮うき上がり、後こう頭とう部ぶからアスファルトの道どう路ろに落ちる。

　同どう時じに、一心は二枚のピックをニコルの腕うでをつかんでいた二人に向けて放はなった。

　二人が目をかばおうとしたその瞬しゆん間かん、ニコルはすかさず腕を振り解ほどき、ワインの壜びんを握にぎって二人の頭に叩たたきつける。

「ちっくしょう！」

　鼻ピアスは目を擦こすりながら立ち上がり、落としたバタフライナイフを拾ひろおうとした。
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「わわわわわわっ！」

　茜が飛び出し、スライディングしてバタフライナイフを蹴った。

　ナイフは道どう路ろの上を滑すべり、排はい水すい溝こうに落ちる。

「このアマ！」

「きゃああああーっ！　やめてーっ！」

　茜は目を閉じ、学生カバンを鼻ピアスの頭にバンバンと何度も振り下ろした。

　一心はその間に、背はい後ごから鉄パイプで殴なぐりかかろうとした男に対し、オーバーヘッドキックを食らわせる。

　仮かりにも中学時代はフォワードをやっていた一心のキックである。

　鎖さ骨こつを折おられた男はアスファルトの上を転ころげ回った。

　こうなると、後はもう一いつ方ぽう的てきである。

「……くそっ、どこが楽な仕事なんだ！」

「ワリに合わねえよ！」

　数分後、ボロボロになった五人は、ほうほうの体ていで一心たちの前から逃にげていった。

「付き人、ピック拾ひろっとけよ」

　一心は茜に向かって言うと、ワインの壜を握ったままへたり込んでいるニコルのもとに駆かけ寄った。

「い、威い張ばらないでよねっ！」

　怒ど鳴なり返しながらも、茜は一心が投げたピックを拾い上げる。

「……よう、平へい気きか？」

　一心はニコルに声をかけた。

「な訳わけないでしょ！」

　ニコルは瞳ひとみを潤うるませたまま、それでも威い勢せいよく言い返す。

「あんな頭の悪そうなクズども！　生まれた瞬しゆん間かんから、刑けい務む所しよに放ほうり込んでおけばいいのよ！」

「おっ、めずらしく意い見けんが合ったな」

　一心は膝ひざをついて、少女の頭をポンと叩く。

「偉えらかったぞ」

「……えっ？」

「お前、玲のこと考えて、助け呼よばなかったんだろ？　恐こわかったのに、よく頑がん張ばったな」

「こ、恐くなかったもん」

　ニコルはちょっとはにかんだ様よう子すで膝を抱かかえ込んだ。

「さあ、ボロ屋や敷しきに戻もどろうぜ。やっぱり、玲に報ほう告こくはしとかないとな」

　一心は笑いながら立ち上がった。




「……自分の家の前でさえ」

　カーテンが閉じられた書しよ斎さいで安あん楽らく椅い子すに腰こしを下おろしていた玲は、背もたれに寄より掛かかってゆっくりと目を閉じた。

「太たい陽ようが空にあるうちは、大たい切せつな妹いもうとさえ守りきれないとはね」

「ううん、レイは悪くないよ！　あれだけ気をつけろって言われていたのに、勝かつ手てに外に行ったのはワタシだもの！」

　ニコルは頭を振った。

「なあ、暗くなんなよ」

　一心は机つくえに腰掛け、腕を組んでいる。

「この口の腐くさった小学生も無ぶ事じだったんだし」

「イッシンだけには、口が腐ったって言われたくない」

　ニコルは、茜の入れたココアを飲みながらにらんだ。

「……薄い。アカネ、ココア入れるの下へ手ただよ」

「悪かったわね！」

　ピーナッツチョコで頰ほっぺたを膨ふくらませた茜は、鼻の頭にシワを寄せる。

「……こっちだって恐かったんだから」

　月げつ給きゆうの百円とは別に、危き険けん手て当あてが欲ほしいくらいだ。

「一心、女郎花おみなえし君、感かん謝しやしているよ。君たちが居い合あわせなかったら、ニコルはさらわれていた」

　玲は目を閉とじたまま、口元に手を持ってゆく。

「ああ。六時からのクイズ番組の収しゆう録ろく前まえに、一回戻ってきたのは正せい解かいだったよな」

「……そう言えば、もうそろそろ出で掛かけなくっちゃ」

　丸一日ですっかり付き人が板についてきた茜が、時と計けいを見た。

「ほら、マネージャーさんに怒おこられるよ」

「だーっ、分わかったって！」

　腕を引ひっ張ぱられた一心は、渋しぶ々しぶながら扉とびらに向かう。

「ああ、アカネはもう今日はいいからな」

　先に行こうとする茜に向かって、一心は声をかけた。

「へっ？」

　さっきまで奴ど隷れいのようにこき使われてたのに、急に帰っていいなんて言われると調ちよう子しが狂くるってしまう。

「その代かわり……」

　一心は屈かがんで声をひそめる。

「ニコルのやつを頼たのむ。いくら小こ生なま意い気きなガキでも、かなりショックだったみたいだからな」

「……だね」

　うなずく茜。

「じゃあ、あたし、今夜はこっちに泊とまることにする。ニコルは玲さんから離はなれたがらないだろうし」

「サンキュ」

　と、一心が書しよ斎さいの扉とびらを閉しめようとしたその時……。

　ルルルルッ！

　机つくえの上の電話が鳴なった。

「………」

　ニコルを制せいし、玲が受話器を取る。

「自みずから定さだめたルールを破やぶったゲームは面おも白しろいか、インクウィジター？」

　相手が口を開く前に、玲は機き先せんを制した。

　同どう時じに、通つう話わの録ろく音おんを開かい始しし、音おん声せいを切り替かえて一心たちにも会話の内容が聞き取れるようにする。

「……部下が先さき走ばしった手を打った。謝しや罪ざいする」

　インクウィジターの人じん工こう的てきな声。

　一心と茜にとっては初めて聞くものだ。

「お詫わびに、こちらのカードを一枚開いて見せよう」

「必ひつ要ようない」

　玲は答えた。

（な、何を言い出すんですか、この人はっ!?）

　茜は目を丸くして玲を見る。

「一度、ルールを破った人間を信用しろと？　僕はそれほど愚おろかではない」

「……明日、バイヤーへのデモンストレーションを行なう」

　玲の拒きよ否ひを無む視しして、インクウィジターは続けた。

「数百万単たん位いの人間が、ひとりの少女の死を目もく撃げきする」

　電話は切れた。

　玲はテープを止め、受話器を戻す。

「……バイヤーって言ったよな？」

　通話中、口を閉とじていた一心が尋たずねた。

「スナッフビデオのバイヤーのことか？」

「どうやら、ネットを介かいさない直ちよく接せつ取とり引ひきのようだな。古こ風ふうなやり方だが、危険は少ない」

　うなずく玲。

「ラショーモンが尻尾しつぽをつかめない訳わけだわ」

　ニコルもつぶやく。

「ねえ、さっきどうして必要ないって答えたんですか？　せっかくヒントをくれるって言ったのに？」

　茜は玲に聞いた。

「ああした人間は、自じ尊そん心しんを傷きずつけられることをひどく嫌きらう。僕が彼を見み下くだした態たい度どを取ったことで、彼は最初に漏もらそうとしていた以上のヒントをこちらに与あたえることになった」

　玲は説せつ明めいした。

「おかげで、場所も時間もかなり絞しぼれたよ」

「……そうか！」

　やや遅おくれて、一心がパチンと指を鳴ならした。

「えっ？　何、二人だけ分かっているの？」

　茜は玲と一心を見み比くらべた。

「分からないのはアナタだけよ」

　と、ニコルも肩をすくめる。

「でも、調べるのは大変だと思うけど？」

「任まかしておけよ、ませチビ」

　一心はニヤリとして、書しよ斎さいを出ていった。
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「……お前が下らない手を回したために、危あやうくゲームの相あい手てを失うしなうところだった」

　インクウィジターは携けい帯たいを切ると、目の前で直ちよく立りつ不ふ動どうの姿し勢せいを取る男に冷たい視し線せんを向けた。

「申もうし訳ありません」

　男はすっかり怯おびえ切っている。

「このような失しつ敗ぱいはもう二度と……」

「当とう然ぜんだ。……バイヤーの方はどうなっている？」

「あのラショーモンというハッカーがネット上で騒さわいだことで、多少動どう揺ようがあるようです。来らい日にち予よ定ていだったバイヤーのうち、二人がまだ到とう着ちやくしていません」

「やってきたバイヤーには最高のもてなしを準じゆん備びしろ。当然のことだが、直ちよく接せつの接せつ触しよくは取るな」

「はい。……あの、それから」

「分かっている。その件に関しては、ちょっとした考えもある。お前の不ふ始し末まつでこちらにまで警けい察さつの目が向くような事じ態たいにはしたくないからな」

「あ、ありがとうございます」

「それと……」

　インクウィジターは、右手の人差し指を立てた。

「バイヤーには、テープがもう一本増ふえることを伝つたえろ。あまり美人ではないが、生き生きとした子を見つけた。彩あや乃の二ふ美み花かは後あと回まわしだ。次の主しゆ演えんは、そっちの少女にする」

「はい」

　男が出て行くと、インクウィジターはクスクスと笑った。

「さて、どう出るかな、巽たつみ玲？　楽しませてくれよ」










　第四章　二千五百万人の目もく撃げき者しや




「結けつ局きよく、さっぱり分わかんないんだけど……？」

　欠伸あくびを嚙かみ殺した茜あかねは、首を傾かしげた。

「何がだね、付き人君くん」

　自じ販はん機き前のベンチで雑ざつ誌しのグラビアに目を通していた一いつ心しんは、すました顔を上げた。

「あのね……」

　茜は額ひたいに手をやった。

「どうして、朝からあちこちの局をこうやって回ってるのかって聞いてるの」

「お前さ……」

　一心は雑誌を置いた。

「インクウィジターの言こと葉ば、聞いてただろ？」

「うん」

「あいつ、数百万単位の人間がひとりの少女の死を目もく撃げきするって言ったろ？」

「……言ったっけ？」

「言ったんだよ。で、数百万単位の人間が、同どう時じに何かを目撃できる場ば所しよっていえば？」

「…………………………あっ、テレビ！」

　ようやく茜は気がついた。

「そう言うこと。だから俺おれたち、公こう開かい生なま番ばん組ぐみをやってる局を回ってるんだよ」

　日曜は再さい放ほう送そうも多く、公開の生番組はそう多くない。

　今のところ、十時からの対たい談だんバラエティーと、これから始まる情じよう報ほう番組の二本。

　あとはＳ＆Ｓも出る、夜八時からの『ミュージック・サテライト』だけだ。

「……だったら、ここで座すわってていい訳わけ？　スタジオで見み張はってなくていいの？」

　茜は腰こしに手を当てた。

「オンエアまで……」

　一心は、壁かべの時と計けいを見る。

「まだ二十五分あるだろ。忘わすれるなよ、俺たち、潜もぐり込んでるんだぜ」

　その通りだった。

　人にん気きアイドルとその付き人ということで、局の入口のガードマンのチェックは顔パスで通つう過かできた。

　だが、公開番組を監かん視しするとなると、話は別である。

　誰だれか仲のいい芸げい能のう人じんやスタッフを見つけて、セット裏うらにでも入れてもらう他ほかない。

　だから一心は、ここでそうした人物を待っているのだ。

「あっ、でも……」

　茜は考え込んだ。

「日曜って、野や球きゆうとか、ゴルフってあるよね？　それに競けい馬ばとか？　そっちは見張らなくていいのかな？」

「……！」

　一心の顔から余よ裕ゆうの色が消えた。

「おいっ！　玲れいか!?」

　慌あわてて玲に携けい帯たいを入れる。

「お前、スポーツ番組って可か能のう性せい、考えたことあるか!?……そうだ、アカネが言い出したんだよ！　そう……、ああ、そうだ。……ああ……ああ」

　一心はふうと息をついて通つう話わを切り、

「ったく、驚おどろかせるなよな」

　と、茜をにらんだ。

「玲さん、何だって？」

「その可能性は非ひ常じように低いってさ。スポーツ中ちゆう継けいだと、観かん客きやく席せきにカメラが向いている瞬しゆん間かんを狙ねらっての殺人は難むずかしいって。それにアップにでもならない限かぎり、アリンコぐらいにしか映うつらないだろう？」

「そっか……」

「とりあえず、今度の番組に集しゆう中ちゆうしようぜ。……ねえ、秋あき山やまさん！」

　一心は立ち上がると、知り合いのタイムキーパーを見つけて駆かけ寄よっていった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「ホントに、ホントに大だい丈じよう夫ぶ？」

　黄色のワンピースというめずらしく年とし相そう応おうの服に着き替がえたニコルは、心しん配ぱいそうな顔で何度も尋たずねた。

「こちらはね」

　玲は少女にカードと携帯を手渡す。

「だが、一心と女郎花おみなえし君の方が心しん配ぱいだ。二人の方を頼たのむ」

「分かった、レイがそう言うんなら……」

　こうして午後五時。

　ニコル・エマーソン・タツミは『ミュージック・サテライト』の見けん学がくに、テレビ局へと向かった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「……結けつ局きよく、空から振ぶりだったね」

　茜はささやいた。

「残るはこの『ミュージック・サテライト』か……」

　一心は、「Ｓ＆Ｓ様」との貼はり紙がある控ひかえ室しつのドアを開けた。

「どうなってんだ？　お前がこんなに早く来るなんて？」

　すでに入っていた亨とおるが、怪け訝げんそうな顔で一心を見た。

　と言っても、他のメンバーはすでに揃そろっている。

　マネージャーも一いつ緒しよだ。

「……収しゆう録ろく開かい始し、二時間前。リハーサルにも間まに合ってる。奇き跡せきだわ」

　マネージャーは腕うで時ど計けいを見てつぶやく。

「お前ら……」

　一心はこめかみを押さえる。

「アカネ先せん輩ぱいのおかげじゃないですか？」

　と、宏こう太た。

「いい影えい響きようだね」

　士し郎ろうもキーボードに指を走らせつつ、微笑ほほえむ。

「ええ～？　そうですか～？」

　茜は両りよう頰ほおに手を当てた。

「あたしってもしかして、付き人の才さい能のうあるのかな？」

「照てれるな馬ば鹿か」

　一心の冷たい突つっ込こみ。

「それに何だよ、付き人の才能って？　お前、ちょっと可か愛わいいって言われると、ほいほいとナンパに引ひっ掛かかるタイプだろ？」

「……そういう言い方ってないんじゃない？」

　今のひとことは、結けつ構こうきた。

　一心はこういう口の利きき方しかできない奴やつだと、茜も分かってきたところだった。

　それでも、今のはないと思う。

「ほほう、言い方変えりゃあ、その軽い頭と性せい格かくが治なおるわけね？」

　一心は茜が傷きずついていることにまったく気づかずに続ける。

「……じゃあ、大だい地ちくん、あたしのことそういう女だと思ってたんだ」

「そういや、俺が付き合えって言った時、勘かん違ちがいして喜よろこんでついてきたよな？」

「………」

　茜はうつむいた。

（あたしのこと、何から何まで否ひ定ていするんだ、大地くんって……）

　握にぎった両手のこぶしが小さく震ふるえる。

　そして……。

「大地くんの馬鹿ーっ！」

　茜は一心に背を向けると、ドアに体当たりをするようにして楽がく屋やを飛び出していった。

　約十五秒ほど、楽屋の空気が凍こおりつく。

「……ちょっと、言い過すぎたかな？」

　一心はつぶやいた。

「あれはちょっととは言わないよ、イッシン」

　普ふ段だんは何でも笑って許ゆるす温おん厚こうな士郎が、かなり厳きびしい表情を見せる。

「あたしらは、あんたの口の悪さに慣なれてるけどね……」

　マネージャーはゴロワーズをくわえると、細ほそ身みのライターで火を点つけた。

「……あの子、普ふ通つうの子よ」

「今のは絶ぜつっっっ対たいに、イッシン先輩が悪いですよ」

　と、宏太。

「あんなこと言われたら、僕ぼくだって怒おこります」

「あ～あ、知らねえぞ、あの子がここの屋おく上じようから飛び降おりても」

　クルリと椅い子すを回して、腕を頭の後ろに組んだ亨は、鏡かがみ越ごしに冷たい視し線せんを向ける。

「わあったって！　追いかけるよ！」

　後ろめたさから一心は降こう参さんした。

「追いかけて？　その後、どうするのかな？」

　マネージャーが先を促うながす。

「あ、謝あやまりゃいいんだろうが！」

　一心は部へ屋やを出ると、乱らん暴ぼうに楽屋のドアを閉しめた。




「ったく、あいつどこに消えた？」

　一心はとりあえず、楽屋のある四階とＤスタジオがある三階を探さがし回った。

　Ｄスタジオは、『ミュージック・サテライト』の撮とりがあるスタジオ。

　そろそろ番組の見けん学がく者しやもスタジオに入りつつあるので、その目を避さけながら動くのは結けつ構こう大変だ。

「……あれ？」

　一心は三階のエレベータホールの前に、見知った顔を見つけた。

「夏なつ紀き！」

　まわりの女の子がキャーッと騒さわぎだすのを尻しり目めに、一心は声をかけた。

「あれ、イッシン？」

　夏紀は、別の少女と一いつ緒しよだった。

　夏紀もかなりの美少女だが、隣となりに立っている子はそれに引けを取らない容よう姿しである。

　一心は二人を人通りの少ない場ば所しよまで引ひっ張ぱってゆく。

「お前、何してんだよ？」

　茜を探している途と中ちゆうということもあり、つい詰きつ問もん口く調ちようになる。

「何って……」

　夏紀はちょっと言こと葉ばに詰つまったが、すぐにニッコリと笑った。

「決まってるじゃない。愛するイッシンの仕し事ごとを見にきたのよ」

　夏紀にしては面おも白しろくない冗じよう談だんである。

　何か隠かくしているような気がしたが、今はそれどころではない。

「そっちの子は？」

　一心は隣の少女を視し線せんで示しめした。

「イッシンって本当にクラスの子、覚おぼえてないよね」

　夏紀は呆あきれた顔になる。

「菊きく地ちさんだよ。菊地美み紗さ」

　と、言われても一心には記き憶おくがない。

　だから、今の美紗が教室での凡ぼん庸ような印いん象しようとはまったく違ちがって見えることにも、気がつかない。

「……どうも」

　美紗は頭を下げた。

「よお」

　一心は軽くうなずくと、夏紀に尋たずねた。

「ところで、アカネの馬ば鹿か、見なかったか？」

「アカネ？」

　と、目を細める夏紀。

　この時、隣の美紗がビクンと肩を震ふるわせるのを、一心は見み過すごした。

「あいつを探してるんだ。もし見かけたら教えてくれ。本番中でも、目で知らせてくれりゃいいから」

「……分かった。そうする」

「じゃあ、急ぐから」

　一心は二人から離はなれると、別の場所を探しにいった。




　一いつ方ぽう……。

（ああもう！　これもそれもあれもどれも、み～んな大地くんのせい！）

　茜は一階のロビー付ふ近きんをうろついていた。

　本当はこのままタクシーで家まで帰ろうかと思ったのだが、財さい布ふの入ったポーチを控ひかえ室に置いてきたことに、一階に降りてきてから気がついた。

　あれだけ大おお騒さわぎしたものだから、財布を取りにいきたくても戻もどるに戻れない。

（どうしよ、マジで？）

　と、茜が考え込んでいると……。

「おや、君きみ？」

　声をかけてきたのは、アルマーニのジャケットとジーンズの組合せをラフに着こなしているサングラスの青年。

　一昨日おととい会った、田た宮みや翔しようである。

「あっ、田宮さん」

　茜は、翔がちょっと挨あい拶さつしただけの自分を覚えていたことに驚おどろいた。

　一心とはえらい違ちがいである。

「君、Ｓ＆Ｓの付き人の子だろ？」

　翔は近ちか寄よってきて、サングラスを外はずした。

「はい。えっと……、いいえ」

　茜は口ごもった。

「もう辞やめるんです、今日で」

　視し線せんを合わせることができずに、うつむいたまま、か細い声で答える。

「何かあったのかい？」

「い、いいえ」

　一いつ瞬しゆん、脳のう裏りに一心の顔がよぎった。

　小こ馬ば鹿かにしたような表情で、ベエッと舌したを出している顔だ。

　再ふたたび、怒いかりが燃もえ上がり、声が震える。

「向いていないんです、あたし。こういう華はなやかな仕事って……」

「付き人は、あまり華やかな仕事とは言えないと思うよ」

　翔は微笑ほほえんだ。

「でも、始めて一週間にもならないんだろう？　向いてないって決めるの、まだ早いんじゃない？」

「辞めるって言って、出て来ちゃいましたから」

「惜おしいな。俺なら絶ぜつ対たいに引き止めるけど」

「ど、どうしてですか？　あたし、何にもできないし」

「それは君がそう思っているだけ。僕の見たところ……」

　魅み惑わく的てきな瞳ひとみに見つめられ、茜の頰ほおは火ほ照てる。

「君にはまわりの人を元気にする才能がある。眩まぶしいくらいにね」

「まわりの人を……元気に？」

　同じようなことを、前に夏紀にも言われた覚えがある。

　でも、今まではずっと、質たちの悪い冗じよう談だんだと思っていたのだ。

（ちょっとは自じ信しん持っていいのかな？　こんなあたしでも）

「……う、嬉うれしいです。噓うそでも、そうやって励はげましてもらえて」

　茜は真まっ赤かになった顔を伏ふせた。

　涙なみだがポタポタと床ゆかに落ちる。

「噓じゃないさ。……ねえ、辞めたのなら、僕の付き人にならないか？　今からでも？」

「か、か、か、か、からかわないでくださいよ、田宮さん！」

「本気なんだけどな」

　翔は茜の顔をのぞき込もうとした。

「それから、ショウでいいよ。田宮さんなんて堅かた苦くるしいだろう？」

（……この人、テレビで見た時はあんまり気がつかなかったけど……かなり素す敵てき……）

　茜の中で、翔の好こう感かん度どは、軽く一心を抜ぬき去って断だんトツの第一位になった。

　ちなみに、二位は玲。

　三位は士郎である。

「あ、あたし帰らないと……」

　茜は会え釈しやくし、翔の横を擦すり抜けようとする。

「知ってるよね？　今夜の『ミュージック・サテライト』に俺が出るって。良かったら見ていかないか？」

　翔は、茜の肩かたに手を置き、そっと引ひき寄よせた。

　ふらついた茜は、そのまま頭を翔の胸むねに委ゆだねる格かつ好こうになる。

（み、み、み、密みつ着ちやくしてる～っ！　あたしと、田宮翔が密着～っ！）

　茜は、何がなんだか分からない間にコクコクとうなずいていた。

「席は僕の方で用意させる。番ばん組ぐみが終わったらゆっくり話そう」

　立っているのがやっとの状じよう態たいの茜から離はなれると、翔はちょうど降おりてきたエレベーターに飛び乗った。

「それじゃ後で！」

　エレベーターの扉とびらが閉しまると、茜は近くの喫きつ煙えんスペースのソファーに倒たおれるように座すわり込む。

　そして、そのままの姿し勢せいで約二分経けい過かの後。

（……あたしのこと、認みとめてくれる人だっているんだ）

　やっと我われを取り戻もどした茜の両手は、小さなガッツポーズを取っていた。

（ざまあみろ、大地一心っ！）




　その時……。

「面おも白しろいところを目もく撃げきしたよ……」

　柱はしらの陰かげで、一いち部ぶ始し終じゆうを見ていた者があった。

「これはレイも予よ想そう不ふ可か能のうだった展てん開かい。早くここから離はなれた方がいいかも」

　ニコルである。

　少女はこそこそと低い姿し勢せいでアカネの後ろを擦すり抜け、次に降りてきたエレベーターに乗り込む。

　もっとも、今のアカネでは、たとえ大おお手でを振ふって前を通っても気づきはしなかっただろうが……。

「やれやれね」

　エレベーターの中で、ほっと息をつくニコル。

　だが、再ふたたびその扉が開いた時、目の前に立っていた一心を見てニコルは悲ひ鳴めいを上げそうになった。

「……何してんだ、ブラコン児じ童どう？」

　めずらしい動物でも見つけたような目で、一心はニコルを見下ろした。

「う～っ、馬ば鹿かイッシン、脅おどかさないでよ！」

　ニコルは唇くちびるを尖とがらせる。

「見にきたのよ、公こう開かい放送。たぶん、これがインクウィジターにとって最後のチャンスだから」

「玲の指さし図ずだな？　まあ、いいさ。……ところで、アカネをどっかで見かけなかったか？」

「目撃したことはしたけど……」

　ちょっと煮にえ切らない返へん事じ。

「何だよ？　はっきりしろよ、お前らしくない」

「……男と一いつ緒しよだった」

　ニコルは渋しぶ々しぶ答えた。

「はあ？……男？」

「ショウって呼よんでた」

「ショウ？　田宮翔、あいつ……」

「一心の付き人辞やめて、ショウの付き人になるって」

　ニコルは細こまかいニュアンスを省はぶいて伝つたえる。

　要よう約やくすれば確たしかにその通りなのだが……。

「抱だき締しめられてたし……」

「………」

　一心は、エレベーターに乗るのをやめた。

　目の前で、ガチャンと扉とびらが閉しまる。

「どしたの？　アカネ探さがしてるんでしょ？」

　ニコルは下から顔をのぞき見る。

「いらねえよ、あんなの」

　一心はプイと目をそらした。

「俺はステージ上から、お前は客席から見み張はる。それで十じゆう分ぶんだろうが」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「はい、今夜も始まりました～、ミュージック・サテライトです」

　副ふく調ちよう整せい室しつからの指し示じを受けたＡＤの合あい図ずで、パーソナリティーを務つとめる弓ゆみ塚づか亜あ希き美みアナはスポットライトを浴あびてニッコリと笑顔を作った。

　夏休みがどうした、などという当たり障さわりのないオープニング・トークの後、弓塚アナは続ける。

「今日最初のゲストは、この方たちです。Ｓ＆Ｓのみなさん、どうぞ！」

　ＡＤが拍はく手しゆのサインを客きやく席せきに出す。

　黄色い声が飛ぶなか、Ｓ＆Ｓのメンバーは、士郎、宏太、亨とおる、一心の順にステージ上かみ手てから登とう場じようする。

（どこだ……？）

　一心は司し会かいの弓塚アナに軽く頭を下げながら、客席に目をやる。

　前から二列目の席に、矢や代しろ夏紀。

　その右隣に、あまり記き憶おくにない美紗というクラスメート。

　左の端はしの方にはニコル。

　そして……。

（あんにゃろ）

　ほぼ客席の真ん中に、茜は座すわっていた。

　一心が見ていることに気がついているのか、視し線せんは全ぜん然ぜんステージと関係ない方を向いている。

「さて……」

　四人がゲスト席に座ると、弓塚アナはまず士郎に声をかけた。

「毎年恒こう例れいとなったＳ＆Ｓの夏の列れつ島とう縦じゆう断だんツアー、一週間前にスタートしたんですよね？」

「ええ。来てくれました？」

　と、士郎。

「行きましたよ～。もう、最っ高でした～！」

（……誰だれが狙ねらわれる？）

　一心は士郎と弓塚アナの会話にうなずきながら、視線だけは客席に向けていた。

（カメラの動きを追おえ。インクウィジターの目もく的てきは殺しの瞬しゆん間かんがオンエアされることだ）

　自分に言い聞かせる一心。

　ニコルも同じように考えているのか、客席にあって、ひとり真しん剣けんな表情である。

（猫ねこの手も借かりたいっていうけど、せめてハスキー犬程てい度どの働はたらきはしてくれよな、ませチビ……）

　普ふ段だんは同じ空気を吸すっているだけでも腹はらが立つ小こ娘むすめだが、今回だけは役に立ってくれることを祈いのらざるを得えない。

「じゃあ、そろそろスタンバイお願いします」

　弓塚アナの朗ほがらかな声が、耳に飛び込んできた。

　一心は、はっとする。

　いつの間まにか、トークの時間が終わっていたのだ。

　Ｓ＆Ｓのメンバーは、ゲスト席から移い動どうしてセットに立つ。

「それではお送りします、ソーズ＆ソーサリーで、『奇き跡せきのレジェンド』！」

　曲のイントロが始まった。

（この中の誰だ？）

　一心は七色のライトを浴あびて唄うたいながら、客席を見み渡わたす。

　今夜は最さい悪あくの生なま放ほう送そうだ。

　客席には、一心のよく知っている人間が三人もいるのだ。

　その誰かが、インクウィジターのターゲットとなってもおかしくない。

　それでも、一心はプロだ。

　この緊きん張ちようの中で、最高とは言わないまでもノリのいいパフォーマンスを見せる。





……それでも僕ぼくらは感じた

運うん命めいかもしれないって

時を越こえて

巡めぐり会った

奇跡のレジェンド






　ＡＤのＯＫのサイン。

　曲が終わり、ＣＭに入る。

「はい、ありがとうございました！」

「……ふう」

　一心は、肩の力を抜ぬいた。

　インクウィジターからの電話を信じれば、少なくとも、ＣＭ中の殺しはないからだ。

　ニコルも、ほっとしたように椅い子すに沈しずみ込んでいる。

　だが、それもほんの二分ほどのこと。

　すぐに次のゲストの彩あや乃の二ふ美み花かが登とう場じようし、トークと唄うたに入る。

「……おい、どうしたんだよ」

　トークが進む間に、亨がささやいてきた。

「お前マジで目、恐こわいぞ」

「ええい、黙だまってろ」

　答えながらも、目は客席だ。

　不ふ審しんな動きを見せる者はいないか、それだけに意い識しきを集しゆう中ちゆうしようとする。

　だが、そういう時に限かぎって……。

「……じゃあ、一いち応おう高校でも、新しん体たい操そう部ぶに籍せきは置いているんですね？」

　弓塚アナはうなずいた。

「でも、まだ一回も出てないんです。部長さん、顧こ問もんのセンセ、すいませ～ん」

　二美花はカメラに向かってペコリと頭を下げる。

「そう言えば、Ｓ＆Ｓのイッシンくん……？」

　弓塚アナは振ふり返った。

「中学までは、ジュニア・ユースのストライカーだったそうですけど？」

（俺にふるなあああっ！）

　と、心の中で叫さけびながらも、一心は笑え顔がおを見せる。

「ほんのちょ～っとね。だけど……」

　悲しい芸げい能のう人じんの性さが。

　トークに参さん加かせざるを得えない。

　客席で、ニコルが小こ馬ば鹿かにしたように肩をすくめるのが見えた。

（くっそ～、悔くやしいっ！）

　それでも、なんとかこの場と二美花の新曲の時間を乗り切って、ＣＭを迎むかえる。

「……つ、疲つかれる」

　思わず一心は、口に出していた。

「ねえ、どうしたの？」

　二美花までが、一心を心しん配ぱいして声をかけてきた。

「……頼たのむから、番組が終わるまで話しかけないでくれ」

　ずいぶん不ふ機き嫌げんそうに聞こえたのだろう。

　二美花はムッとした様よう子すでプイと顔を背そむけた。

　そして……。

「最後のゲストは、田宮翔さんです！」

　番組は残り十五分。

　ここで翔が登とう場じようしてくる。

「ショウさんって聞くと、まずイタリア人デザイナーのオートクチュールの話わ題だいになるんですけど……」

「そうかな？　俺は着やすいものを着てるだけで、意い識しきしたことはないけどね」

　翔は弓塚アナとのトークに、リラックスした表情で応おうじた。

（いい気なもんだ）

　一心は小さく舌した打うちする。

（……アカネ）

　チラリとそちらの方を見ると、茜はぼうっとした顔で翔を見つめていた。

　これはこれで面おも白しろくないが、今はそれどころではないことを、一心はもう一度自分に言い聞かせる。

「……では、さっそくスタンバイお願いしま～す」

　弓塚アナとの短いトークを終え、翔は腰こしを上げてセットに向かった。

　準じゆん備びが整ととのうまで、弓塚アナは会話を亨に向ける。

「亨さんも確たしか、ベストジーニストを受じゆ賞しようしたり、ファッション誌の表ひよう紙しになったり、こちらの方面ではかなり自信があるように……？」

「ないですね、そんなもの」

　亨は長い黒くろ髪かみをちょっと搔かき上げ、言い切った。

「俺の場合、定てい番ばんからひとつ、何か外はずれたことをやるのをポリシーにしてるだけで。普ふ段だんはそんなにこだわってませんよ」

「それ、いいアドバイスですね」

　弓塚アナは感かん心しんしたようにうなずく。

「……ええ、それでは準備ができたようです。今夜、ラストの曲になります、シングル・チャート連れん続ぞく二週間第一位に輝かがやく、田宮翔で、ハート・トゥ・ハート！」

　照しよう明めいが落とされ、カメラが切り替かわった。

「ワン、ツー、スリー！」

　カウントを取る翔の声。

　客席の目がそちらに集しゆう中ちゆうする。

（この時間さえ、乗のり切れば……）

　もしかすると、犯はん行こう予よ告こくははったりで、何も起こらないかも知れない。

　そのわずかな期き待たいにすがりたくなる一心。
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　だが……。

　ギターの前ぜん奏そうが始まり、スポット・ライトが四方から翔を照てらし出したその瞬しゆん間かん。

「きゃあああああっ！」

　ギターの音をかき消すような悲ひ鳴めいが、スタジオに響ひびき渡った。

「照しよう明めい！」

　真っ先に反はん応のうした一心は、一いつ瞬しゆん後ごには客席に飛び降おりていた。

「ニコル！」

　総そう立だちになっている観かん客きやくを搔かき分け、闇やみの中で妹いもうとの姿すがたを探さがそうとする。

「アイム・オールライト！」

　緊きん張ちようした声が返ってきた。

「アカネ！」

　続けて一心は、アカネの名を呼んだ。

「アカネ!?」

「……こ、こっちは大だい丈じよう夫ぶ」

　小さな声。

　とりあえず、この二人は無ぶ事じだったようだ。

　あとは……。

　その時、ようやくスタジオに明るさが戻もどった。

　ステージ上と客席が、同どう時じに照らし出される。

「……！」

　一心は立ち尽つくした。

「……噓うそだろ？」

　背せ中なかにボウガンの矢が突つき立った状じよう態たいで倒たおれ、スタジオの床ゆかに大きな血ち溜だまりを作っていた少女。

　それは矢代夏紀だった。




　闇やみの中にいた一心たちには分わからなかったが、副ふく調ちよう整せい室しつを通して夏紀が倒れる瞬間は全国にオンエアされていた。

　この時の『ミュージック・サテライト』の視し聴ちよう率りつは約二十パーセント。

　単たん純じゆん計算で二千五百万人の目が、インクウィジターのデモンストレーションを目もく撃げきしたのだ。










　第五章　審しん問もん官かんを名な乗のる者




「イッシン！」

　一いつ心しんを現げん実じつに引き戻もどしたのは、ニコルの声だった。

「レイのメッセージ！　その子の持ち物を調べて！」

　少女は携けい帯たいを耳に当てながら叫さけんだ。

　スタジオ内は大だい混こん乱らんである。

　泣きながら逃にげ回る観かん客きやくの少女たち。

　想そう定てい外がいの事じ態たい。

　スタッフも対たい応おうできずに、右う往おう左さ往おうする。

「夏なつ紀きっ！」

　人を搔かき分け、クラスメートのもとに一いつ直ちよく線せんに駆かけ寄よる一心。

「イッシン、レイから！」

　ニコルは携帯を放ほうった。

　本当ならスタジオでは使し用よう禁きん止しだが、そんなことを言っている場ば合あいではない。

「玲れいっ！　やられた、俺おれたちの負けだ！」

　夏紀の傍かたわらに膝ひざをついた一心は、携帯をつかむと怒ど鳴なった。

「一心、落おち着つけ」

　と、玲の声。

「これが落ち着いてられるか！　やられたのは友人なんだぞ！」

「しっかりしろ！」

　毅き然ぜんとした声。

「慌あわてるな。まず、呼こ吸きゆうと心しん音おんを確かく認にんするんだ」

「ど、どうやって？」

「まず、口のところに手をかざしてみろ」

　一心は言われた通りにしてみる。

　かすかな暖あたたかい空気。

「生きてる！　夏紀、まだ生きてるぞ！」

「分わかったのなら、救きゆう急きゆう車しやを呼よばせるんだ」

　一心は立ち上がった。

「おい、コータ！　救急車を！」

「うん！　土ど井いさん、手て伝つだって！」

　宏太はうなずき、近くにいたカメラマンに声をかけてスタジオから飛び出る。

「今のうちに彼女の持ち物から手がかりを探さがせ」

　玲はさらに言った。

　その口く調ちように一心は苛いら立だちを覚おぼえる。

「手がかり？　玲、お前、インクウィジターと夏紀が関係あるって言うのか！」

「僕ぼくは、偶ぐう然ぜんを必ひつ然ぜんと勘かん違ちがいするような愚おろかなことはしない。だが、今夜、この場合はただの偶然だとは思えない。今夜、この場に彼女がいたことには、何か理り由ゆうがあるはずだ」

　冷れい静せいで論ろん理り的てきな説せつ明めい。

「……分かった」

　一心はそばに落ちていたバッグを拾ひろい上げた。

　中には生せい徒と手て帳ちようが入っている。

　間ま違ちがいなく、夏紀のものだ。

　この頃ころになると、ニコルやＳ＆Ｓの面々、それに茜がまわりに集まってきていた。

　そして、茜の肩かたを抱だくようにして立つ田た宮みや翔しよう。

　暗くら闇やみの中で、茜の返へん事じが遅おくれた理由が、これで分かった。

　茜には、すでに守ってくれるナイトがいたという訳わけだ。

「チビ、調べといてくれ」

　一心はＳ＆Ｓのメンバーに見られないように、バッグの中なか身みを取り出してニコルに渡した。

「ニコルに代かわってくれ」

　玲は指し示じした。

　一心はその通りにする。

「はい、ニコルよ。……うん。ボウガンね。背せ中なかに刺ささってる。出しゆつ血けつ？　多いよ。……ううん、手に持って刺した感じじゃないわ。きれいに肺はいを貫つらぬいてるもの」

　ニコルはＳ＆Ｓのメンバーたちから離はなれ、小声で会話した。

「一体どうなってるんだ！」

　亨とおるが詰つめ寄よった。

「お前、何か知ってたろ！」

　一心は頭を振ふったが、亨も士し郎ろうも納なつ得とくしない。

「今日のイッシンくん、変だったもの」

　二ふ美み花かまでもがやってきた。

「隠かくし事ごとが下へ手ただよ、イッシンは」

　士郎は眉まゆをひそめる。

「この子、知ってる子なんだろう？　それにあの金きん髪ぱつの女の子……説せつ明めいしてくれるね？」

「どうして夏紀が……」

　茜が、翔の腕うでの中で泣きじゃくっている。

「どうして夏紀なの、大だい地ちくん!?」

「イッシン？」

「おい、イッシン！」

　一心はみんなに追い詰つめられて、窮きゆう地ちに立つ。

　と、そこに……。

「ワタシが説明するわ」

　携けい帯たいを耳に当てたまま、ニコルが戻もどってきた。

「夏紀さんが病院に運ばれたら、控ひかえ室に集まって」
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「じゃあ、今度の事じ件けんはスナッフビデオを売るためのＣＭって訳わけか!?」

　亨はこぶしを口元に当てた。

　狭せまい控え室のなかに、Ｓ＆Ｓの四人とマネージャー、それにニコルと二美花、茜と翔が集まっている。

　すでにテレビ局きよくは警けい官かんだらけ。

　聞き込みも始まっていて、なるべく控え室から動くなとの指示も出ている。

「いい宣せん伝でんになったでしょうね。夏紀さんがボウガンで射うたれて倒たおれたところ、全ぜん国こくネットで流れたもの」

　二美花の顔色は良くない。

「そこで、みんなから」

　ニコルは玲の言こと葉ばをそのまま伝つたえる。

「聞きたいの。夏紀さんが射うたれた瞬しゆん間かんに、何をしていたかを」

「ぼ、僕たちを疑うたがってるんですか？」

　と、宏太。

「まさか。ただ、みんなが見たものを知りたいのよ、レイは」

「だいたい、ゴキブリ一匹ぴき殺せないだろ、お前の鈍にぶさじゃ」

　一心が頭を振ふる。

「俺は……」

　最初に言ったのは、翔だった。

「ちょうど唄うたい出したところだった。客きやく席せきと向かい合ってはいたけれど、ライトを正しよう面めんから浴あびていたからね。矢が飛ぶところも、夏紀さんが倒れるところも見ていない」

　翔の手は、茜の肩に回されている。

　一心はテーブルの上に置いていたギターのピックを、苛いら立だたしげに指で弾はじいた。

　ピックはちょうど、翔と茜の脚あしの間に落ちる。

「あたし……、夏紀が来ていることも知らなかった」

　茜はかなり落ち込んでいる様よう子すだ。

「わたしは……ブスッとしてたイッシンくんをにらんでたから」

　二美花も肩をすくめる。

「前もって知ってりゃ別だがなあ……」

「ですよね～」

「ああ。気がついたのは、照しよう明めいがついてからのことだよ」

　Ｓ＆Ｓの面めん々めんも、射たれた瞬間は見ていなかったようだ。

「レイの話だと……」

　一同の証しよう言げんを伝えた後で、ニコルは言った。

「客席に座すわったままの位い置ちでは、夏紀さんの背せ中なかは狙ねらえないって。そして、もしボウガンを発はつ射しやするために誰だれかが立ち上がったのなら、この中のひとりぐらいは気づいているはずだって」

「……どういうことだ？」

　一心は、ニコルの手から携けい帯たいを奪うばって直ちよく接せつ尋たずねた。

「それに答える前に、もうひとつ尋ねたい」

　玲の声。

「夏紀さん、誰かと一いつ緒しよじゃなかったか？」

「……！」

　一心は思い出した。

　同じクラスだという、大人おとなしそうな美人。

　名前は確たしか……。

「美み紗さ！　菊きく地ち美紗だ！」

「その子を探さがせ。保ほ護ごするんだ、インクウィジターが次に動きだす前に」

　一心は、今の話を手て短みじかにみんなに説せつ明めいした。

「まだこの局にいるのか？」

　と、亨。

「警察が出入りを制せい限げんしている。外へは出られないよ」

　士郎が言った。

「その子を見つければいいんだね」

「まるで少年探たん偵てい団だんじゃない」

　二美花が目を輝かがやかせる。

「特とく徴ちようを教えて、探さがし出すから！」

「……ったく、遊びじゃねえっての」

　一心は苦にがい表情になる。

「危き険けんな目に遇あうかも知れないんだぞ」

「あらら、心しん配ぱいしてくれるの？」

「あのな……」

「二美花さんには」

　玲が言った。

「頼みたいことがある。詳くわしいことは、ニコルが説明する」

「ああ、分かった」

　一心は今の言葉を二美花に伝えた。

「とにかく、ここで顔を突つき合わせててもしょうがないな」

　士郎が結けつ論ろんを出した。

「みんなは散ってくれ。僕はここに残って、警察の聞き込みの相手をするよ。それでいいね、イッシン？」

「すまないな」

「そういう殊しゆ勝しような態たい度どは止やめろ」

　亨が肘ひじで一心を小こ突づいた。

「似に合あわねえを通り越こして、気持ちワリいから」
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「へえ～、それじゃあ可か愛わいい盛さかりですね」

「そうなんですよ～、ようやく、パパって覚おぼえてくれて」

「じゃあ、赤ちゃんの名前を教えてくれませんか？　今度、みんなのサインを入れたＣＤを送りますから」

「本当かい、シロウ君！　いやあ、悪いなあ！」

　長女が生まれたばかりの刑けい事じは、一いつ瞬しゆん、顔をほころばせたものの、同どう僚りように咳せき払ばらいをされてすぐに真ま顔がおに戻もどった。

「……い、いや、そうじゃなくてですね。事じ件けんの起きた瞬しゆん間かんのシロウ君の行こう動どうについて尋たずねているんだけど」

　空あいていた控ひかえ室で事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けている士郎は、ＭＣで鍛きたえられた話わ術じゆつで時間を稼かせいでいた。

　その間、一心たちには自由に動いてもらおうという考えだ。

「それなんですが……」

　士郎は考え込む振ふりをした。

　知ち的てきで真ま面じ目めそうな顔つきだけに、これが単なる引き伸のばしとは刑事たちは気づきもしない。

　相手が芸能人だということで、結けつ構こう彼らも舞まい上がっている様よう子すだ。

「うちのメンバーに大だい地ち一心というのがいるんですが……」

「それが？」

　二人の刑事は身を乗り出す。

「これがまあ、口の悪い奴やつで……」

　この漫まん才ざいのような事情聴取は、これから一時間以上も続くのだった。
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「あれ、トオルくん？」

　楽がく屋やを出た亨は、六階の廊ろう下かでタイトスカートの長身の女性とすれ違ちがった。

　呼よび止める声に振ふり返ると、女性の方も戻もどってくる。

「な～んだ、理さと子こさんか」

「な～んだ、はないでしょ」

　形の整ととのった意い志しの強そうな眉まゆをひそめながら、女性は腕うでを組んでにらんだ。

　ショートカットの知ち的てきな容よう貌ぼう。

　ニュースキャスターの上かみ川かわ理子である。

「大たい変へんだったみたいじゃない？　こんなところほっつき歩いてていいの？」

「俺おれの事情聴取はまだ後ですって。で、理子さんの方こそ、なに急いでるんすか？」

　と、亨は逆ぎやくに尋ねる。

　亨と理子は、以前、『ニュース・ファイル』のインタビューで知り合って以い来らいの付き合いだ。

　付き合いといっても、実じつはゲーム仲間。

　ソフトを交こう換かんしたり、一いつ緒しよに隠かくれてアーケードに行ったりする仲である。

　亨にとっては女性恐きよう怖ふ症しようを起こさない、数少ない女性だった。

「私は……」

　理子は鍵かぎの束たばを振ってみせる。

「局きよくがドタバタしてる間に、別の事じ件けんを追ってみようと思って。これから資し料りよう室しつ」

「へえ？」

　亨の関かん心しんが今いちなのを見て、理子は声をひそめた。

「……例の少女連れん続ぞく猟りよう奇き殺人よ。ちょっと引ひっ掛かかることがあるの」

「ええっ、あのスナッ……」

　スナッフビデオと言いかけて、亨は慌あわてて口をつぐんだ。

　殺人の目的がビデオ撮さつ影えいにあったことは、一いつ般ぱんには知られていないはずなのだ。

「何よ、スナッて？」

　理子は聞ききとがめた。

「ス、ス、ス、スナ……、そう、スナフキンみたいな生活って憧あこがれない、理子さんは？」

　冷ひや汗あせタラタラで誤ご魔ま化かす亨。

「ふざけてるの？」

「い、いや、そうじゃないんだ。……続けて、理子さん」

「んもう」

　と言いながらも、理子はゲーム友達に特とくダネ級きゆうの秘ひ密みつを漏もらす。

「チャイドルの子もそうだけど、私、残りの二人の被ひ害がい者しやたちも見み覚おぼえがあるのよ」

「それ、デジャヴってやつ？」

「違ちがうわよ！　仕し事ごと柄がら、人の顔は忘れないから、そのせいだと思うけど、たぶん局の中で見たんだわ」

「絶ぜつ対たいに？」

「日にちまでは覚おぼえていないけどね」

　理子はうなずいた。

「ふうん……」

　亨は努つとめて冷れい静せいを装よそおう。

「じゃ、スクープ狙ねらって頑がん張ばってくれよな」

「任まかせて。局きよく長ちよう賞しよう、頂いただきよ」

　理子はウインクすると足早に資し料りよう室しつへ向かった。

「………」

　亨は彼女の姿すがたが消えるのを見とどけてから、急いで一心に携けい帯たいをかける。

「あっ！　おい、俺だ！　被ひ害がい者しやを結むすぶ糸、見つかったぜ！」
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「それでうちの社長は、ひとりでサイパンにとり残されることになったんですけど……」

　士郎は依い然ぜん、喋しやべり続けている。

「………」

　事じ情じよう聴ちよう取しゆに当たった二人の刑けい事じは、机つくえに突つっ伏ぷして眠ねむり込んでいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　その頃ころ……。

　ニコルは茜と一いつ緒しよに女子トイレにいた。

　ピッタリとくっついて離はなれようとしない翔しようと切り離して話ができる場所はここだけだったのだ。

「何、ニコちゃん」

　茜は涙なみだで汚よごれた顔を洗って、ハンカチで拭ふきながら尋たずねる。

「ニコちゃんは止やめて、それより……」

　ニコルは眉まゆをひそめ、白い封ふう筒とうを手て渡わたした。

「これ、夏紀さんのバッグから見つかったの」

「……？」

　口をはさみで切った封筒。

　中は便びん箋せんではなく、レポート用よう紙しである。

　そして、その文面は……。

「……噓うそ」

　茜は手紙に目を通すと、つぶやいた。

　雑ざつ誌しや新しん聞ぶんから活かつ字じを切り抜ぬいて作られていたのは、茜を口くち汚ぎたなく罵ば倒とうするもの。

　この一週間、茜を悩なやませていた嫌いやがらせの脅きよう迫はく状じようと、ほぼ同じものだった。

「ねえ、これって本当に!?」

「うん」

　ニコルはうなずいた。

「……じゃあ、夏紀だっていうの！　ずっとあたしに嫌がらせをしてたのは!?」

　茜はブルブルと頭を振ふった。

「あたしが落ち込んでるのを見て、同どう情じようする振りして、陰かげで笑ってたって言うの!?　違ちがうっ！　絶対、そんなことない！」

「それなら、どうしてこんなものを持っているの？」

「……分わからないよ」

　茜は洗せん面めん台だいに手をついた。

「気持ち悪い。……お願い、翔さんを呼んできて」

「そうね」

　ニコルは手紙を茜の手から抜き取ると、トイレから出ていった。
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「誰だれも探さがさないとこ、誰も探さないとこ……」

　宏太の行こう動どうは、人探しと言うよりも徘はい徊かいに近かった。

　控ひかえ室とか会かい議ぎ室しつなら、他のメンバーが探すだろう。

　宏太は、宏太らしいところを探せばいい。

　と、いう訳わけで、地下の電でん源げん室しつや、映えい像ぞう資し料りよう室しつ、大おお道どう具ぐの倉そう庫こ、報ほう道どう局きよくの中にある女子アナの衣い裳しよう部べ屋や、などに宏太は潜もぐり込んだ。

　特に女子アナの衣裳室は、Ｓ＆Ｓの「コータくん」が来たとあって、きれいなオネーサマたちがキャーキャー言って迎むかえ入れてくれた。

　それどころか、更こう衣い室しつに引ひっ張ぱり込まれそうになったくらいだ。

　これが、普ふ通つうの男だったら簀す巻まきにされて警察に突つき出されているところだから、美少年は得とくである。

　しかし、ここにも美み紗さはいなかった。

　一心の説明によると、大人おとなしそうな美少女らしいのだが……。

「やっぱり、こういうのって苦にが手てだ～」

　宏太は缶かんコーラを買って、三分の一ほど飲のみ干ほしたところで、ふと、思い立つ。

「犯はん人にんは……現げん場ばに戻もどるっていうよね」

　宏太はスタジオに戻った。

　案あんの定じよう、刑事や制せい服ふく警けい官かんが山ほどいて、そのまま通してもらうのは難むずかしい。

　それでも、十歳さいの時から芸げい能のう界かいに生きている宏太にとって、各テレビ局のスタジオは自分の家のようなもの。

　誰の目にも触ふれずに行動することなど、朝あさ飯めし前まえだ。

「えっと……、こっちこっち」

　宏太は大道具搬はん入にゆう用ようのエレベーターを経けい由ゆすると、普ふ段だんは使われないセット裏うらの扉とびらを使ってスタジオ侵しん入にゆうに成せい功こうした。

「で、誰も探さないところだけど……まさかね？」

　宏太はあたりをキョロキョロ見渡すと、ひょいとしゃがみ込んだ。

　ゲストとパーソナリティーが座すわる席と演えん奏そうするステージは、客席より五十センチほど高くなっている。

　当とう然ぜん、狭せまい隙すき間まが床ゆかとの間にできるのだが……。

「はははははっ、ビンゴって言うんだっけ、こういう時」

　宏太は顔を引きつらせて笑った。

「助けて……」

　狭い隙間に身体からだを押し込んでいた美紗は、震ふるえる顔を上げて訴うつたえた。
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「う～ん、どんどん深みに入ってく気がするわね」

　毛もう布ふに包くるまっている美紗を前にしたマネージャーは、頭を搔かいた。

「……で、この子がどう事件と絡からんでるって？」

「謎なぞ解ときは玲れいに任まかせるさ」

　一心は士郎に目で合あい図ずする。

　すでに、茜や翔を含ふくめた一同は、控ひかえ室に戻もどってきていた。

　士郎は一心の携けい帯たいを自分のパソコンに接せつ続ぞくし、みんなが玲の声を聞けるようにする。

「この事件が、インクウィジターを名な乗のる人間の仕し業わざによるものだということは、一心からの説明でみんなには納なつ得とくしてもらえたと思う」

　玲の声が、液えき晶しよう画が面めんの横のスピーカーから流れ始めた。

「インクウィジターの目もく的てきは、第一次的にはスナッフビデオのバイヤーへのデモンストレーションだ。だが、この事件にはもうひとつの側そく面めんがある」

「もうひとつの……側面？」

　茜は繰くり返す。

「ここで、まず確かく認にんしたい。菊きく地ち美紗さん、君きみだね、女郎花おみなえし君くんに対し、学校で数々の嫌いやがらせをしたのは？」

　玲は尋たずねた。

「………」

　美紗はいったん息を吞のむと、覚かく悟ごを決めたように小さくうなずく。

「えっ？」

　と、茜は目を丸くした。

（あれは夏紀のやったことじゃ……）

「夏紀さんじゃないよ、女郎花君」

　茜の心の動きを悟さとったように玲は続けた。

「でも、あの手紙……」

　茜は戸と惑まどう。

「手紙は、美紗さんの書いたものだ。夏紀さんが書いたという可か能のう性せいはゼロに近い」

「あの、どうしてです？」

　そう尋ねたのは士郎である。

　一心の兄とは言っても玲とは初しよ対たい面めん、というか、まだ会っていない。

　遠えん慮りよがちな口く調ちようだ。

「封ふう筒とうをよく見て欲ほしい」

　玲は指し示じした。

「しっかり封がしてあり、ハサミで上部を切ってあるね。ここでひとつ質しつ問もんするよ、一心。いったん手紙に封をした人間がそれをわざわざハサミで開かい封ふうし、それをその同じ封筒に入れたまま持ち歩く理り由ゆうは？」

「……分わからないな」

　一心は頭を振ふった。

「中なか身みを見直すためって言いたいところだけど、どうせその封筒はもう使えないんだから必ひつ要ようないよな。出すつもりなら、新しい封筒に入れてもう一度封をするさ」

「そもそも、封をした後で、もう一回見直そうとして開ける人間、あまりいないぜ」

　と、亨。

「そう、不ふ自し然ぜんだ。稀まれにそういう神しん経けい質しつな人間がいないこともないが、一心や女郎花君から聞く夏紀さんの性せい格かくとは一いつ致ちしない」

　玲は亨の意見を肯こう定ていした。

「手紙を書いた人間と開封した人間は、別と考えた方が整せい合ごう性せいを保たもてる。すなわち、開封者は夏紀さん。そして……、書いたのは美紗さん、あなただ」

「……そうです」

　玲の指し摘てきに美紗は、大きくため息をついてからうなずいた。

「茜さんへの嫌いやがらせは、みんなわたしがしたことです」

「どうして!?　何であたしを!?　ほとんど話したことだってないのに！」

　食くって掛かかろうとする茜を、翔が制せいする。

「それも僕が説明しよう」

　玲はうつむく少女に声をかけた。

「美紗さん、君は普ふ段だん、学校では地じ味みな目め立だたない子だったらしいね。それは、女郎花君や一心の話から分かる。だが、そんな自分を、君は長い間好きじゃなかった。君はもっと積せつ極きよく的てきで明るく……たとえば、ここにいる女郎花君のようになりたかった」

「へっ？　あたしが、明るくて、積極的？」

　一いつ瞬しゆん、誰だれのことかと茜は疑うたがう。

（夏紀に憧あこがれるんならともかく、あたしなんてただ平へい凡ぼんなだけなのに？……まあ、授じゆ業ぎよう中ちゆうに立たされたり、職しよく員いん室しつに呼び出されたり、変なトコでは目立ってるけど）

「明るい？　アホ丸出しを言い替かえただけだろーが……」

　と、急きゆう所しよを突つく発はつ言げんはもちろん一心。

「そんなことはない」

　異い議ぎを唱となえたのは翔だ。

「茜さんは……魅み力りよく的てきだと思うよ」

　と、さらりと言ってのける。

「ああ、自分で思っているほど没ぼつ個こ性せいじゃない」

「そうだな。名前も印いん象しよう的てきだし」

　士郎と亨も、めずらしく翔の意い見けんを支し持じした。

「はいはい、そうですか」

　何だか面おも白しろくない一心である。

「それである時、君は変へん身しんしてみた。化け粧しようをし、ファッション誌しで仕し入いれた情じよう報ほう通りの服を買い、普段は出歩かない場ば所しよに足を踏ふみ入れてみた。すると……」

　玲は続けた。

「考えていたよりも、変身した君はずっと美しかった。男の子はそれこそ、引っきりなしに声をかけてきた。おそらく、一生に一回だけの変身だったつもりが、次し第だいに癖くせになっていった」

「あなたは……何者？」

　パソコンから流れてくる声に聞き入る美紗の顔に、畏い怖ふの色が浮うかぶ。

「そして、ある日、君はある男と出会った。君にとっては運うん命めいの人。これは完かん全ぜんな推すい理りになるが、君が彼を深く愛すようになり、親しん密みつな関かん係けいになるまで、そう長い時間はかからなかったろう」

「親密な関係って……」

　マネージャーと二ふ美み花かが、興きよう味み津しん々しんといった顔で身を乗のり出す。

「なになに？」

「下げ品ひんな女どもね」

　と、鼻はなを鳴ならすニコル。

「だが……」

　玲は話を続ける。

「君には問題があった。君はその男に自分の本当の名前を名な乗のっていなかった。君は〝女郎花茜〟と名乗っていた」

「えっ！」

　と、いう声がほぼ全員から上がった。

　一番驚おどろいたのは、やはり茜本人だ。

「待てよ、どうしてそんなことが分かる？」

　茜の気持ちを代だい弁べんするように、一心が口を挟はさんだ。

「君が教えてくれたんだよ。番組収しゆう録ろく前まえに会った時の夏紀さん、何か隠かくしているようだった、と言ったね？」

「……あれっ？」

　確たしかに、そんなことを話した覚えがある。

　そもそも、夏紀が一心に黙だまって『ミュージック・サテライト』を見学にすること自体が変なのだ。

「一心、君から聞いた夏紀さんの性格からして、君が女郎花君を探していたら、一いつ緒しよに探そうとするとは思わないか？」

「……そういや、そうだな」

　出しゆつ演えん者しやがまだうろついている時間である。急いで客席に着つく必ひつ要ようはない。

「となると、親友の女郎花君を一緒に探さなかった理り由ゆう。それは……」

「彼女に会わせたくない人物が一緒だった」

　と、士郎が言葉を接ついだ。

「それが美紗さん？」

「その通り。では、会わせたくなかった理由は？」

「同じ名前の人間が、鉢はち合あわせするのはまずいから！」

　宏こう太たがパチンと指を鳴ならした。

「それも正せい解かい。美紗さん、あなたは……」

　玲はここで再び、会話の対たい象しようを美紗に戻す。

「たぶん、初めて会った時に、とっさに名乗ったんだね。ふと頭に浮かんだ、君がなりたいと思っていたクラスメートの名を……」

「……はい」

　美紗の頰ほおを涙なみだが伝い、膝ひざに置かれた手の甲こうに落ちた。

「最悪なことに、君とその人の関係が冷ひえ始めた頃ころ、一心と女郎花君が付き合っているという話が耳に入ってきた」

「玲、あれは……」

　一心が訂てい正せいしようとするのを、玲は遮さえぎる。

「待ってくれ、一心。美紗さん、君は恐おそれた。一心と女郎花君のニュースがテレビや芸げい能のう雑ざつ誌しに流れ、彼に自分の名が噓うそであることを知られることを。それをきっかけに捨すてられることを。君は精せい神しん的てきに疲ひ弊へいし、ある手しゆ段だんに出た」

「そうか……」

　ここでようやく、玲の言わんとすることが一心にも分わかった。

「それが、一連の嫌いやがらせだな。俺と茜が別れてしまえば、マスコミに名前が流れることもないと思ったんだ」

　もちろん、実じつ際さいは、そう簡かん単たんにはいかないはずだ。

　だが、神しん経けいをすり減へらしていた美紗が、これでうまくいくと思っても無む理りはない。

「あの噂うわさは結けつ局きよく立ち消えになったが、君は自分の卑ひ怯きような行こう為いが許ゆるせなかった」

　玲は美紗に語りかける。

「女郎花君に謝あやまるチャンスが欲ほしかった。それで、女郎花君の友人である矢代夏紀さんに相そう談だんした。だが、一心から聞く限り、夏紀さんは正せい義ぎ感かんの強い女性だ。まず、男の方に責せき任にんを取らせようと考えたんだ。……ここまではいいかい？」

「すべて……真しん実じつです」

　美紗は顔を覆おおった。

「美紗さんにとって、最大の不ふ幸こうは……」

　玲は、今度は一同に語りかけた。

「その男が、連れん続ぞく少女猟りよう奇き殺人の主しゆ犯はんか、共きよう犯はん者しやだったこと。そして、この殺人を何とも思わない男が、美紗さんのことを真しん剣けんに考えていないどころか、邪じや魔ま者ものだと思い始めていたことだった」

「その男は……この局きよくの、いや、『ミュージック・サテライト』の関かん係けい者しやなんだな？」

　一心は悟さとった。

「話し合いの場を作るとか言って、二人を呼よびだし、番組中に殺そうとしたんだ」

「その通り。そして、スナッフビデオの犠ぎ牲せい者しやたちも、この局内で男に声をかけられ、殺されたんだ。……二美花さん、調べておいてくれたかい？」

　玲は彩あや乃の二美花に声をかける。

「バッチリよ」

　二美花は、ニコルから借かりたデジカメを振ふって見せる。

　士郎がメモリーカードをパソコンに移うつし、撮とった画が像ぞうを表ひよう示じさせた。

「これ、カメラでしょ？」

　マネージャーが液えき晶しよう画が面めんをのぞき見ながら、サングラスの奥の目を細める。

　確かに、そこに写うつっていたのは、スタジオにあった大型のテレビカメラの一部だ。

「レイさんが言った通りの痕あとが、ここにあったわ」

　二美花が指さしたのは、カメラ本体下部に残った何かが擦こすれたような痕。

「そう。それがボウガンを針はり金がねで固こ定ていした痕だ」

　と、玲。

「じゃ、じゃあ、犯人は？」

　茜が翔の腕うでを握にぎり締しめる。

「そう、このカメラを操あやつっていたカメラマンだ。カメラの下にボウガンを固定しておけば、必かならず映っている瞬しゆん間かんに射い殺ころせる」

　カメラは２カメ。

「２カメって言うと、土井だったよな？」

　亨とおるは顔をしかめた。

「あいつか……」

　上の者にへつらい、下には威い張ばり散ちらす土井のような男は、亨の最もつとも嫌けん悪おするタイプの人間だ。

「う～ん、カメラってゴチャゴチャしてるから、ボウガンをくっつけてても結けつ構こう分からないかも知れませんね」

　納なつ得とくする宏太。

「でも、射たれたの背せ中なかですよね？　だったら、正しよう面めんからって考えられないんじゃないですか？　それに、狙ねらわれるのは美紗さんのはずでしょ？」

「そこに犯人の誤ご算さんがあった。夏紀さんは矢が発はつ射しやされた瞬しゆん間かんに気がつき、とっさに自分の身体からだを被かぶせて美紗さんを守ったんだ。これなら、背中に矢が刺ささる」

「……なるほど」

　亨が士郎に抱だきつくような格かつ好こうで実じつ際さいに試ためしてみる。

「そうなるな」

「……トオル、気持ち悪いから放はなしてくれ」

「殺人ビデオのデモと邪じや魔まな女の抹まつ消しよう……。一いつ石せき二に鳥ちようを狙った訳わけか」

　一心は、チラリと美紗の横顔に視し線せんをやった。

「……許ゆるせねえな」

「とは言うものの」

　この一心の怒いかりに、玲は水を差す。

「すべては推すい理り。物ぶつ的てき証しよう拠こはない。計けい画かく的てきなやり口から見て、おそらくボウガンも始し末まつ済ずみだろう」

「おい、じゃあどうすんだよ！」

「だから」

　玲はキッパリと言った。

「奴やつ自じ身しんの罪つみに、裁さばかせてやる」
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「土井さん、茜ってお嬢じようさんから内ない線せん入ってますけど……」

　タイムキーパーの子が、事じ情じよう聴ちよう取しゆを終えた土井明あき男おカメラマンのところにやってきた。

「そう？　ありがとさん」

　傲ごう慢まんなところはあるものの、若手で優ゆう秀しゆうなカメラマンとされている土井は、タイムキーパーが視し界かいから消えると、笑え顔がおを止めた。

「わたしよ……」

　少女の声。

「茜か？」

　土井は声をひそめた。

「今、どこだ？」

「言える訳わけないでしょ」

　茜を名な乗のっていた美紗は言った。

「警察に訴うつたえでるか？」

「まさか。証しよう拠こがないもの。お金で解かい決けつしましょ」

「金だと？」

「口止め料。三百万でどう？」

「そんなには出せない」

「噓うそつき。いいトコのお坊ぼっちゃんのくせに。あなたに射うたれたわたしの友達は今、集しゆう中ちゆう治ち療りよう室しつにいるの。助たすかる可能性は二割だって。つまり、現げん状じようでも殺人未み遂すい罪ざい。もし死んだら、殺人罪よ」

「分わかった。随ずい分ぶんと強したたかな女になったな」

「あなたのせいでしょ。小こ切ぎつ手てなら、いつも持ち歩いていたわよね？『ミュージック・サテライト』の、彩乃二美花の控ひかえ室で待ってる。そこなら今、誰だれもいないから」

　電話はプツリと切れた。




　十五分後。

　土井は、控え室のノブを握にぎっていた。

「いるか？」

　声をかけてそっとドアを開く。

　明かりはついている。

　そして、もちろん、美紗は待っていた。

「………」

　土井は控え室に入ると、後ろ手に扉とびらを閉しめ、施せ錠じようする。

「小切手を早く頂ちよう戴だい」

　美紗は手を差しだした。

「ああ」

　土井はヒップポケットに手を突つっ込こむと、小切手の代かわりにナイフを取り出した。

「ビデオで使っているのとは、違ちがうのね？」

　後あと退ずさりしながら美紗は言った。

「ビデオ？　茜、お前どうしてそのことを知ってる？」

　蛇へびのように冷えきった土井の瞳どう孔こうが、一いつ瞬しゆん大きく開く。

「あれで使っていたナイフにしないの？」

「残ざん念ねんだったな。俺はあくまで撮とる方、殺すのはあの人の仕し事ごとだ」

　土井はニヤリとする。

「馬ば鹿かなことは止やめた方がいいわ。ここで私を刺さしても、夏紀が助かったら、きっとあなたのこと話すから」

　次し第だいに、部へ屋やの隅すみに追い詰つめられる美紗。

「なら、話せるようになる前に息を止めるだけだ」

　土井は美紗の喉のどを手でつかみ、ナイフを振ふり上げた。

「この映えい像ぞうを流せないのは残念だよ！」

　その時。

　ガチャッ！

　合あい鍵かぎで、控え室のドアが開けられた。

「それなら、流してあげましょうか？」

　ハンディカムを土井に向けたまま、クールに微笑ほほえんでみせたのは上かみ川かわ理さと子こだった。

「十一時半からのニュースに、ギリギリで間まに合うわよ」

「このスクープ、貸かしだぜ」

　理子の隣となりに立っていたのは亨だった。

「見み事ごとに白はく状じようしてくれたじゃん」

「……ふん」

　土井は不ふ敵てきにも美紗を突つき飛とばした。

「そんなものが証しよう拠こになると思うか？　脅おどされて撮とられたビデオだと言って、公こう判はんで自じ白はくを否ひ定ていすればたちまち無む罪ざいだ。マスコミの暴ぼう力りよくだって訴うつたえりゃ、人じん権けん派はの弁べん護ご士しどもがよってたかって俺の無む実じつを訴うつたえてくれるさ」

「裁さい判ばんなんてどうでもいいの」

　亨の脇わきから、ニコルが前に進み出た。

「上川さんがこの映像をニュースで流す。ワタシとレイが、ネットで配はい信しんする。法ほう律りつ上じようの問もん題だいがどうであろうと、あなたは破は滅めつ。仕し事ごとも家族も、全ぜん部ぶ失うしなう」

「汚きたないぞ、巽たつみの妹いもうとめ！」

　土井の顔が初めて蒼あおざめた。

「もう何も喋しやべらない方がいいわね。ワタシの顔を知ってるということは、あなたはインクウィジター本人か、その協きよう力りよく者しや。そう自みずから証しよう明めいしたのよ」

　ニコルは、一心さえぞっとするような冷れい笑しようを見せた。

「……でも、被ひ害がい者しやの女の子たちが失ったものに比くらべれば、あなたはまだ失い足たりないくらい」

「くっ！」

　自じ暴ぼう自じ棄きになった土井は、ニコルにナイフを向ける。

　と、そこに。

「そうくると思った！」

　満まんを持じした一心が、ニコルの前に躍おどり出た。

　ガッ！

　目にも留とまらぬ蹴けりが、土井カメラマンのアゴを捉とらえる。

「シュートッ！」

　時じ速そく二百キロ近いボレーを蹴けりだす黄おう金ごんの左足に、土井の身体からだは浮うき上がり、そのまま壁かべに激げき突とつする。

「お前みたいな奴やつは、絶ぜつ対たいに許ゆるさないんだよ」

　気を失って崩くずれ落ちる土井に向かって、一心は宣せん言げんした。

「……はい、カット」

　泡あわを吹ふいて白しろ目めを剝むく男にハンディカムを向けていた理子は、そうつぶやくと録ろく画がを停てい止しした。

「衝しよう撃げきの映像ね。報ほう道どうスペシャルでも使ってもらえそう」

「頑がん張ばったじゃない」

　茜は、控ひかえ室の隅すみで嗚お咽えつする美紗の肩かたに手を置いた。

　緊きん張ちようが切れ、自然とこぼれ落ちる涙なみだを、茜は拭ふいてやる。

「……これ？」

　美紗は顔を上げた。

「そう、あなたから借かりたハンカチ。洗せん濯たくしてきたんだけど、また汚よごれちゃったね」

　茜はちょっと照てれたように笑う。

「でも、これを貸かしてくれた時、とても嬉うれしかったんだよ」

「茜さん……」

　美紗も微笑ほほえんでみせようとするが、うまくいかない。

　そこに、タイミングよく宏太がコーラを持ってきた。

「はい、先せん輩ぱい」

　宏太は美紗の頰ほおに冷えきった缶かんを当てた。

　ビクンと首を縮ちぢめる美紗。

「もう大だい丈じよう夫ぶですよ。恐こわいことは終わりです」

　宏太は缶の蓋ふたを開け、美紗の手の上にそっと置いた。




「あとはこいつからインクウィジターの正しよう体たいを聞き出すだけなんだけど……」

　気き絶ぜつしている土井を見下ろして、士し郎ろうが言った。

「イッシン、やり過すぎだよ。これじゃいつ意い識しきが戻もどるか分わからない」

「……と、いう訳わけなんだが、どうする、玲れい？」

　一心は携けい帯たいに向かって尋たずねる。

「ちょっと待ってくれ」

　玲は言った。

「今、上川さんが言っていた話と、警けい察さつの調ちよう査さ記き録ろく、それと土井の行こう動どうを照てらし合わせている」

　上川の話とは、スナッフビデオの犠ぎ牲せい者しやをこの局で見かけたことがあるというあの話だ。

「……やはりだ」

　しばらくして玲の声が再ふたたび聞こえてきた。

「犠牲者の少女たちは、行ゆく方え不ふ明めいになった当とう日じつかその前日に、この局へ番組の見けん学がくや収しゆう録ろくに来ている。そして、その番組すべてに」

「土井が関かかわっていた」

　一心が言葉を接ついだ。

「だろ？」

「それだけじゃない」

　と、玲。

「その三つの番組、いや、今夜の『ミュージック・サテライト』を含ふくめれば四つの番組に、同じ人物が出ている。……女郎花おみなえし君はいるか？」

「そういや、いないな。さっきまではあのへんで間ま抜ぬけな顔して立ってたんだけど」

　一心はあたりを見渡してから答える。

「……まあ、いいけど」

「すぐに探さがし出すんだ。もうひとりの人物というのは……」

「おい、まさか！」

「その通り。田宮翔しようだ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「こんなところに呼びだしてどうしたんです」

　会かい議ぎ室しつのひとつに連つれ込まれた茜は、翔を振ふり返って見た。

「君きみに告こく白はくしたいことがあったんだ。誰だれもいないところで」

　翔は笑えみを浮うかべた。

（ま、まさか！　この状じよう況きようって！）

　茜は全身の筋きん肉にくを緊きん張ちようさせた。

　つっと額ひたいから汗あせが流れ落ちる。

（間ま違ちがいってことはないわよね？　大だい地ちくんじゃあるまいし……）

「い、いやだなあ、ショウさん。あたし、本気にしちゃいますよ」

　とりあえずジョークにしておこう。

　とは思うものの、笑顔がぎこちない。

「本気でいいんだ」

　翔は近づいてくる。

　後ろに下がりたくても、すでに背せ中なかは壁かべである。

（困こまった！　下着は今け朝さ替かえたけど、動き回ってかなり汗かいたし、なんて言ってもデザイン最さい悪あくだし。ああん、メイクも適てき当とうだし、この髪かみ型がた、全ぜんっ然ぜんイケてない！）

　とうとう、翔の手が背中に回り、茜の標ひよう準じゆん体たい重じゆうの身体からだを抱だき寄せた。

「いいかい？」

「……あの」

　茜は混こん乱らんし、どう対たい応おうしていいか分からない。

　それでも力の入らない腕うでで、翔を押し返そうとする。

（翔さんは素す敵てきだけど……こんなのって）

「俺が嫌きらいかい？」

「い、いいえ」

（こんなのって……）

「だったら……」

　翔の甘あまい息が首くび筋すじにかかる。

　近づいてくる翔の唇くちびる。

（こんなのって良くないよ！　だって……）

　ふと、大嫌いなはずの一心の顔が、脳のう裏りをよぎった。

（だって、本当はあたし！）
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「……ごめんなさい」

　茜は顔を伏ふせた。

「あたし、やっぱり駄だ目めです」

「………」

　二人の間に気まずい沈ちん黙もくが流れる。

　しばらくして……。

「分かった」

　茜を抱き締しめていた腕から、力が抜ぬけた。

　お堅かたいんだね、などという皮ひ肉にくは、翔の口からは出ない。

　だが、少し名な残ごり惜おしそうに微笑み、そっと茜の髪かみを撫なでる。

「でも、もう少しこのままでいてくれないか？」

「……ええ」

　茜はためらいながらも、もう一度だけ翔の抱ほう擁ように身を委ゆだねた。

（少しだけなら……。翔さん、大たい切せつな友達だから）

「ありがとう」

　翔は、茜の髪に顔を埋うずめた。

　今までこんなに優やさしく抱き締められたことはなかった。

　夏紀を傷きずつけた犯人を懸けん命めいになって追っている一心たちへの、ちょっとした罪つみの意い識しきはあったが、翔の暖あたたかさがそれを忘れさせる。

　翔の手が身体からだを這はい回っても、茜には抗あらがう力は失うせていた。

　高たか鳴なる鼓こ動どう。

　今なら、簡かん単たんに唇を奪うばえる状じよう況きようである。

　しかし……。

「俺なんだよ……」

　耳に心ここ地ちよい翔の声。

「はい？」

　茜は夢の中にいるように、ぼんやりしながら答える。

「……何のことです？」

「分わからないかい？　インクウィジターさ」

（インク……ウィジター……？）

「……！」

　茜ははっとして翔を突つき飛とばそうとした。

　だが、翔はその両手首を押さえ、頭ず上じようの壁かべに押しつける。

「噓うそ、ですよね？」

　半はん信しん半はん疑ぎのまま、茜は翔の顔を見た。

「驚おどろいたようだね？　土井の愚おろか者が捕つかまれば、俺の名を吐はくのは間ま違ちがいない。君は俺の最後のチップという訳わけだ」

　薄うす笑わらいを浮うかべる翔。

「こんなのって……」

　腕うでを捕つかまれた痛いたみに身を捩よじる茜は、翔の瞳ひとみの奥にある冷たさに初めて気がつく。

「……本当なの？」

「ちなみに、ここはよくスナッフビデオの撮さつ影えいに使った部へ屋やだよ。土井の奴やつが企き画かく会かい議ぎの予定を入れて借かりるんだ。そうすれば何時間も邪じや魔ま者ものは入ってこない。設せつ備びもいいし、撮さつ影えいからその後の始し末まつまで、じっくり時間をかけられた」

「大地くんたちが気がつくわよ」

　騙だまされ、翻ほん弄ろうされた悔くやしさから涙なみだを浮かべながらも、茜はにらんだ。

「ああ、分かってる。土井はこの場所のことも吐くだろうから、移い動どうしようか」

　翔は大型のナイフを茜の背せ中なかに押しつけた。




「さて、君には色々と趣しゆ向こうを考えていたのだけれど、時間が無なくなった」

　翔は局の屋おく上じようまでやってくると、フェンスの向こうに茜を押し出した。

　フェンスから、何もない空くう間かんまでの幅はばは九十センチ。

　ほんの二歩も踏ふみ出せば、四十メートル下のアスファルトまで一いつ直ちよく線せんだ。

　手首は縛しばられ、そのロープの先せん端たんはフェンスの支し柱ちゆうに結むすびつけられる。

　蒸むし暑あつく、風のない夜が続いてるというのに、こういう時に限かぎって、風が強い気がする。

「突つき落おとされるのと、自分で飛び降おりるのと、どっちがいい？」

「どっちもいや！」

「わがままだな」

　翔は茜の背中をドンと突き飛ばす。

「ひいいいいいいいいいいいいいっ！」

　茜の身体からだは、真ま夜よ中なかの空くうを舞まった。

（大地くん！）

　目を閉とじて一心の名を叫さけぶ茜。

　ガクンッ！

「つっ！」

　茜は肩かたに強い衝しよう撃げきを感じた。

　続いて、額ひたいと胸むねにも。

　一いつ瞬しゆん、意い識しきがふっと消えるが、額に熱あついものを感じてすぐに気がつく。

　額から、血が流れているのだ。

（どうなったんだろ？）

　茜はボンヤリと考える。

　地じ面めんまで落らつ下かはしていない。

　ロープに吊つるされているせいだ。

　放ほうり出された茜の身体は、四階あたりに宙ちゆうぶらりんになって振ふり子のように揺ゆれ、額と胸を外がい壁へきに強く打ちつけたのだ。

　肩に衝撃を感じたのは、手首で全身の体たい重じゆうを受けとめたためだろう。

　もしかすると、脱だつ臼きゆうしているかも知れない。

「生きているか？」

　翔、いや、インクウィジターが声をかけてきた。

「今、ロープの先せん端たんに輪わを作って、それを屋おく上じようのドアノブに軽く引っ掛かけてきた。暴あばれるのは止よした方がいい。落ちるからね」

「何のつもり!?」

　茜は叫さけんだ。

「そのうち、ここにもイッシンたちが君を探さがしにくる。その時、ドアを開けたらどうなると思う？」

「……あっ！」

「そう。ドアノブに引っ掛けたロープの輪わが外はずれて、君は真まっ逆さかさま。大たい切せつな友人たちの手で、君は地面に激げき突とつして無む残ざんな死し体たいと化す訳わけだ」

　翔は忍しのび笑いを漏もらす。

「今回のゲームでは巽たつみ玲れいにポイントを奪うばわれたが、君の命を頂いただくことで、ドローに持ち込んで満まん足ぞくしておくとしよう」

「それは無む理りだな」

　翔の背中で声がした。

　穏おだやかだが、怜れい悧りな声。

「……まさか」

　翔は振り返る。

「巽……玲？」

　そこにいたのは、まさしく巽玲、その人だった。

　蒼あお白じろく輝かがやく月の真ま下した……。

　その光を背はい景けいに、闇やみにしか生きられない男、巽玲が黒こく衣いに身を包つつんで立っていた。

「いつの間まに？」

「きみたちが来る前からここにいた。事じ件けん発はつ生せいとほぼ同時に家を発たってね。連れん絡らくはすべてここから取っていたんだ」

　コートをなびかせた玲は、携けい帯たいとモバイルを見せた。

「気がつかなかったな」

　翔は頭を振った。

「君は、家からかけているのだとばかり思っていたよ。……ついでに聞くが、この場所を選んだのも偶ぐう然ぜんではあるまい？」

「ここは出口から一番遠い。ここで事件を起こして警官を集めれば、君は堂どう々どうと局を出ることができる。警官の制服は、とっくに用よう意いしているんだろう？」

「まいったね」

　翔は苦にが笑わらいする。

「思っていた通りだ。君は俺おれと同じ思し考こうパターンをたどる。やはり、君も自分の心の奥の闇やみを知っているんだな？」

「絶ぜつ望ぼう的てきなくらいにね」

「それでも、日の当たる側がわに立ちたいか？　モラルや正せい義ぎなんて卑ひ小しような存そん在ざいが、自分を縛しばるに値あたいしないものであることを知りながら？」

「光は僕を拒こばんでいる。だが、僕はそれでも闇に心を蝕むしばまれることは拒み続ける。そこが君との違ちがいだ、インクウィジター」
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「ふっ、いつまで耐たえられるかな？　犯はん罪ざいの世界で自分を試ためしたいという誘ゆう惑わくに？」

「残ざん念ねんながら、しばらくそちらにいく予定はない。こちら側でも、十じゆう分ぶん知ち的てき欲よつ求きゆうは満足させられるのでね」

「……まあいい。完かん敗ぱいだな、今回は」

　翔は話にならないというように頭を振った。

「今回？　次はない」

　玲は冷たく言い放はなった。

「……そうかな？」

　翔は目を細める。

　一いつ方ぽう……。




（……あの～、上、どうなってるんでしょうか～？）

　四階の窓まどの外では、事情のさっぱり分わからない茜がブラブラと揺ゆれていた。




「……アドバンテージ、ジ・インクウィジター」

　翔は小さくつぶやいた。

「なに？」

　と、玲。

　次の瞬しゆん間かん。

　バタンッ！

「アカネ、どこだ!?」

　屋おく上じようの扉とびらが開き、一心が飛び出してきた。

　ノブに引っ掛けられた輪わが外はずれ、シュシュッとロープが床ゆかを這はう。

「きゃああああああっ！」

　同時に、茜の身体からだも落らつ下かを始める。

「ちっ！」

　玲はとっさに横っ飛びして転ころがり、ロープの端はしの輪わをつかんだ。

　ビンッとロープが張はり、茜の落下が止まる。

「ドローでよしと思っていたが、勝しよう利りの方から転げ込んできたな！」

　翔はナイフを逆さか手てに持ち替かえ、玲との距きよ離りを詰めた。

　玲はロープを握にぎっているので動くことができない。

　手を放はなせば、茜が死ね。

「ウィナー、ジ・インクウィジター！」

　勝利を宣せん言げんしながら、翔はナイフを振り下ろす。

　だが……。

　ビシッ！

「させるかよ！」

　一心の手から飛んだギターのピックが、ナイフを握った手首を直ちよく撃げきした。

　床ゆかに落ちるナイフ。

「雑ざ魚こが！」

　翔は憎にくしみに燃もえる目で一心をにらみつけ、ナイフを拾ひろい上げようと屈かがんだ。

　その時。

　玲はグイっとロープを引き戻もどし、翔の首に巻きつける。

「なっ！」

　全国平へい均きんの体重が、翔の首を締しめ上げる格かつ好こうになった。

　顔を赤く腫はれ上がらせて苦く悶もんするインクウィジター。

「自みずからの罪つみに裁さばかれろ、インクウィジター」

　玲は立ち上がると、フェンスの支し柱ちゆうにロープの端はしを縛しばりつける。

「……ハング・ユアセルフ！」

　翔の身体は痙けい攣れんし、やがて、がっくりと力を失うしなった。

「おい！」

　と、そこに一心が駆かけ寄ってくる。

「こいつ、死んだか？」

　一心は、手足を弛し緩かんさせてぶらさがる翔を見た。

「どうかな？」

　玲はふうと息をついて座すわり込むと、携けい帯たいをポケットから引き出す。

「ロープの反対の端はしに、女郎花おみなえし君がぶらさがっている。引き上げてやってくれ」

「それを先に言えよ！」

　一心はフェンスを乗り越こえ、ロープを引ひっ張ぱり始めた。

　ロープが弛ゆるみ、翔の身体がドサリと床に落ちる。

「ああ、ニコルかい？　すべて終わった。女郎花君も無ぶ事じだよ」

　玲は少女に連れん絡らくした。

　こうして話している時の印いん象しようは、インクウィジターと対たい峙じしていた時とはまったくの別人である。

「アカネ！」

　一心は茜の身体に手がとどくところまでロープを引き上げると、腕をつかんで抱だき寄せる。

「大だい丈じよう夫ぶか？　何ともないか？」

「額ひたいが痛い……」

　茜は一心の胸むねに顔を押しつけ、グジュグジュと泣きだした。

「ゴメンね、あたし、大地くんの言った通りのバカだよ。あんな奴やつにホイホイとついてって」

「……ほら、ゴチャゴチャうるせえって」

　一心は、その頭をポンポンと叩たたいてやる。

「うえ～ん、だから痛いんだって～」

「あ～、分かった、分かった」

　と、言いながら一心が茜を立たせ、フェンスを越えようとした時……。

「これで……ドロー」

　背はい後ごで声がした。

「……てめえっ！」

　いつの間まに息を吹ふき返したのか、翔が二人の後ろに迫せまっていた。

　翔は二人に飛びかかり、一いつ緒しよに飛び降おりようとする。

「こいつ！」

　一心はかわそうとするが、フェンスの外側の狭せまい空くう間かんでは逃にげ道がない。

　茜にしがみつかれている状じよう態たいでは、下へ手たに戦たたかうこともできなかった。

　しかし……。

　ビュッ！

　何かが飛んで、翔のこめかみに命めい中ちゆうした。

　不ふ意いを突つかれ、身体のバランスが狂くるう。

「うっ！」

　翔は身を仰のけ反ぞらし、そのままひとりで宙を舞まった。

　数秒後。

　ドサリ！

　意外と大きな音。

「……ゲームオーバー」

　茜を抱き締しめながら、一心は四十メートル下の地面を見下ろす。

　不ふ自し然ぜんに仰ぎよう臥がした翔の身体は、ピクリとも動かなかった。

　警官が、そのまわりに集まり始めている。

　どうやら本当にこれで終わりのようだ。

（けど、今、飛んできたのは……？）

　一心は足元にピックを見つけ、拾ひろい上げた。

　さっき自分が翔に投げつけたものに間ま違ちがいない。

「見よう見まねだったんだが……」

　フェンスの向こうでは玲が苦く笑しようしていた。

「いや、意外と当たるものだね。今度、僕ぼくも練れん習しゆうしようかな？」

「玲……」

　一心は頭を振った。

「俺は昔むかしっから、お前のそういうとこが大っ嫌きらいだ！」










　ラスト・ソング




　連れん続ぞく少女猟りよう奇き殺人犯が田た宮みや翔しようだというニュースは、大きな衝しよう撃げきをもたらした。

　警けい察さつは翔のマンションから、スナッフビデオのオリジナルと、殺人シーンの撮さつ影えいに使われた様さま々ざまな用よう具ぐを押おう収しゆうした。

　カメラマンの土ど井いは逮たい捕ほされ、警察の厳きびしい取り調べにすべてを告こく白はくした。

　土井はバイヤーたちの宿しゆく泊はく先さきも警察に明あかしたが、現げん時じ点てんではバイヤーを逮捕する理り由ゆうはなく、彼らは堂どう々どうと母ぼ国こくに帰き国こくしていった。

　土井がナイフを持って美み紗さに迫せまる映えい像ぞうを夜のニュースに流した上かみ川かわ理さと子こは、もちろん局きよく長ちよう賞しようを受じゆ賞しようした。

　そして、一週間……。




　一いつ心しんと茜あかね、そして美紗は、夏なつ紀きの見み舞まいに御お茶ちやノの水みずまで来ていた。

　夏紀はなんとか持ち堪こたえ、あと一か月もすれば退たい院いんできるまでに回かい復ふくしていたのだ。

　茜の額ひたいにはまだ湿しつ布ぷ薬やくがあり、美紗は派は手でな化け粧しようを落として学校で見せているのと同じ素す顔がおをさらしていた。

「許してくれるかな、夏紀さん……？」

　美紗は、病院に顔を出すのを初めは渋しぶっていた。

　その彼女に、足を運ぶ勇気を与えたのは一心の次の言葉だった。

「なあに言ってんだよ、あいつはお前を助けようとしてやられたんだ。お前の元気な顔、きっと見たがってるぜ」

「結けつ局きよく……」

　楽がつ器き屋やの並ならぶ通りを歩きながら美紗は言った。

「わたし、いい子でいようとし過すぎていたのね。だから、いったんのめり込むと抜ぬけられなくなっちゃった」

「そ～そ～」

　見舞いの花はな束たばを持った茜がうなずく。

「人間ある程てい度ど、適てき当とうなところが必ひつ要ようよ」

「お前は適当過ぎだ」

　一心が突つっ込こむ。

「お前、今回の事件、全ぜん然ぜん懲こりてないだろ？」

「懲りるって？」

「……もういい。お前に常じよう人じんの神しん経けいを期き待たいした俺おれがバカだった」

　その様よう子すを見て美紗はクスクスと笑う。

「なあ、お前、本当にこいつのどこに憧あこがれてた訳わけ？」

　一心は茜を指さしながら振ふり返る。

「分わからない？」

　と、勿もつ体たいぶる美紗。

「分からないから聞いてんだぜ」

「あたしもさっぱり」

　茜も頭を振った。

「あのね」

　美紗はちょっと上じよう体たいを倒たおして茜の顔をのぞき込むように見上げた。

「茜さんって、一日一回は必かならずみんなに注ちゆう目もくされるよね？　先生もいつも茜さんの名前を呼よんでるし」

「……それは決していい意い味みじゃないと思うぞ、美紗」

（そりゃドジったり、呼び出しくらったりしてるだけだろうが！）

　という言こと葉ばを、一心は辛かろうじて吞のみ込んだ。

　今まで一度も目め立だったことのなかった美紗にとっては、そんなことでも羨うらやましかったのだろう。

「それに、何でも完かん璧ぺきな夏紀さんには絶ぜつ対たいなれないけど、茜さんくらいならなれそうな気がしたから……」

「いや、簡かん単たんになれるにはなれるけど」

　なったら人間失しつ格かくだぜ、と一心は心の底そこから思う。

「……ははは、複ふく雑ざつ」

　茜の笑い声は虚うつろだった。

「ねえ」

　美紗は歩きながら、一心の腕うでを取った。

「今度はわたしが付き人になろうか？」

「うん、それもいいかもな」

　一心はチラリと茜を見た。

「だ、だ、だ、だ、だ、だ、だ、駄だ目め！」

　案あんの定じよう、茜は二人の間に割わり込んで、引き離はなそうとする。

「あれ～、お前辞やめたんだろ？」

　一心は意い地じ悪わるく聞き返した。

「や、辞めちゃいないわよ！　大だい体たい、あたしがいないと拗すねるくせに！」

「いつ拗ねたよ！　お前、また泣かされたいか!?」

「誰だれが泣くもんですか！」

　茜と一心は、道の真ん中でにらみ合う。

「ほらほら、二人とも！」

　一ひと足あし先さきに病院の前に立った美紗は振り返り、明るい笑え顔がおを見せた。

「夏紀さんが待ってるんだから！」

　それはメイクで固めた時の顔よりも、数倍美しい笑顔だった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　屍し桜ざくら屋や敷しきの薄うす暗ぐらい書しよ斎さいで、いつものようにニコルのいれる紅こう茶ちやを飲んでいた巽たつみ玲れいの顔色はすぐれなかった。

「どうしたの？　身体からだの調ちよう子し、よくないの？」

　心しん配ぱいそうにニコルが様よう子すをうかがう。

「リラックスできるハーブティーにしようか？」

「いや、何でもないよ、ニコル」

　玲は微笑ほほえみを作ってみせた。

「ウソ」

　ニコルは玲の背せ中なかに回り、抱だき締しめる。

「ダメだよ、隠かくし事ごとは」

「そうだね」

　玲は机つくえの上の書しよ類るいを手に取った。

「それが……悩なやみのもと？」

「ああ」

　玲はうなずいた。

「死体検けん案あん書しよだ。田た宮みや翔しようの」

　ニコルも目を通してみるが、取り立てて奇き妙みような所は見つからない。

「どこかおかしいの？」

「血けつ液えき型がたが……以前のプロフィールと違ちがっている」

「それは前の検けん査さが間ま違ちがってたんでしょ？」

「警けい察さつもその見けん解かいだ。だが……」

　玲は疲つかれた目を押おさえた。

「違い和わ感かんを感じるんだ。本当に死んだ男は田宮翔だったのか？　インクウィジターだったのか？　いや、そもそも実じつ在ざいしたのか、インクウィジターなんて名の男は……？」

「考え過すぎ」

　ニコルは玲の肩かたをマッサージする。

「疲れているのよ」

「そうだな」

　玲は自分に言い聞かせた。

「そうに違ちがいない」

　だが……。

　その時、パソコンのモニターにメールが映うつし出された。

「レイ、これっ！」

「……ああ」

　その短いメールは、ニコルと玲を戦せん慄りつさせるのに十じゆう分ぶんだった。




　ゲーム・イズ・ノット・オーバー




　ジ・インクウィジター・アゲイン……










　あとがき




　富ふ士じ見みミステリー文庫読者のみなさん、初めまして。

　ファンタジア文庫からのみんな、お久しぶり。

　大学で優ゆうをもらったのは犯はん罪ざい学がくと語学だけ、という南なん房ぼうです。

（今、初めて僕ぼくの本を読むという人、ファンタジア文庫の『月げつ蝕しよく紀き列れつ伝でん』や『黄おう金ごんの鹿しかの闘とう騎き士し』、それに『トリシア先生、急きゆう患かんです！』もよろしくね）




　ところで、ミステリーって好きですか？

　好きじゃなきゃ、この本、手に取ってるわけないですよね？

　もちろん、僕も大好きです。




　僕がファンタジーにのめり込んだのはペーパーバックの洋書が読めるようになった頃ころから。

　だけど、それ以い前ぜんの小学校、中学校時代の読どく書しよの中心はミステリーだったんです。

　つまり、ミステリー歴れきの方が長いわけで……。

　定てい番ばんのコナン・ドイルやアガサ・クリスティー、エラリー・クイーンから始まって、ひと通り本ほん格かく派はを修おさめてから、ダシール・ハメットあたりのハード・ボイルドにちょっと浮うわ気き。

　ル・カレや００７のイアン・フレミングを経けい由ゆして、ジョー・ゴアズ（昔むかしサインをもらった）に至いたり、結けつ局きよく、一番ハマったのはエド・マクベインの八十七分ぶん署しよシリーズ、てところでしょうか？

（実じつはこの八十七分署シリーズ、ペーパーバックが黒の表紙に警けい察さつバッジっていうかなり渋しぶいデザイン。ジーンズのヒップ・ポケットに入れとくと、格かつ好こうよかったんだよね～）

　ＴＶだったら、今でもちょくちょくやってる『刑けい事じコロンボ』（毎回の豪ごう華かゲストで、確たしか第一話の監かん督とくはスピルバーグだった）に、『警けい部ぶマクロード』（宍しし戸ど錠じようが声をやってた）、『探たん偵ていハート＆ハート』、『刑事スタスキー＆ハッチ』、『こちらブルームーン探偵社』（ブルース・ウィリス主しゆ演えん）等など……。

（ちなみに、美人担たん当とうのＳさんは『スタスキー＆ハッチ』より前の作品を知らなかった。年の差を感じるなあ……）




　それはそれとして……。




　今回の『ハード・デイズ・ナイツ』、僕にとっては初めてのミステリーであると同時に、初めての現げん代だいもの。

　細こまかい世界設せつ定ていが要いらない分、楽かな～と思ったら甘あまかった。

　タイトルはもちろん、ビートルズの映画からです。

　なんていっても、〝四人はアイドル〟だし……。

（しまった！　ここまで書いて気がついたけど、読者の世せ代だいは知らないかも、この映画。いや、僕も実じつはリアルタイムでは見てないんだけどね……）




　……あの、さっぱり話が見えないって人は、お兄さんかお姉さん、いや、お父さんかお母さんに聞いてくださいね。




　ともかく、アイドル大だい地ち一いつ心しんと天才巽たつみ玲れい、それに月げつ給きゆう百円の女郎花おみなえし茜あかねの冒ぼう険けんミステリー、これからもまだまだ続くのでよろしく！
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